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はじめに

このガイドでは、Oracle Solaris Studio Fortranのコンパイラおよび環境について説明し
ます。

サポートされるプラットフォーム
このOracle Solaris Studioリリースは、Oracle Solarisオペレーティングシステムを実行
する SPARCファミリーのプロセッサアーキテクチャーを使用するプラットフォーム
と、Oracle Solarisまたは特定の Linuxシステムを実行する x86ファミリーのプロ
セッサアーキテクチャーを使用するプラットフォームをサポートします。

このマニュアルでは x86プラットフォーム間の違いを示すために、次の用語が使用さ
れています。

■ 「x86」は、64ビットおよび 32ビットの x86互換製品を指します。
■ 「x64」は、特定の 64ビットの x86互換CPUを指します。
■ 「32ビット x86」は、x86ベースシステムで特定の 32ビット情報を指します。

Linuxシステムに固有の情報は、サポートされる Linux x86プラットフォームのみを
指し、Oracle Solarisシステムに固有の情報は、SPARCおよび x86システム上のサ
ポートされるOracle Solarisプラットフォームのみを指します。

サポートされるハードウェアプラットフォームとオペレーティングシステムリ
リースの完全なリストについては、Oracle Solaris Studio 12.3リリースノートを参照し
てください。

Oracle Solaris Studioのドキュメント
Oracle Solaris Studioソフトウェアの完全なドキュメントは次のようにして見つけるこ
とができます。

■ 製品ドキュメントはOracle Solaris Studio documentation Webサイトにあり、リ
リースノート、リファレンスマニュアル、ユーザーガイド、およびチュートリア
ルが含まれています。
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■ コードアナライザ、パフォーマンスアナライザ、スレッドアナライ
ザ、dbxtool、DLight、および IDEのオンラインヘルプは、これらのツール内
の「ヘルプ」メニューだけでなく、F1キー、および多くのウィンドウやダイアロ
グボックスにある「ヘルプ」ボタンを使用してアクセスできます。

■ コマンド行ツールのマニュアルページでは、ツールのコマンドオプションが説明
されています。

関連するサードパーティのWebサイトリファレンス
このマニュアルには、詳細な関連情報を提供するサードパーティのURLが記載され
ています。

注 –このマニュアルで紹介するサードパーティWebサイトが使用可能かどうかにつ
いては、Oracleは責任を負いません。このようなサイトやリソース上、またはこれ
らを経由して利用できるコンテンツ、広告、製品、またはその他の資料について
も、Oracleは保証しておらず、法的責任を負いません。また、このようなサイトや
リソースから直接あるいは経由することで利用できるコンテンツ、商品、サービス
の使用または依存が直接のあるいは関連する要因となり実際に発生した、あるいは
発生するとされる損害や損失についても、Oracleは一切の法的責任を負いません。

開発者向けのリソース
Oracle Solaris Studioを使用する開発者のための次のリソースを見つけるには、Oracle
Technical Network Webサイトにアクセスしてください。

■ リソースは頻繁に更新されます。
■ ソフトウェアの最新リリースのための完全なドキュメントへのリンク
■ サポートレベルに関する情報
■ ユーザーディスカッションフォーラム。

Oracleサポートへのアクセス
Oracleの顧客はMy Oracle Supportを通じた電子的なサポートにアクセスできます。詳
細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoにアクセスしてく
ださい。聴覚に障害がある方は、http://www.oracle.com/pls/topic/

lookup?ctx=acc&id=trsにアクセスしてください。

はじめに
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表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用し
ます。

表P–1 表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイルを
表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm filename
と入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガイ
ド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメ
ニュー名、強調する単語を示しま
す。

第 5章「衝突の回避」を参照してくだ
さい。

この操作ができるの
は、「スーパーユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

Oracle Solaris OSに含まれるシェルで使用する、UNIXのデフォルトのシステムプロン
プトとスーパーユーザープロンプトを次に示します。コマンド例に示されるデ
フォルトのシステムプロンプトは、Oracle Solarisのリリースによって異なります。

■ Cシェル

machine_name% command y|n [filename]
■ Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]
■ Bashシェル、Kornシェル、および Bourneシェル

$ command y|n [filename]
■ Bashシェル、Kornシェル、および Bourneシェルのスーパーユーザー

はじめに
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# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

はじめに
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概要

このマニュアルおよび関連マニュアル『Fortranプログラミングガイド』で説明する
Oracle Solaris Studio Fortranコンパイラ f95は、SPARC、UltraSPARC、および x64/x86
プラットフォーム上のOracle Solarisオペレーティング環境と、x86/x64プラット
フォーム上の Linux環境で使用可能です。このコンパイラは、公開されている
Fortran言語規格に準拠しています。また、マルチプロセッサ並列化、最適化された
コードコンパイル、Cと Fortran言語の混在のサポートなど、さまざまな拡張機能を
提供します。

また、f95コンパイラには、従来の FORTRAN 77ソースコードのほとんどが使用可能
な FORTRAN 77互換性モードもあります。単体の FORTRAN 77コンパイラの提供は
ありません。FORTRAN 77の互換性および移行問題については、第 5章を参照してく
ださい。

1.1 準拠規格
■ f95は、ISO/IEC 1539-1:1997 Fortran規格ドキュメントの第 1部に準拠していま
す。

■ 浮動小数点演算は、IEEE 754-1985規格および国際規格の IEC 60559:1989に準拠し
ています。

■ このリリースで実装されている Fortran 2003および Fortran 2008機能とその他の言
語拡張については、第 4章「Solaris Studio Fortranの機能および拡張機能」を参照
してください。

■ f95は、Solarisおよび Linux (x86)プラットフォームでの SPARCおよび x86ファミ
リ (UltraSPARC、SPARC64、AMD64、Pentium Pro、およびXeon Intel®64)プロ
セッサアーキテクチャーの機能を利用した最適化をサポートしています。

■ Solaris Studioコンパイラは、OpenMP 3.1共有メモリー並列化API仕様に準拠して
います。詳細は、『OpenMP APIユーザーズガイド』を参照してください。

1第 1 章
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■ このマニュアルでは、「標準」は、前述の規格の各バージョンに準拠しているこ
とを意味します。これらの規格の範囲外の機能を「非標準」または「拡張機
能」と呼んでいます。

これらの標準は、それぞれの標準を策定する組織によって改訂されることがありま
す。このコンパイラが準拠している規格のバージョンが改訂されたり、ほかの
バージョンと交換されることがあります。その結果、Oracle Solaris Studio Fortranコン
パイラの将来のリリースの機能が、これまでのリリースと互換性を持たなくなる可
能性があります。

1.2 Fortranコンパイラの機能
Oracle Solaris Studioの Fortranコンパイラ f95は、次の機能と拡張機能を提供します。

■ 引数、共通ブロック、パラメータなどの整合性をルーチン間で調べる、大域的な
プログラム検査機能(Solarisプラットフォームでのみ使用可能)

■ マルチプロセッサシステムのための、最適化された明示的自動ループ並列化機能
■ VAX/VMS Fortran拡張機能
■ OpenMP 3.1並列化指令
■ 大域的、ピープホール、および潜在的な並列化の最適化によって、パフォーマン
スの高いアプリケーションが生成されます。ベンチマークによると、最適化され
たアプリケーションは、最適化していないコードに比べると、はるかに高速に実
行できます。

■ 呼び出し方式が共通しているので、CまたはC++言語で作成したルーチンを
Fortranプログラムと結合できます。

■ 64ビット対応の Solarisおよび Linux環境のサポート
■ すべてのプラットフォームでの IEEE 4倍精度REALおよびCOMPLEXのサポート
■ FORTRAN 77と Fortran 95/Fortran 2003プログラム、およびオブジェクトバイナリ
の間の互換性

■ 区間演算プログラミング
■ 符号なし整数型のサポート
■ 多くの Fortran 2003および Fortran 2008機能

ソフトウェアのリリースの際にコンパイラに追加された新機能あるいは拡張機能の
詳細は、付録 Bを参照してください。

このリリースのコンパイラとツールの新機能と拡張機能、および既知の問題、解決
策、および制限事項の最新情報については、『Oracle Solaris Studio 12.3リリースの新
機能』ガイドも参照してください。『新機能』ガイドには、このリリースのマ
ニュアルの索引 (http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/
solarisstudio/documentation)からアクセスできます。

1.2 Fortranコンパイラの機能
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1.3 そのほかの Fortranユーティリティー
Fortranでソフトウェアプログラムを開発するには、次のユーティリティーを利用で
きます。

■ Solaris Studioパフォーマンスアナライザ -シングルスレッドアプリケーションや
マルチスレッドアプリケーションの強力なパフォーマンス解析
ツール。analyzer(1)を参照してください。

■ asa -この Solarisユーティリティーは、1桁目に Fortranのキャリッジ制御文字が
入っているファイルを印刷するための Fortran出力フィルタです。Fortranの
キャリッジ制御規則で書式化されたファイルを、UNIXのラインプリンタの規則
により書式化されたファイルに変換するときに、asaを使用します。asa(1)を参
照してください。

■ fdumpmod -ファイルまたはアーカイブに含まれているモジュールの名前を表示す
るユーティリティー。fdumpmod(1)を参照してください。

■ fpp - Fortranソースコードプリプロセッサ。fpp(1)を参照してください。
■ fsplitこのユーティリティーは、複数のルーチンが含まれる Fortranファイルを
複数のファイルに分割して、各ファイルにルーチン 1つ設定します。fsplit(1)を
参照してください。

1.4 デバッグユーティリティー
次のデバッグ用ユーティリティーを利用することができます。

■ -Xlist -引数、COMMONブロックなどの整合性を複数のルーチンについて
チェックするコンパイラオプション。(Solarisプラットフォームのみ)

■ Solaris Studio dbx -安定した機能豊富な実行時および静的デバッガ。パフォーマン
スデータコレクタを含んでいます。

1.5 Sun Performance Library
Sun Performance Libraryは、線形代数やフーリエ変換の数値演算に使用できる最適化
サブルーチンと関数のライブラリです。このライブラリ
は、LAPACK、BLAS1、BLAS2、BLAS3、FFTPACK、VFFTPACK、および LINPACKと
いった標準ライブラリを基盤として構築されており、通常 NetLib ( www.netlib.org)
から利用できます。

Sun Performance Libraryに含まれている各副プログラムは、標準ライブラリの
バージョンと同じ演算を行い、同じインタフェースを使用しますが、通常、実行速
度も速く、精度もより正確で、マルチプロセッシング環境でも使用することができ
ます。

1.5 Sun Performance Library
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詳細は、『Sun Performance Library User’s Guide』を参照してください。パフォーマン
スライブラリルーチンのマニュアルページは、3Pのセクションにあります。

1.6 区間演算
f95コンパイラでは、コンパイラフラグである -xiaおよび -xintervalを提供しま
す。これによって、コンパイラは新しい言語拡張を認識し、適切なコードを生成し
て、区間演算計算を実行します。詳細は、『Fortran 95区画演算プログラミングリ
ファレンス』を参照してください。

1.7 マニュアルページ
オンラインのマニュアル (man)ページで、コマンド、関数、サブルーチン、またはそ
れらの情報に関する説明を簡単に参照できます。Oracle Solaris Studioのマニュアル
ページにアクセスするには、ユーザーの MANPATH環境変数を、インストールされてい
る Solaris Studioの manディレクトリへのパスに設定してください。

マニュアルページを表示するには、次のように入力してください。

demo% man topic

Fortran関連のマニュアルでは、マニュアルページへの参照が必要な個所では、ト
ピック名とマニュアルセクション番号を示しています。たとえば、f95(1)を参照する
場合は、コマンド行で man f95と入力します。たとえば ieee_flags(3M)など、ほか
のセクションを表示するには、manコマンドに -sオプションを使用します。

demo% man -s 3M ieee_flags

Fortranのライブラリルーチンについては、マニュアルページの 3Fセクションに記載
されています。

次に Fortranを使用する場合の、関連マニュアルページを示します。

f95(1) Fortran 95のコマンド行オプション

analyzer(1) Solaris Studioパフォーマンスアナライザ

asa(1) Fortranキャリッジ制御印刷出力ポストプロセッサ

dbx(1) 対話形式のコマンド行デバッガ

fpp(1) Fortranソースコードプリプロセッサ (前処理系)

cpp(1) Cソースコードプリプロセッサ

fdumpmod(1) MODULE (.mod)ファイルの内容を表示する

1.6区間演算
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fsplit(1) Fortranソースルーチンを単一ファイルに分割するプリプロ
セッサ

ieee_flags(3M) 浮動小数点の例外ビットを検証、設定、解除する

ieee_handler(3M) 浮動小数点例外を処理する

matherr(3M) 数学ライブラリエラー処理ルーチン

ld(1) オブジェクトファイルに対して使用するリンカー

1.8 コマンド行ヘルプ
次のようにコンパイラの -helpオプションを起動すると、f95のコマンド行オプ
ションの要約を表示できます。

%f95 -help=flags

Items within [ ] are optional. Items within < > are variable parameters.

Bar | indicates choice of literal values.

-someoption[={yes|no}] implies -someoption is equivalent to -someoption=yes

_______________________________________________________________

-a Collect data for tcov basic block profiling

-aligncommon[=<a>] Align common block elements to the specified

boundary requirement; <a>={1|2|4|8|16}

-ansi Report non-ANSI extensions.

-autopar Enable automatic loop parallelization

-Bdynamic Allow dynamic linking

-Bstatic Require static linking

-C Enable runtime subscript range checking

-c Compile only; produce .o files but suppress

linking

...etc.

1.8コマンド行ヘルプ
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Solaris Studio Fortranの使用

この章では、Fortranコンパイラについて説明します。

コンパイラの主な使用目的は、Fortranなどの手続き型言語で記述されたプログラム
を、コンピュータで実行できるデータファイルに変換することです。コンパイル処
理の一部として、コンパイラから自動的にリンカーを起動して、実行可能ファイル
を生成することもできます。

コンパイラは、次の処理にも使用します。

■ マルチプロセッサ用の並列化実行ファイルを生成します (-openmpオプション)。
■ ソースファイルとサブルーチン間におけるプログラムの整合性を分析し、レ
ポートを作成します (-Xlist)。

■ ソースファイルを次のファイルに変換します。
■ 再配置可能なバイナリ (.o)ファイル。あとで実行可能ファイルまたは静的ラ
イブラリ (.a)ファイルにリンクされます。

■ 動的共有ライブラリ (.so)ファイル (-Gオプション)。

実行可能ファイルにリンクします。
■ 実行時デバッガを有効にして実行可能ファイルをコンパイルします (-gオプ
ション)。

■ 文単位または手続き単位の実行時のプロファイルを有効にして、実行可能ファイ
ルをコンパイルします (-pgオプション)。

■ ソースコードを調べてANSI標準への準拠を確認します (-ansiオプション)。

2第 2 章
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2.1 クイックスタート
ここでは Fortranコンパイラを使用して、Fortranプログラムをコンパイルし、実行す
る方法について、簡単に説明します。コマンド行オプションの参考情報は、次の章
で紹介します。

Fortranアプリケーションを実行するごく基本的な手順は次のとおりです。まず、エ
ディタを使用して、.f、.for、.f90、.f95、.F、.F90、.F95、.f03、または .F03とい
うファイル名の接尾辞の付いた Fortranのソースファイルを作成します (表表 2–1を参
照)。次に、コンパイラを起動して実行可能ファイルを生成し、最後にそのファイル
名を入力してそのプログラムを起動します。

例:このプログラムは画面上にメッセージを表示します。

demo% cat greetings.f

PROGRAM GREETINGS

PRINT *, ’Real programmers write Fortran!’
END

demo% f95 greetings.f

demo% a.out

Real programmers write Fortran!

demo%

この例では、f95がソースファイル greetings.fをコンパイルし、デフォルトで実行
可能プログラムを a.outというファイルにリンクします。プログラムを起動するに
は、コマンドプロンプトで実行可能ファイルの名前 a.outを入力します。

一般的には、UNIXのコンパイラは実行可能ファイルとして a.outというデフォルト
のファイルを生成します。しかし、すべてのコンパイルで同じファイルを使用する
のは不都合な場合があります。さらには、そのようなファイルがすでに存在してい
る場合、コンパイラの次の実行で上書きされてしまいます。代わりに、-oコンパイ
ラオプションを使用すると、実行可能出力ファイルの名前を明示的に指定すること
ができます。

demo% f95 -o greetings greetings.f

demo% greetings

Real programmers write Fortran!

demo%

前述の例で、-oオプションを使用することにより、コンパイラは実行可能なコード
をファイル greetingsに書き込みます。規則により、実行可能ファイルはメイン
ソースファイルと同じ名前を与えられますが、拡張子は付きません。

また別の方法として、コンパイル処理が終わるごとに、mvコマンドを使用してデ
フォルトの a.outファイルの名前を変更することもできます。どちらの方法で
も、シェルプロンプトで実行可能ファイルの名前を入力してプログラムを実行しま
す。

2.1クイックスタート
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この章の次の項では、 f95コマンドで使用する表記法、コンパイラのソース行指
令、これらのコンパイラの使用上の注意事項などについて解説します。次の章で
は、コマンド行の構文とすべてのオプションについて詳しく説明します。

2.2 コンパイラの起動
シェルプロンプトで起動される単純なコンパイラコマンドの構文は次のとおりで
す。

f95 [options] files...

ここで、files…には、拡張子として .f、.F、.f90、.f95、.F90、.F95、または .forが
付いている 1つ以上の Fortranのソースファイル名を指定します。optionsには、1つ
以上のコンパイラオプションフラグを指定します。.f90または .f95の拡張子が付い
ているファイルは、f95コンパイラだけが認識する「自由形式」の Fortran 95ソース
ファイルです。

次の例では、f95は 2つのソースファイルをコンパイルし、実行時デバッグを有効な
状態にして growthという名前の実行可能ファイルを生成します。

demo% f95 -g -o growth growth.f fft.f95

注 – f95または f90コマンドのいずれを使用しても、Fortranコンパイラを起動できま
す。

新規:コンパイラは、拡張子が .f03または .F03のソースファイルも受け入れま
す。これらは、.f95および .F95と同等とみなされ、ソースファイルに Fortran 2003
拡張機能が含まれていることを示す手段として利用できます。

コンパイラが受け付ける各種ソースファイルの拡張子については、26ページ
の「2.2.2ファイル名の拡張子」を参照してください。

2.2.1 コンパイルとリンクの流れ
前述の例では、コンパイラは growth.oと fft.oのロードオブジェクトファイルを自
動的に生成し、次にシステムリンカーを起動して growthという実行可能プログラム
ファイルを生成します。

コンパイルの終了後、オブジェクトファイル growth.oと fft.oが残ります。このた
め、ファイルの再リンクや再コンパイルを簡単に行うことができます。

コンパイルが失敗すると、エラーごとにメッセージが返されます。エラーがある
ソースファイルについては、.oファイルや実行可能プログラムファイルは作成され
ません。
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2.2.2 ファイル名の拡張子
コマンド行で入力するファイル名の接尾辞によって、コンパイラがそのファイルを
どのように処理するかが決まります。次の表に示されていない拡張子の付いた
ファイル名、および拡張子のないファイル名は、リンカーに渡されます。

表 2–1 Fortranコンパイラが認識可能なファイル名の拡張子

接尾辞 言語 処理

.f Fortran 77または
Fortran 95固定形
式

Fortranソースファイルをコンパイルし、オブジェクトファイルを
現在のディレクトリに出力する。オブジェクトファイルのデ
フォルト名は、ソースファイル名に接尾辞 .oを付けたもの

.f95

.f90

Fortran 95自由形
式

.fと同じ

.f03 Fortran 2003自由
形式

.fと同じ

.for Fortran 77または
Fortran 95固定形
式

.fと同じ

.F Fortran 77または
Fortran 95固定形
式

コンパイルの前に、FORTRAN 77のソースファイルを Fortranまた
はCのプリプロセッサで処理する

.F95

.F90

Fortran 95自由形
式

Fortranがコンパイルする前に、Fortran 95自由形式のソースファイ
ルを FortranまたはCのプリプロセッサで処理する

.F03 Fortran 2003自由
形式

.F95と同じ

.s アセンブラ アセンブラでソースファイルをアセンブルする

.S アセンブラ アセンブルする前にアセンブラのソースファイルをCプリプロ
セッサで処理する

.il インライン展開 インライン展開コードのテンプレートファイルを処理する。コン
パイラはテンプレートを使って、選択されたルーチンのインライ
ン呼び出しを展開します(テンプレートファイルは特殊なアセンブ
ラファイル。inline(1)マニュアルページを参照)。

.o オブジェクト
ファイル

オブジェクトファイルをリンカーに渡す

.a、.so、.so.nライブラリ ライブラリの名前をリンカーに渡す。.aファイルは静的ライブラ
リ、.soと .so.nファイルは動的ライブラリ

Fortran 95自由形式については、159ページの「4.1ソース言語の機能」を参照してく
ださい。
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2.2.3 ソースファイル
Fortranコンパイラでは、コマンド行に複数のソースファイルを指定することができ
ます。「コンパイルユニット」とも呼ばれる 1つのソースファイル中に、複数の手
続き (主プログラム、サブルーチン、関数、ブロックデータ、モジュールなど)を記
述することができます。アプリケーションは、1つのファイルに 1つのソースコード
手続きを記述して構成することも、同時に処理される手続きを 1つのファイルにま
とめて構成することもできます。これらの構成方法の長所と欠点について
は、『Fortranプログラミングガイド』を参照してください。

2.2.4 ソースファイルプリプロセッサ
f95は、fppと cppの 2つのソースファイルプリプロセッサをサポートしていま
す。いずれのプリプロセッサもコンパイラから起動され、ソースコード「マク
ロ」とシンボリック定義を展開してから、コンパイルを開始します。コンパイラで
は、デフォルトで fppが使用されます。-xpp=cppオプションを指定すると、fppから
cppにデフォルトを変更できます。-Dnameオプションの説明も参照してください。

fppは Fortran言語専用のソースプリプロセッサです。詳細は、fpp(1)のマニュアル
ページを参照してください。これは、デフォルトでは、.F、.F90、.F95、または
.F03という拡張子の付いたファイルで起動されます。

fppのソースコードは、次のNetlib Webサイトにあります。

http://www.netlib.org/fortran/

標準的なUnix C言語のプリプロセッサについては、cpp(1)を参照してくださ
い。Fortranのソースファイルでは、fppよりも cppを使用することをお勧めします。

2.2.5 コンパイルとリンクの分離
コンパイルとリンクをそれぞれ個別に実行することができます。-cオプションを指
定すると、ソースファイルをコンパイルして .oオブジェクトファイルが生成されま
すが、実行可能ファイルは生成されません。-cオプションを指定しない場合、コン
パイラはリンカーを起動します。このようにコンパイルとリンクを別々に実行する
と、次の例に示すように、1つのファイルを修正するための目的で全体を再コンパイ
ルする必要がなくなります。

1つのファイルをコンパイルし、別の手順でほかのオブジェクトファイルとリンクし
ます。

demo% f95 -c file1.f (Make new object file)

demo% f95 -o prgrm file1.o file2.o file3.o (Make executable file)
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リンク時には (2行目)、完全なプログラムを作成するのに必要なすべてのオブジェク
トファイルを必ず指定してください。オブジェクトファイルが不足していると、未
定義の外部参照エラー (ルーチンの不足)によって、リンクが失敗します。

2.2.6 コンパイルとリンクの整合性
コンパイルとリンクを別のステップで行う場合は、整合性のあるコンパイルとリン
クのオプションを選択することが重要です。オプションによっては、プログラムの
一部をコンパイルするときに使用したら、リンクするときにも同じオプションを使
用する必要があります。すべてのソースファイルを、リンクも含めて指定してコン
パイルする必要のあるオプションが数多くあります。

第 3章では、このようなオプションについて説明します。

例: -fastを使用して sbr.fをコンパイルし、Cルーチンをコンパイルしてから、別の
ステップでリンクします。

demo% f95 -c -fast sbr.f

demo% cc -c -fast simm.c

demo% f95 -fast sbr.o simm.o link step; passes -fast to the linker

2.2.7 認識されないコマンド行引数
コンパイラで認識されないコマンド行の引数はすべて、リンカーオプション、オブ
ジェクトプログラムファイル名、またはライブラリ名である可能性があるとみなさ
れます。

基本的には次のように区別されます。

■ 認識されないオプション (-が付いている)には、警告メッセージが出力されま
す。

■ 認識されない非オプション (-が付いていない)には、警告メッセージが出力され
ません。ただし、これらのオプションがリンカーに渡されて、リンカーに認識さ
れない場合には、リンカーエラーメッセージが出力されます。

例:

demo% f95 -bit move.f <- -bit is not a recognized f95 option
f95: Warning: Option -bit passed to ld, if ld is invoked, ignored otherwise

demo% f95 fast move.f <- The user meant to type -fast
ld: fatal: file fast: cannot open file; errno=2

ld: fatal: File processing errors. No output written to a.out

最初の例では、-bitは f95では認識されず、このオプションはこれを解釈しようと
するリンカー (ld)に渡されます。ldでは 1文字のオプションを続けて並べることも
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できるため、-bitが -b -i -tと解釈されます。-b、-i、-tはいずれも ldの有効なオプ
ションであるからです。これは、ユーザーが意図している場合と、意図していない
場合とがあります。

2つ目の例では、f95の共通のオプションとして -fastを指定しようとしています
が、先頭のハイフンが抜けています。この場合も、コンパイラは引数をリンカーに
渡し、リンカーはこれをファイル名と解釈します。

前述の例から、コンパイラコマンドを指定する場合には、十分な注意が必要である
ことがわかります。

2.2.8 モジュール
f95は、ソースファイル中にある各 MODULE宣言に対して、それぞれモジュール情報
ファイルを自動的に作成し、USE文で引用されるモジュールを検索します。検出され
たモジュール (MODULE module_name)ごとに、コンパイラは、対応するファイル
module_name.modを現在のディレクトリ内に生成します。たとえば、ファイル
mysrc.f95中にある MODULE list単位のモジュール情報ファイル list.modは f95に
よって生成されます。

モジュール情報ファイルを記述および検索するためのデフォルトのパスの設定方法
については、-Mpathおよび -moddir dirlistオプションフラグを参照してください。

すべてのコンパイルユニットで暗黙的に MODULE宣言を行う方法については、-useコ
ンパイラオプションを参照してください。

fdumpmod(1)コマンドを使用すると、.modモジュール情報ファイルの内容を表示でき
ます。

詳細は、183ページの「4.9モジュールファイル」を参照してください。

2.3 指令
Fortranの注釈の書式であるソースコード「指令」を使用して、特殊な最適化または
並列化の選択に関する情報をコンパイラに渡すことができます。コンパイラ指令は
プラグマと呼ばれることもあります。コンパイラは一般的な指令と並列化指令の
セットを認識します。f95は、OpenMP共有メモリーマルチプロセッシング指令も処
理します。

f95に固有の指令については、181ページの「4.8指令」で説明します。f95によって
認識されるすべての指令については、付録C「Fortran指令の要約」を参照してくだ
さい。
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注 –指令は Fortran規格には含まれていません。

2.3.1 一般的な指令
一般的な Fortran指令は次のような書式で使用します。

!$PRAGMA keyword ( a [ , a ] … ) [ , keyword ( a [ , a ] … ) ] ,…

!$PRAGMA SUN keyword ( a [ , a ] … ) [ , keyword ( a [ , a ] … ) ] ,…

変数 keywordは特定の指令を表します。追加の引数やサブオプションも指定できま
す。指令によっては、前述に示す追加のキーワード SUNを指定する必要がありま
す。

一般的な指令の構文は、次のとおりです。

■ 1カラム目は、注釈指示子の文字 c、C、!、*などです。
■ f95の自由形式では、!は認識される唯一の注釈指示子 (!$PRAGMA)です。この章の
例では、Fortran 95自由形式を想定しています。

■ 次の 7文字は空白文字を入れず $PRAGMAとします。大文字でも小文字でもかまい
ません。

■ 自由形式ソースプログラムでは、!という注釈指示子文字を使用する指令は、行
のどの位置にも記述できます。

制限事項は、次のとおりです。

■ Fortranテキストの場合と同様、最初の 8文字のあとでは、空白は無視され、大文
字と小文字は区別されません。

■ これは注釈であるため、指令は継続できませんが、必要に応じて多くの !$PRAGMA

行を順番に使用できます。
■ 注釈が前述の構文条件を満たしていると、コンパイラが認識できる指令が 1つま
たは複数含まれていることになります。前述の構文条件を満たしていない場合
は、警告メッセージが出力されます。

■ Cプリプロセッサの cppは注釈行または指令行の中でマクロシンボル定義を展開
します。Fortranプリプロセッサの fppは注釈行の中でマクロの展開は行いません
が、fppは正当な f95の指令は認識し、指令キーワード外の制限付き置換は実行
します。ただし、キーワード SUNが必要な指令には注意してください。cpp

は、小文字の sunを事前定義した値で置き換えます。また、cppマクロ SUNを定義
すると、SUN指令キーワードが干渉されます。一般的な規則では、次のように
ソースが cppまたは fppで処理される場合、プラグマは大文字と小文字を混在さ
せて指定します。

!$PRAGMA Sun UNROLL=3
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別の解決策として、.Fファイルをコンパイルするときに、-Usunを追加する場合
もあります。

Fortranのコンパイラは、次の一般的な指令を認識します。

表 2–2 一般的なFortran指令の要約

C指令 !$PRAGMA C(list )

外部関数の名前リストをC言語のルーチンとして宣言します。

IGNORE_TKR Directive !$PRAGMA IGNORE_TKR {name {, name} ...}

コンパイラは、特定の呼び出しを解釈するとき、一般的な手続きの
インタフェースで表示される仮引数名の型、種類、ランクを無視し
ます。

UNROLL Directive !$PRAGMA SUN UNROLL=n

コンパイラに、次のループは長さ nに展開できることを伝えます。

WEAK Directive !$PRAGMA WEAK(name[ =name2])

nameを弱いシンボル (weak symbol)または name2の別名として宣言し
ます。

OPT指令 !$PRAGMA SUN OPT=n

副プログラムの最適化レベルを nに設定します。

PIPELOOP Directive !$PRAGMA SUN PIPELOOP=n

次のループでは n離れた反復間に依存関係があることを宣言します。

PREFETCH Directives !$PRAGMA SUN_PREFETCH_READ_ONCE(name)
!$PRAGMA SUN_PREFETCH_READ_MANY(name)
!$PRAGMA SUN_PREFETCH_WRITE_ONCE(name)
!$PRAGMA SUN_PREFETCH_WRITE_MANY(name)

名前の参照のために、先読み命令を生成するようにコンパイラに要
求します。(-xprefetchオプションを指定する必要があります。この
オプションはデフォルトで有効になっています。PREFETCH指令
は、—xprefetch=noでコンパイルし無効にします。ターゲットアーキ
テクチャーも PREFETCH指令をサポートしている必要があり、コン
パイラ最適化レベルは -xO2より上である必要があります)。

ASSUME Directives !$PRAGMA [BEGIN} ASSUME (expression [ ,probability])

!$PRAGMA END ASSUME

プログラム内の特定の個所において、コンパイラが真であると想定
できる条件について表明を行います。
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2.3.1.1 C指令
C()指令は、その引数が外部関数であることを指定します。EXTERNAL宣言と同義で
す。ただし、通常の外部名とは違って、Fortranコンパイラでは、これらの引数名に
下線が付けられません。詳細は、『Fortranプログラミングガイド』の「Cと Fortran
のインタフェース」の章を参照してください。

特殊な関数の C()指令は、各副プログラム中にある、その関数への最初の引用より
も前に現れなければなりません。

例: Cで ABCと XYZをコンパイルします。

EXTERNAL ABC, XYZ

!$PRAGMA C(ABC, XYZ)

2.3.1.2 IGNORE_TKR指令
この指令では、コンパイラは、特定の呼び出しを解釈するとき、総称手続きのイン
タフェースで表示される仮引数名の型、種別、次元数を無視します。

たとえば、次の手続きのインタフェースでは、SRCはどのようなデータ型でもよ
く、LENは KIND=4または KIND=8のいずれかであることが可能です。インタフェース
ブロックは、汎用的な手順名に対し 2つの特定の手順を定義します。この例
は、Fortran 95自由形式で示されます。

INTERFACE BLCKX

SUBROUTINE BLCK_32(LEN,SRC)

REAL SRC(1)

!$PRAGMA IGNORE_TKR SRC

INTEGER (KIND=4) LEN

END SUBROUTINE

SUBROUTINE BLCK_64(LEN,SRC)

REAL SRC(1)

!$PRAGMA IGNORE_TKR SRC

INTEGER (KIND=8) LEN

END SUBROUTINE

END INTERFACE

The subroutine call:

INTEGER L

REAL S(100)

CALL BLCKX(L,S)

BLCKXの呼び出しによって、一般的なコンパイルでは BLCK_32が呼び出さ
れ、-xtypemap=integer:64を使用してコンパイルした場合は BLCK_64が呼び出されま
す。Sの実際の型は、どのルーチンを呼び出すかを定義しません。これによって、引
数の型、種別、次元数に基づいてライブラリルーチンを呼び出すラッパーの一般的
なインタフェースの記述を単純化できます。
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形状引き継ぎの配列、Fortranポインタ、割り当て可能な配列の仮引数は、指令では
指定できません。名前が指定されていない場合は、形状引き継ぎの配列、Fortranポ
インタ、割り当て可能な配列の仮引数を除いて、手続きのすべての仮引数に指令が
適用されます。

2.3.1.3 UNROLL指令
UNROLL指令では、!$PRAGMAのあとに SUNと指定する必要があります。

!$PRAGMA SUN UNROLL=n指令は、最適化パス中に、次のループを n回展開するようにコ
ンパイラに指示します。コンパイラは、解析の結果、ループの展開が適切であると
判断した場合のみ展開します。

nは正の整数です。次の選択が可能です。

■ n=1の場合、オプティマイザは、どのループも展開しない可能性があります。
■ n>1の場合、オプティマイザは、ループを n回展開する可能性があります。

実際に展開されたループがあると、実行可能ファイルのサイズが大きくなりま
す。詳細については、『Fortranプログラミングガイド』のパフォーマンスと最適化
に関する章を参照してください。

例:ループを 2回展開するときは、次のように指定します。

!$PRAGMA SUN UNROLL=2

2.3.1.4 WEAK指令
WEAK指令は、以前に定義されているよりも低い優先順位で同じシンボルを定義しま
す。この指令は主に、ライブラリを作成する場合にソースファイル中で使用されま
す。リンカーは弱いシンボルを解決できなくてもエラーメッセージを表示しませ
ん。

!$PRAGMA WEAK (name1 [=name2])

WEAK (name1)によって、name1が優先順位の低いシンボルとして定義されます。この
場合リンカーは、name1の定義が見つけられなくてもエラーメッセージを出力しま
せん。

WEAK (name1=name2)によって、name1が優先順位の低いシンボルとして、ま
た、name2の別名として定義されます。

プログラムから呼び出された name1が定義されていない場合、リンカーはライブラ
リの定義を使用します。ただし、プログラムで name1の定義が行われている場合
は、そのプログラムの定義が使用され、ライブラリ中にある name1の優先順位が低
い大域的な定義は使用されません。プログラムから name2が直接呼び出される
と、ライブラリの定義が使用されます。name2の定義が重複すると、エラーが発生
します。詳細は、Solarisの『リンカーとライブラリ』を参照してください。
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2.3.1.5 OPT指令
OPT指令では、!$PRAGMAのあとに SUNと指定する必要があります。

OPT指令は副プログラムの最適化レベルを設定し、コンパイルコマンド行に指定され
ているレベルは上書きされます。指令は副プログラムの直前に指定する必要があ
り、その副プログラムだけに適用されます。例:

!$PRAGMA SUN OPT=2

SUBROUTINE smart(a,b,c,d,e)

...etc

上記の例を、-O4を指定する f95コマンドでコンパイルする場合、指令はこのレベル
を上書きして -O2でサブルーチンをコンパイルします。このルーチンのあとに別の
指令がないかぎり、次の副プログラムは -O4でコンパイルされます。

ルーチンを -xmaxopt[ =n]オプションでコンパイルして、指令が認識されるようにす
る必要があります。このコンパイラオプションは PRAGMA OPT指令の最適化の最大値
を指定します。PRAGMA OPTに指定した最適化レベルが -xmaxoptレベルよりも大きい
と、-xmaxoptレベルが使用されます。

2.3.1.6 PIPELOOP[= n]指令
PIPELOOP=n指令では、!$PRAGMAの後に SUNと指定する必要があります。

この指令はDOループの直前に指定する必要があります。nには正の整定数かゼロを
指定し、ループの反復間の依存関係をオプティマイザに指示します。ゼロの値は反
復間の依存関係 (ループの伝達性)がないことを示し、オプティマイザで自由にパイ
プラインできます。正の値の nはループの I番目の反復が (I-n)番目の反復に依存し
ていることを意味し、一度に n反復だけパイプラインできます。(nが指定されない
場合のデフォルトは 0です)

C We know that the value of K is such that there can be no

C cross-iteration dependencies (E.g. K>N)

!$PRAGMA SUN PIPELOOP=0

DO I=1,N

A(I)=A(I+K) + D(I)

B(I)=B(I) + A(I)

END DO

最適化についての詳細は、『Fortranプログラミングガイド』を参照してください。

2.3.1.7 PREFETCH指令
-xprefetchオプションフラグを使用すると (140ページの「3.4.153 –xprefetch[ =a[,a]
]」を参照)、コンパイラに指示した一連の PREFETCH指令は、先読みをサポートする
プロセッサで指定のデータ要素について先読み命令を生成できます。
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!$PRAGMA SUN_PREFETCH_READ_ONCE(name)
!$PRAGMA SUN_PREFETCH_READ_MANY(name)
!$PRAGMA SUN_PREFETCH_WRITE_ONCE(name)
!$PRAGMA SUN_PREFETCH_WRITE_MANY(name)

先読み命令についての詳細は、『Cユーザーズガイド』または『SPARC Architecture
Manual, Version 9』も参照してください。

2.3.1.8 ASSUME指令
ASSUME指令は、プログラムの特定地点の条件についてコンパイラにヒントを与えま
す。これらの表明は、コンパイラへの最適化指示のガイドラインとして役立ちま
す。また、プログラマは、それらの指令を使用して、実行時にプログラムの妥当性
をチェックできます。ASSUMEのフォーマットは 2種類あります。

「単一表明」ASSUMEの構文は、次のようになります。

!$PRAGMA ASSUME (expression [,probability])

また、「範囲表明」ASSUMEは、次のようになります。

!$PRAGMA BEGIN ASSUME [expression [, probability)
block of statements

!$PRAGMA END ASSUME

単一表明形式を使用すると、プログラムのその地点でコンパイラが想定できる条件
を示すことができます。範囲表明形式を使用すると、ステートメントの範囲内を通
して成立する条件を示すことができます。範囲表明の BEGINと ENDのペアは正しくネ
ストされる必要があります。

必要な式は、上にリストされている以外でユーザー定義の演算子や関数呼び出しを
含まないプログラムの特定地点で評価可能なブール式です。

オプションの probability値は、0.0から 1.0までの実数、つまり整数の 0または 1であ
り、式が真となる可能性を示します。0.0 (または 0)の可能性は絶対に真にならない
ことを意味し、1.0 (または 1)は常に真になることを意味します。数値の指定がない
場合、式は高い可能性で真とみなされますが、絶対ではありません。0または 1以外
の可能性を持つ表明は「非確定表明」です。同様に、0または 1の可能性を持つ表明
は「確定表明」です。

たとえば、DOループが常に 10,000より長いことがわかっている場合は、コンパイラ
にこれを示しておくと、より良いコードを生成できます。通常、次のループ
は、ASSUMEプラグマがある場合の方がすばやく実行されます。

!$PRAGMA BEGIN ASSUME(__tripcount().GE.10000,1) !! a big loop

do i = j, n

a(i) = a(j) + 1

end do

!$PRAGMA END ASSUME
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特に ASSUME指令の式クローズで使用するために、2つの組み込み関数が用意されて
います。それらの名前の前には、2つの下線が配置されます。

__branchexp() ブール制御式を持つ分岐ステートメントの直前に配置された単一表明で
使用します。分岐ステートメントを制御するブール式と同じ結果を生成
します。

__tripcount() 指令の直後または指令に閉じ込められたループのトリップカウントを生
成します。単一表明で使用する場合、指令直後のステートメントは DOの
最初の行となる必要があります。範囲表明で使用する場合、もっとも外
側の閉じたループに適用します。

この特殊な組み込み関数のリストは、将来的なリリースで拡大する可能性がありま
す。

-xassume_controlコンパイラオプションとともに使用します。(110ページの「3.4.105
–xassume_control[ =keywords]」を参照)。たとえば、-xassume_control=checkを使用
してコンパイルした場合、トリップカウントが 10,000を下回ると警告が発せられま
す。

-xassume_control=retrospectiveを使用してコンパイルを実行すると、プログラムの
終了時点ですべての表明の真と偽を示す要約レポートが生成されま
す。-xassume_controlの詳細については、f95のマニュアルページを参照してくださ
い。

もう 1つの例

!$PRAGMA ASSUME(__tripcount.GT.0,1)

do i=n0, nx

-xassume_control=checkを使用して前述の例をコンパイルすると、トリップカウント
が 0かマイナスになるため、そのループを使用しないよう実行時の警告が発せられ
ます。

2.3.2 並列化の指令
並列化指令は、コンパイラに対して、指令のあとに続く DOループまたはコードの範
囲を並列化するように明示的に指示します。一般的な指令とは、構文が異なりま
す。並列化指令は、-openmpを使用してコンパイルされる場合にのみ認識されま
す。Fortranの並列化についての詳細は、『OpenMP APIユーザーズガイド』およ
び『Fortranプログラミングガイド』を参照してください。

Fortranコンパイラは、OpenMP 3.1共有メモリー並列化モデルをサポートします。従
来の SunおよびCrayの並列化指令は現在推奨されていないため、使用すべきではあ
りません。
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2.3.2.1 OpenMP並列化指令
Fortranコンパイラでは、並列プログラミングモデルとしてOpenMP Fortran共有メモ
リーマルチプロセッシングAPIを使用することをお勧めします。APIは、OpenMP
Architecture Review Board (http://www.openmp.org)によって仕様が定められていま
す。

OpenMP指令を使用可能にするには、コマンド行オプション -openmpを指定してコン
パイルする必要があります (137ページの「3.4.145 –xopenmp[={
parallel|noopt|none}]」を参照)。

f95で使用可能なOpenMP指令についての詳細は、『OpenMP APIユーザーズガイ
ド』を参照してください。

2.3.2.2 従来の SunおよびCray並列指令

注 –従来の SunおよびCray形式の並列化指令は非推奨になりました。Open MP並列
化APIが推奨されます。従来の Sun/Cray指令からOpenMPモデルへの移行方法につ
いては、『OpenMP APIユーザーズガイド』を参照してください。

2.3.3 IVDEP指令
!DIR$ IVDEP指令は、ループ内で検出された一部またはすべての配列参照のループが
もたらす依存関係を無視し、特にほかの方法では実行できないマイクロベクトル
化、配布、ソフトウェアパイプラインなどのさまざまなループの最適化を実行する
ように、コンパイラに指示します。これは、依存関係が重要ではない、または依存
関係が実際に発生しないことをユーザーが把握している状況で使用されます。

例:

DO I = 1, N

A(V(I)) = A(V(I)) + C(I)

END DO

このループでは、A(V(I))へのいくつかのループがもたらす依存関係がありま
す。V(I)には、インデックス Aへの複製値が含まれている可能性があり、ループの
順序を変更すると、異なる結果になる可能性があります。ただし、Vに固有の値のみ
含まれていることがわかっている場合は、ループの順序を安全に変更でき、IVDEP指
令を使用して最適化を実行できます。

-xivdepコンパイラオプション (128ページの「3.4.126 –xivdep[ =p]」を参照)を使用し
て、IVDEP指令の解釈を無効にするか、指定することができます。
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IVDEP指令の従来の解釈の中には、後方へのループがもたらす依存関係がないことを
表明するだけのものがあります。Fortranコンパイラのデフォルトは —xivdep=loopで
す。これは、IVDEP指令で推測されるループがもたらす依存関係がないことを表明す
ることを示します。

次に、後方および前方への依存関係の例を示します。

do i = 1, n ! BACKWARD LOOP-CARRIED DEPENDENCE

... = a(i-1) ! S1

a(i) = ... ! S2

end do

do i = 1, n ! FORWARD LOOP-CARRIED DEPENDENCE

a(i) = ... ! S3

... = a(i-1) ! S4

end do

最初のループは S2から S1への後方へのループがもたらす依存関係で、2つ目の
ループには、S3から S4への前方へのループがもたらす依存関係があります。2つ目
のループには前方への依存関係しかないため、このループは安全に配布やマイクロ
ベクトル化が行えますが、最初のループは行えません。

次に、デフォルト値 -xivdep=loopを指定した IVDEPの使用例を示します。

integer target a(n)

integer, pointer :: p(:), q(:)

!DIR$ IVDEP

do i = 1, n

p(i) = q(i)

a(i) = a(i-1)

end do

p(i)と q(i)間、および p(i)と a(*)間の推測される依存関係は無視されます
が、a(i)と a(i-1)間の明確な依存関係は無視されません。ループは 2つのループに
分割でき、その結果の p(i) = q(i)ループはマイクロベクトル化できます。

IVDEP指令は、DOループの直後に適用されます。この指令とループとの間にほかの
コードを使用することはできません。!DIR$ IVDEPは、配列代入、FORALL、または
WHERE構文にも適用できます。特定のループに対して複数の指令が存在する場合
(IVDEPや UNROLLなど)、コンパイラは可能な限りそれらすべての指令に従います。

2.4 ライブラリインタフェースと system.inc
Fortranコンパイラは、ほとんどの非組み込みライブラリルーチンのインタフェース
を定義するインクルードファイル system.incを提供します。特にデフォルトの
データ型が -xtypemapで変更される場合は、呼び出す関数とその引数が正しく入力さ
れていることを確実にするため、このインクルードファイルを宣言します。

たとえば、次のプログラムでは、関数 getpid()が明示的に入力されていないた
め、算術的な例外が発生します。

2.4ライブラリインタフェースと system.inc
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integer(4) mypid

mypid = getpid()

print *, mypid

getpid()ルーチンは整数値を返しますが、関数の明示的な型が宣言されていない場
合、コンパイラは実数値が返されたものとみなします。この数値が整数に変換され
ると、浮動小数点エラーが生じる可能性が高まります。

このような場合、getuid()と自分が呼び出す関数を明示的に入力します。

integer(4) mypid, getpid

mypid = getpid()

print *, mypid

このような問題は、-Xlist (大域的なプログラム検査)オプションで診断できま
す。Fortranインクルードファイル ”system.inc’は、これらのルーチンの明示的なイ
ンタフェース定義を提供します。

include ’system.inc’
integer(4) mypid

mypid = getpid()

print *, mypid

Fortranライブラリのルーチンを呼び出すプログラムに system.incを含めると、イン
タフェースが自動的に定義され、コンパイラによる型の不一致の診断がサポートさ
れます (詳細は、『Fortranライブラリリファレンス』を参照)。

2.5 コンパイラの利用方法
Fortranコンパイラを効果的に利用するための方法をいくつか紹介します。すべての
コンパイラオプションのリファレンスは、次の章に示します。

2.5.1 ハードウェアプラットフォームの特定
コンパイラフラグの中には、特定のハードウェアプラットフォームのオプション
セットに合わせてコードを生成できるものもあります。コンパイラの -dryrunオプ
ションを使用して、ネイティブプロセッサを特定できます。

<sparc>%f95 -dryrun -xtarget=native

### command line files and options (expanded):

### -dryrun -xarch=sparcvis2 -xcache=64/32/4:1024/64/4 -xchip=ultra3i

<x64>%f95 -dryrun -xtarget=native

### command line files and options (expanded):

### -dryrun -xarch=sse2a -xcache=64/64/2:1024/64/16 -xchip=opteron
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2.5.2 環境変数の使用
FFLAGSまたは OPTIONS変数を設定して、オプションを指定することができます。

コマンド行で FFLAGSまたは OPTIONSのいずれかを明示的に指定できます。makeの暗
黙のコンパイル規則を使用している場合は、makeプログラムによって FFLAGSが自動
的に使用されます。

例: FFLAGSを設定します (Cシェル)。

demo% setenv FFLAGS ’-fast -Xlist’

例: FFLAGSを明示的に使用します。

demo% f95 $FFLAGS any.f

makeを使用するときに、FFLAGS変数が前述のように設定されており、メイクファイ
ルの「暗黙」のコンパイル規則が適用される場合 (すなわち「明示的」なコンパイラ
コマンド行がない場合)に makeを実行すると、次のコンパイルを実行した場合と同
じ意味になります。

f95 -fast -Xlist files…

makeは Sunのすべてのコンパイラで使用できる強力なプログラム開発ツールで
す。make(1)マニュアルページおよび『Fortranプログラミングガイド』の第 3章「プ
ログラム開発」の章を参照してください。

注 – makeが仮定するデフォルトの暗黙的規則では、.f95および .mod (モジュール
ファイル)という拡張子付きのファイルを認識できません。詳細は、『Fortranプログ
ラミングガイド』を参照してください。

2.5.3 メモリーサイズ
コンパイル処理は大量のメモリーを使用することがあります。必要なメモリーのサ
イズは、選択した最適化レベル、およびコンパイルするファイルのサイズや複雑さ
に依存します。最適化でメモリーが不足した場合、その時点の手続きを低いレベル
の最適化で再試行して回復を試み、コマンド行の -Onオプションで指定されていた
本来のレベルで後続のルーチンを再開します。

コンパイラを実行するプロセッサには最低 64Mバイトのメモリーが実装されている
必要があります。256Mバイトが推奨メモリーです。また、十分なスワップ領域が割
り当てられる必要もあります。最低 200Mバイトで、300Mバイトが推奨値です。

メモリーの使用量は、手続きのサイズ、最適化レベル、仮想メモリーの制
限、ディスクのスワップファイルのサイズ、その他さまざまな要素によって異なり
ます。
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多数のルーチンを含む単一のソースファイルをコンパイルすると、メモリーやス
ワップ領域が不足することがあります。

コンパイラのメモリーが不足する場合は、最適化レベルを下げてください。または
fsplit(1)を使用して、複数のルーチンが含まれているソースファイルを、1ルーチ
ンが 1ファイルに対応するようにいくつかのファイルに分割してください。

2.5.3.1 スワップ領域の制限
Oracle Solarisオペレーティングシステムのコマンドである swap -sは、利用可能なス
ワップ領域を表示します。swap(1M)を参照してください。

例: swapコマンドを使用します。

demo% swap -s

total: 40236k bytes allocated + 7280k reserved = 47516k used, 1058708k available

To determine the actual real memory:

demo% /usr/sbin/dmesg | grep mem

mem = 655360K (0x28000000)

avail mem = 602476544

2.5.3.2 スワップ領域の増加
ワークステーションのスワップ領域を増やすには、mkfile(1M)と swap(1M)コマンド
を使用します。この操作は、スーパーユーザーだけが実行できます。mkfileに
よって特定サイズのファイルを作成し、swap -aによってそのファイルをシステムの
スワップ領域に追加します。

demo# mkfile -v 90m /home/swapfile

/home/swapfile 94317840 bytes

demo# /usr/sbin/swap -a /home/swapfile

2.5.3.3 仮想メモリーの制御
最適化レベル -O3以上のレベルで大規模なルーチン (1つの手続きが数千行もの
コードで構成されるルーチン)をコンパイルすると、メモリーがさらに必要になる場
合があり、コンパイル時間のパフォーマンスが低下することもあります。これを制
御するには、1つのプロセスで使用できる仮想メモリーの量を制限します。

shシェルでは、ulimitコマンドを使用します。sh(1)を参照してください。

例:仮想メモリーを 16Mバイトに制限します。

demo$ ulimit -d 16000

cshシェルでは、limitコマンドを使用します。csh(1)を参照してください。

例:仮想メモリーを 16Mバイトに制限します。
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demo% limit datasize 16M

いずれの場合も、オプティマイザは 16Mバイトのデータ領域で最適化を再実行しま
す。

この制限はマシンで利用可能なスワップ領域の総量を超えることはできないの
で、実際は、大規模なコンパイルの進行中であってもマシンを普通に使用できる程
度の小さい値を指定してください。コンパイル処理でスワップ領域の半分以上が使
用されることのないように注意してください。

例: 32Mバイトのスワップ領域のあるマシンでは、次のコマンドを使用します。

shシェルの場合:

demo$ ulimit -d 1600

cshの場合

demo% limit datasize 16M

最適な設定は、最適化のレベルや、利用可能な実メモリーと仮想メモリーの量に
よって異なります。

64ビットの Solaris環境では、アプリケーションデータセグメントのサイズに対する
弱い制限値は 2Gバイトです。データ領域の追加割り当てが必要な場合は、シェルの
limitまたは ulimitコマンドを使用して制限を解除します。

cshの場合:

demo% limit datasize unlimited

sh、kshの場合:

demo$ ulimit -d unlimited

詳細は、『Oracle Solaris 64ビット開発ガイド』を参照してください。

2.6 ユーザー指定のデフォルトオプションファイル
デフォルトのコンパイラオプションファイルによって、ユーザーは別の方法で上書
きされないかぎり、すべてのコンパイルに適用されるデフォルトオプションの
セットを指定できます。たとえば、ファイルによって、すべてのコンパイルのデ
フォルトを —xO2としたり、またはファイル setup.ilを自動的に含めたりするように
指定できます。

コンパイラは起動時に、すべてのコンパイル用に含めるべきデフォルトオプション
の一覧を示すデフォルトオプションファイルを検索します。環境変数
SPRO_DEFAULTS_PATHは、デフォルトファイルを検索するための、コロンで区切られ
たディレクトリの一覧を指定します。
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環境変数が設定されていない場合、標準のデフォルトセットが使用されます。環境
変数が設定されているが空の場合、デフォルトは使用されません。

デフォルトのファイル名は compiler.defaultsの形式である必要があり、ここで、コン
パイラは cc、c89、c99、CC、ftn、または lintのいずれかです。たとえば、Fortran
コンパイラのデフォルトは、ftn.defaultsとなります。

コンパイラ用のデフォルトファイルが SPRO_DEFAULTS_PATHに一覧表示されている
ディレクトリ内で見つかった場合、コンパイラはコマンド行のオプションを処理す
る前に、このファイルを読み込んでオプションを処理します。最初に見つかったデ
フォルトファイルが使用され、検索は終了します。

システム管理者は、システム全体のデフォルトファイルを
Studio-install-path/prod/etc/configに作成することもできます。環境変数が設定され
ている場合、インストールされたデフォルトファイルは読み込まれません。

デフォルトファイルの書式は、コマンド行と類似しています。ファイルの各行に
は、空白で区切られた 1つ以上のコンパイラオプションを含めることができま
す。ワイルドカードや置換などのシェル展開は、デフォルトファイル内のオプ
ションには適用されません。

SPRO_DEFAULTS_PATHの値と、完全に展開されたコマンド行は、—dryrunオプションに
よって生成される詳細出力に表示されます。

ユーザーによってコマンド行で指定されたオプションは、通常、デフォルトファイ
ルから読み取られたオプションを上書きします。たとえば、デフォルトファイルで
は —xO4によるコンパイルを指定し、ユーザーがコマンド行で —xO2を指定した場
合、—xO2が使用されます。

デフォルトオプションファイルに存在する一部のオプションは、コマンド行で指定
されるオプションのあとに付加されます。これらはプリプロセッサオプション
—I、リンカーオプション —B、—L、—R、および —l、およびソースファイル、オブ
ジェクトファイル、アーカイブ、共有オブジェクトなどのすべてのファイル引数で
す。

次は、ユーザー指定のデフォルトコンパイラオプション起動ファイルが使用される
方法の例です。

demo% cat /project/defaults/ftn.defaults

-I/project/src/hdrs —L/project/libs —llibproj —xvpara

demo% setenv SPRO_DEFAULTS_PATH /project/defaults

demo% f95 —c —I/local/hdrs —L/local/libs —lliblocal tst.f

このコマンドは次と同等になります。

f95 -fast —xvpara —c —I/local/hdrs —L/local/libs —lliblocal tst.f \

—I/project/src/hdrs —L/project/libs —llibproj

2.6ユーザー指定のデフォルトオプションファイル
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コンパイラのデフォルトファイルは、プロジェクト全体向けのデフォルトを設定す
るための簡単な方法を提供しますが、診断が困難な問題の原因になる可能性があり
ます。そのような問題を回避するために、環境変数 SPRO_DEFAULTS_PATHを現在の
ディレクトリではなく絶対パスに設定してください。

デフォルトオプションファイルのインタフェースの安定性は不確実です。オプ
ション処理の順序は、将来のリリースで変更されることがあります。

2.6ユーザー指定のデフォルトオプションファイル
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Fortranコンパイラオプション

この章では、f95コンパイラのコマンド行オプションについて説明します。

■ コンパイラオプションフラグに使用する構文の説明: 45ページの「3.1コマンド構
文」

■ 機能別のオプションのまとめ: 47ページの「3.3オプションのまとめ」
■ 各コンパイラオプションフラグに関する詳細リファレンス: 55ページの「3.4オプ
ションリファレンス」

3.1 コマンド構文
コンパイラのコマンド行の構文は次のとおりです。

f95 [options] list_of_files additional_options

角括弧 ([ ])の中の項目は省略可能なパラメータを示します。角括弧自体はコマンド
の一部ではありません。optionsには、先頭にハイフン (-)を付けたオプション
キーワードを指定します。オプションによっては、リスト中の次の項目を引数とし
て取るものがあります。list_of_filesには、ソース、オブジェクトまたはライブラリの
ファイル名を空白で区切って複数指定することができます。また、オプションに
よっては、ソースファイルリストよりもあとに続けて指定しなければならないもの
があります (たとえば、 -B、-l、および -L)。これらのオプションには、そのオプ
ション用の追加ファイルリストが含まれる可能性がありました。
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3.2 オプションの構文
標準のコンパイラオプション形式は次のとおりです。

表 3–1 オプションの構文

構文形式 例

-flag -g

-flagvalue -Dnostep

-flag=value -xunroll=4

-flag value –o outfile

次の表記規則に従って、オプションを説明しています。

表 3–2 オプションの表記規則

記法 意味 例:テキスト/インスタンス

[ ] 角括弧は、省略可能な引数を表します。 -O[n]

-O4, -O

{ } 中括弧は、必須の引数を表します。 -d{y|n}

-dy

| 「パイプ」または「バー」と呼ばれる記号は、そ
の中から 1つだけを選択可能な複数の引数を区切
ります。

-B{dynamic|static}

-Bstatic

: コロンは、コンマ同様に複数の引数を区切るため
に使用されることがあります。

-Rdir[: dir]

-R/local/libs:/U/a

… 省略記号は、連続するものの一部が省略されてい
ることを示します。

-xinline=f1[ ,…fn]

-xinline=alpha,dos

括弧、縦棒、省略符号は、オプションを記述するために使用している記号で、オプ
ション自体の一部ではありません。

オプションの一般的な規則を次に示します。

■ -lxは libx .aライブラリにリンクするためのオプションです。-lxは必ずファイ
ル名リストのあとに指定して、ライブラリの検索順序が保たれるようにしてくだ
さい。

3.2オプションの構文
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■ 通常、コンパイラオプションは左から右の順序で処理されます。このため、マク
ロのオプション (別のオプションを含むオプションも)を意図的に上書きすること
ができます。この規則はリンカーのオプションには適用されません。ただし、オ
プションが同じコマンド行で繰り返される場合は、-I、-L、-Rなどは以前に指定
した値を上書きせずに、順番に処理します。

■ -xhasc[ ={yes|no}]などの複数の選択肢リストの最初の選択肢は、コマンド行に値
なしでオプションのフラグが指定された場合に適用される値です。たとえば
-xhascは -xhasc=yesと指定するのと同じことです。

■ ソースファイル、オブジェクトファイル、およびライブラリは、コマンド行に指
定した順にコンパイルとリンクが行われます。

3.3 オプションのまとめ
この節では、各コンパイラオプションを機能別に分類し、概略を説明します。詳細
は、以降の節のページを参照してください。

SPARCおよび x64/x86プラットフォーム両方ですべてのオプションを使用できないこ
とに注意してください。使用可能かどうかについては、詳細オプションリファレン
スの節で確認してください。

次の表に、f95コンパイラオプションの概略を機能別に示します。この表には、廃止
されたり使用されなくなったりしたオプションフラグは含まれていません。フラグ
によっては、複数の使用目的があるため、複数の個所に記載されているものがあり
ます。

表 3–3 機能別コンパイラオプション

関数 オプションフラグ

コンパイルモード

コンパイルのみ。実行可能ファイルを生成しません。 -c

ドライバが作成するコマンドを表示するが、コンパイル
は行われません。

-dryrun

FORTRAN 77拡張子および互換性をサポートします。 -f77

コンパイル中に作成された一時ファイルを保持します。 -keeptmp

コンパイルされる .modモジュールファイルを記述するた
めのパスを指定します。

-moddir=path

書き込むオブジェクト、ライブラリ、実行可能ファイル
の名前を指定します。

-o <出力ファイル>

コンパイルし、アセンブリコードだけを生成します。 -S

3.3オプションのまとめ
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表 3–3 機能別コンパイラオプション (続き)
関数 オプションフラグ

実行可能プログラムからシンボルテーブルを除外しま
す。

-s

エラーメッセージ以外のコンパイラメッセージを出力し
ません。

-silent

一時ファイルのディレクトリへのパスを定義します。 -temp=path

各コンパイルフェーズの経過時間を示します。 -time

コンパイラおよびそのフェーズのバージョン番号を示し
ます。

-V

冗長メッセージを表示します。 -v

標準外の別名を付ける状況を指定します。 -xalias=list

マルチプロセッサによるコンパイル -xjobs=n

コンパイルされるコード

外部名の末尾に下線を追加/抑制します。 -ext_names=x

インライン化するユーザー関数を指定します。 -inline=list

コンパイル位置独立コードを指定します。 -KPIC/-kpic

特定の数学ライブラリルーチンをインライン化します。 -libmil

STOPで整数のステータス値をシェルに返します。 -stop_status[=yn]

コードアドレス空間を指定します。 -xcode=x

先読み命令を有効にします。 -xprefetch[=x]

オプションのレジスタを指定します。 -xregs=x

デフォルトのデータマッピングを指定します。 -xtypemap=x

データの境界整列

COMMONブロック内のデータの境界整列を指定しま
す。

-aligncommon[=n]

強制的にCOMMONブロックデータの境界整列を行
い、マルチワードのフェッチ/ストアを可能にします。

-dalign

全データを 8バイト境界に強制的に整列させます。 -dbl_align_all

COMMONブロックデータを 8バイト境界に整列させま
す。

-f

3.3オプションのまとめ
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表 3–3 機能別コンパイラオプション (続き)
関数 オプションフラグ

リトルエンディアン式プラットフォームとビッグエン
ディアン式プラットフォーム間のファイルの共有をサ
ポートします。

-xfilebyteorder

メモリーの境界整列と動作を指定します。 -xmemalign[=ab ]

デバッグ

実行時に添字の範囲検査を有効にします。 -C

dbxを使用するデバッグのためにコンパイルします。 -g

未宣言変数の検査を行います。 -u

!$PRAGMA ASSUME表明を確認します。 -xassume_control=check

実行時のスタックオーバーフローを確認します。 -xcheck=stkovf

実行時の taskcommonの整合性検査を有効にします。 -xcommonchk

パフォーマンスアナライザのためにコンパイルします。 -xF

相互参照リストを作成します。 -Xlistx

オブジェクトファイルを使用せずにデバッグ機能を有効
にします。

-xs

診断

非標準の拡張機能を報告します。 -ansi

指定された警告メッセージを抑制します。 -erroff=

エラーメッセージとともにエラータグ名を表示します。 -errtags

コンパイラオプションの要約を表示します。 -flags, -help

コンパイラおよびその構成要素のバージョン番号を示し
ます。

-V

冗長メッセージを表示します。 -v

並列化メッセージを冗長表示します。 -vpara

警告メッセージを表示/抑制します。 -wn

リンクおよびライブラリ

動的/静的ライブラリを許可します/要求します。 -Bx

動的/静的なライブラリのみのリンクを許可します。 -dy, -dn

動的 (共有オブジェクト)ライブラリを作成します。 -G

3.3オプションのまとめ
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表 3–3 機能別コンパイラオプション (続き)
関数 オプションフラグ

動的ライブラリの名前を指定します。 -hname

ディレクトリをライブラリ検索パスに追加します。 -Lpath

libname.aまたは libname.soというライブラリをリンク
します。

-lname

ライブラリ検索パスを実行可能プログラムに組み込みま
せん。

-norunpath

実行時ライブラリの検索パスを実行可能プログラムに組
み込みます。

-Rpath

インクリメンタルリンカー ildを使用不可にします。 -xildoff

最適化数学ライブラリをリンクします。 -xlibmopt

Sunのパフォーマンスライブラリをリンクします。 -xlic_lib=sunperf

リンクエディタのオプションを指定します。 -zx

再配置のない閉じたライブラリを生成します。 -ztext

数値および浮動小数点

非標準の浮動小数点の設定を使用します。 -fnonstd

非標準浮動小数点を選択します。 -fns

入力中に実行時浮動小数点オーバーフロー検査を有効に
します。

-fpover

IEEE浮動小数点丸めモードを選択します。 -fround=r

浮動小数点最適化レベルを選択します。 -fsimple=n

浮動小数点トラップモードを選択します。 -ftrap=t

書式付き入出力のための丸め方法を指定します。 -iorounding=mode

単精度定数を倍精度に変換します。 -r8const

区間演算を有効にし、適切な浮動小数点環境を設定しま
す (-xintervalを含む)。

-xia[=e]

区間演算機能を有効にします。 -xinterval[=e]

最適化とパフォーマンス

ループを解析して、データ依存関係を調べます。 -depend

オプションを一括で指定して最適化します。 -fast

最適化レベルを指定します。 -On

3.3オプションのまとめ
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表 3–3 機能別コンパイラオプション (続き)
関数 オプションフラグ

効率的なキャッシュ使用のためにデータレイアウトをパ
ディングします。

-pad[=p]

局所変数をメモリースタックに割り当てます。 -stackvar

ループ展開を有効にします。 -unroll[=m]

相互手続きの最適化パスを呼び出します。 -xipo[=n]

#pragma OPTに最高レベルの最適化を設定します。 -xmaxopt[=n]

コンパイル後の最適化用にコンパイルします。 -xbinopt=prepare

コンパイラが生成する先読み命令を有効にするか、また
は調整します。

-xprefetch=list

先読み命令の自動生成をコントロールします。 -xprefetch_level=n

パフォーマンスプロファイルデータの生成または使用を
有効にします。

-xprofile=p

メモリーベースのトラップが発生しないであろうと表明
します。

-xsafe=mem

コードサイズが増加する場合は、最適化を行いません。 -xspace

ベクトルライブラリ関数の呼び出しを自動的に作成しま
す。

-xvector[=yn]

並列化

DOループの自動並列化を有効にします。 -autopar

ループの並列化情報を表示します。 -loopinfo

マルチスレッド用にプログラミングされたコードをコン
パイルします。

-mt

OpenMT API指令を受け付け、適切な環境を設定しま
す。

-xopenmp[=keyword]

自動並列化でループ内の縮約操作を認識します。 -reduction

並列化メッセージを冗長表示します。 -vpara

ソースコード

プリプロセッサのシンボルを定義します。 -Dname[=val]

プリプロセッサのシンボルの定義を取り消します。 -Uname

拡張 (132文字)ソース行を受け入れます。 -e

3.3オプションのまとめ
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表 3–3 機能別コンパイラオプション (続き)
関数 オプションフラグ

.F、.F90、および .F95のファイルにプリプロセッサを適
用するが、コンパイルは行いません。

-F

固定形式の Fortran 95ソースを受け付けます。 -fixed

すべてのソースファイルを fppプリプロセッサで先行処
理します。

-fpp

自由形式の Fortran 95ソースを受け付けます。 -free

ファイル検索パスにディレクトリを追加します。 -Ipath

モジュール検索パスにディレクトリを追加します。 -Mpath

大文字と小文字を区別します。 -U

ホレリスを実際の引数の文字として扱います。 -xhasc={yes|no}

使用するプリプロセッサ (cppまたは fpp)を選択しま
す。

-xpp[={fpp|cpp}]

再帰的な副プログラム呼び出しを許可します。 -xrecursive

ターゲットプラットフォーム

32または 64ビットのメモリーモデルを指定します。 -m32 | —m64

オプティマイザにターゲットのプラットフォームを指定
します。

-xarch=a

オプティマイザにターゲットのキャッシュプロパ
ティーを指定します。

-xcache=a

オプティマイザにターゲットのプロセッサを指定しま
す。

-xchip=a

オプティマイザにターゲットのプラットフォームを指定
します。

-xtarget=a

3.3.1 頻繁に利用するオプション
コンパイラには、オプションのコマンド行パラメータによって選択できる機能が数
多くあります。次の表に、頻繁に利用するオプションをまとめてあります。

表 3–4 頻繁に利用するオプション

処理 オプション

デバッグ -大域的にプログラムを検査し、ルーチン間での引数、共通ブ
ロックなどの整合性を調べます。

–Xlist

3.3オプションのまとめ
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表 3–4 頻繁に利用するオプション (続き)
処理 オプション

デバッグ - dbxおよびデバッグ機能を使用するための追加のシンボル
テーブル情報を生成します。

-g

パフォーマンス -実行速度の速い実行可能プログラムを起動します。 –O[n]

パフォーマンス -事前に定義されている一連のオプションを使用し
て、ネイティブプラットフォームのコンパイルと実行時間を生成しま
す。

-fast

動的 (-Bdynamic)または静的 (-Bstatic)ライブラリと結合します。 -Bx

コンパイルのみ -リンクを行わず、ソースファイルごとに .oファイルを
作成します。

-c

出力ファイル -実行可能な出力ファイルの名前を a.outではなく nmに指
定します。

-o nm

ソースコード -固定形式 Fortranソースコードをコンパイルします。 -fixed

3.3.2 マクロフラグ
マクロフラグによっては、別のフラグの組み合わせに展開されるマクロもありま
す。これらのマクロフラグは、ある機能を選択するために、通常一緒に表示される
オプションを簡単に指定できるように提供されるものです。

表 3–5 マクロオプションフラグ

オプションフラグ 展開

-dalign -xmemalign=8s -aligncommon=16

-f -aligncommon=16

-fast 現在の展開内容の詳細は、—fast を参照してください。

-fnonstd -fns -ftrap=common

-xia=widestneed -xinterval=widestneed -ftrap=%none -fns=no -fsimple=0

-xia=strict -xinterval=strict -ftrap=%none -fns=no -fsimple=0

-xtarget -xarch=a -xcache=b -xchip=c

コマンド行でマクロフラグのあとに別のオプションを設定すると、このマクロの展
開内容は上書きまたは追加されます。

3.3オプションのまとめ
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3.3.3 下位互換のための旧オプション
コンパイラの初期リリース、および Fortranの一部旧機能との下位互換のためのオプ
ションを示します。

表 3–6 下位互換性オプション

処理 オプション

ENTRY文に対する実際の引数を保持します。 -arg=local

定数の引数への代入を可能にします。 -copyargs

呼び出し引数リストにおいてホレリス定数を文字または型
なしとして扱います。

-xhasc[={yes|no}]

FORTRAN 77拡張子および規則をサポートします。 -f77

非標準の演算 -非標準の演算を使用可能にします。 -fnonstd

ホストシステムに合わせて最適化を行います。 -native

DOループ -少なくとも 1回は DOループを実行します。 -onetrip

従来の別名を付ける状況を許可します。 -xalias=keywords

移植性のある Fortranプログラムを作成する際には、これらのオプションフラグは使
用しないでください。

3.3.4 旧オプションフラグ
次のオプションは廃止されています。使用しないでください。将来のコンパイラで
は、これらのオプションは削除される予定です。

表 3–7 旧 f95オプション

オプションフラグ 同等なオプションフラグ

-a -xprofile=tcov

-native -xtarget=native

-noqueue ライセンスのキューイング。現在は必要ありません。

-p プロファイリング。-pgまたはパフォーマンスアナライザを
使用してください。

-pic -xcode=pic13

-PIC -xcode=pic32
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表 3–7 旧 f95オプション (続き)
オプションフラグ 同等なオプションフラグ

-silent 無視されます。

-xarch={v7、v8、v8a} —m32を使用してください。

3.4 オプションリファレンス
この節では、すべての f95コンパイラコマンド行オプションフラグについて説明し
ます。これには、さまざまなリスク、制約、警告、相互作用、例、およびその他の
詳細情報も含まれます。

各オプションは、特に付記していないかぎり、SPARCおよび x64/x86プラット
フォームの両方で有効です。SPARCプラットフォームでのみ有効なオプションフラ
グは (SPARC)と付記しています。x64/x86プラットフォームでのみ有効なオプション
フラグは (x86)と付記しています。

(廃止)と付記されているオプションフラグは廃止されているため、使用しないでく
ださい。多くの場合、代わりに使用すべきほかのオプションまたはフラグに置き換
えられています。

3.4.1 –aligncommon[ ={1|2|4| 8|16}]
共通ブロックおよび標準の数値連続型のデータの境界整列を指定します。。

指定された値は、共通ブロックおよび標準数値連続型内のデータ要素の整列の最大
値 (単位はバイト)を示します。

注 –標準数値連続型は、SEQUENCE文と、デフォルトコンポーネントデータ型 ( KIND=
または * sizeを持たない INTEGER、REAL、DOUBLEPRECISION、COMPLEX)のみを含む構造
型です。REAL*8などのほかの型は、型を非標準にします。

たとえば、-aligncommon=4と指定すると、4バイト以上の自然整列サイズを保つ全
データ要素が、4バイト境界に整列します。

このオプションは、指定のサイズより小さい自然整列サイズを保つデータに影響し
ません。

-aligncommonを指定しないと、共通ブロック内のデータおよび数値連続型のデータ
は、多くても 4バイト境界に整列されます。

値を指定せずに -aligncommonだけを指定すると、デフォルトの 1が仮定され、共通
ブロックおよび数値連続型の要素は、すべて 1バイト境界に整列されます。要素間
のパディングは行われません。
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-aligncommon=16は、64ビットが有効ではないプラットフォームにおいて
-aligncommon=8に戻ります。

-aligncommon=1を -xmemalignとともに使用しないでください。これらの指令は衝突
するため、同じプラットフォームや構成でセグメント例外が発生する場合がありま
す。

SPARCプラットフォームで —aligncommon=1を使用すると、不正な整列によるバスエ
ラーが発生する可能性があります。この場合は、—xmemalignオプションの使用を選
択する必要があります。アプリケーションに応じ
て、—xmemalign=1s、—xmemalign=4i、または —xmemalign=8iを指定すると、パ
フォーマンスを最適化するとともに、セグメント例外を回避できます。

—xmemalignも参照してください。

3.4.2 -ansi
標準外の拡張機能を識別します。

ソースコード中で、標準外の Fortranの拡張機能を使用すると、警告メッセージが出
力されます。

3.4.3 -arg=local
ENTRY文に対する実際の引数を保持します。

このオプションを使って代替エントリポイントを持つ副プログラムをコンパイルす
る場合、f95は、copyまたは restoreを使用して、ダミー引数と実際の引数の関連付
けを保持します。

このオプションは、従来の FORTRAN 77プログラムとの互換性のために用意されて
います。このオプションに依存するコードは、標準外です。

3.4.4 -autopar
ループの自動並列化を使用可能にします。

マルチプロセッサで並列処理の対象に適するループを探し、そのループを並列化し
ます。内部反復データに依存するループを解析し、ループを再構築します。最適化
レベルが -O3以上に設定されていない場合は、自動的に -O3に設定されます。

-autoparなどの並列化オプションを使用している場合は、-stackvarオプションも指
定します。-autoparを使用している場合は、-stackvarオプションを使用した方がパ
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フォーマンスが改善される場合があります。これは、オプティマイザが並列化する
機会をより多く検出できるようになるためです。メインスレッドおよびスレーブス
レッドのスタックサイズを設定する方法については、-stackvarオプションの説明を
参照してください。

プログラム中に libthreadスレッドライブラリへの明示的な呼び出しがある場合
は、-autoparは使用しないでください。83ページの「3.4.56 -mt[={ yes|no}]」の注釈
を参照してください。

-autoparオプションは、シングルプロセッサのシステムには適していません。シン
グルプロセッサのシステムでこのオプションを付けてコンパイルを行うと、通常は
実行速度が低下します。

-xautoparコンパイラオプションによって自動的に並列化されるプログラムを実行す
るときは、使用するスレッド数を指定する前に、OMP_NUM_THREADS環境変数を使用し
てください。OMP_NUM_THREADSが設定されない場合、使用されるデフォルトのス
レッド数は 2です。多くのスレッドを使用するには、OMP_NUM_THREADSを高い値に設
定してください。1スレッドのみで実行するには、OMP_NUM_THREADSを 1に設定しま
す。一般的に、OMP_NUM_THREADSは、実行中のシステム上で使用可能な仮想プロ
セッサ数に設定します。これは、Oracle Solarisの psrinfo(1)コマンドを使用して判別
できます。詳細は、『OpenMP APIユーザーズガイド』を参照してください。

-autoparを使用してコンパイルとリンクを一度に行う場合、マルチスレッド処理ラ
イブラリとスレッド対応の Fortran実行時ライブラリが自動的にリンクされま
す。-autoparを使用してコンパイルとリンクを別々に行う場合は、適切なライブラ
リにリンクするために、-autoparを使用してリンクを行う必要があります。

-reductionオプションは、-autoparオプションと組み合わせて使用することもでき
ます。

並列化についての詳細は、『Fortranプログラミングガイド』を参照してくださ
い。明示的にユーザーが制御して並列化を行う場合は、OpenMP指令および
—xopenmp オプションを使用します。

3.4.5 –B{static |dynamic}
動的または静的ライブラリリンクを指定します。

-Bと dynamicまたは staticの間に空白文字を入れないでください。-Bを省略する
と、デフォルトとして -Bdynamicが使用されます。

■ –Bdynamic:動的リンクを優先する (共有ライブラリのリンク)。
■ –Bstatic:静的リンクをする必要がある (共有ライブラリなし)。

次の点にも注意してください。
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■ staticを指定した場合に動的ライブラリしか見つからないと、「library was not
found」(ライブラリがありません)という警告メッセージが出力され、ライブラリ
のリンクは行われません。

■ dynamicを指定した場合に静的ライブラリしか見つからないと、その静的ライブ
ラリとリンクされます。警告メッセージは表示されません。

コマンド行で、-Bstaticと -Bdynamicを切り替えることができます。次のよう
に、-Bstaticと -Bdynamicをコマンド行で切り替えて、何回でもライブラリを静的お
よび動的にリンクすることができます。

f95 prog.f -Bdynamic -lwells -Bstatic -lsurface

これらはローダーおよびリンカーのオプションです。コンパイルコマンドに -Bxオプ
ションを指定してコンパイルとリンクを分けて行う場合は、リンク時にも -Bxオプ
ションを指定する必要があります。

-Bdynamicと -dnの両方をコマンド行に指定することはできません。-dnを指定する
と動的ライブラリのリンクが行われなくなるためです。

64ビットの Solaris環境では、ほとんどのシステムライブラリが共有動的ライブラリ
として単独使用できます。これらのシステムライブラリには、libm.soおよび
libc.soがあります。libm.aと libc.aは提供していません。つまり、64ビットの
Solaris環境で -Bstaticと -dnを指定するとリンクエラーが発生する場合がありま
す。この場合、アプリケーションを動的ライブラリとリンクさせる必要がありま
す。

Fortran実行時システムの静的ライブラリと動的ライブラリを組み合わせて使用する
ことは推奨しません。リンカーエラーが発生したり、データが警告なしに破壊され
たりする可能性があります。必ず、Fortran実行時システムの最新の共有動的ライブ
ラリとリンクさせてください。

静的ライブラリと動的ライブラリについての詳細は、『Fortranプログラミングガイ
ド』を参照してください。

3.4.6 -C
実行時に、配列の添字の範囲および適合性を検査します。

配列の添字が宣言されている範囲を超えると、セグメント例外などの予期しない結
果になる場合があります。-Cオプションはコンパイル時と実行時に、配列の添字に
違反がないかどうかを検査します。-Cは、実行時に、配列の構文が適合しているか
も検査します。

-Cを指定すると、実行可能ファイルのサイズが大きくなる場合があります。
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-Cオプションを使用すると、配列の添字違反はエラーとして扱われます。ソース
コードのコンパイル中に配列添字の範囲違反が検出されると、コンパイルエラーと
して扱われます。

配列添字の違反が実行時だけに検出される場合、コンパイラは実行可能プログラム
の中に範囲を検査するコードを生成します。この結果、実行時間が長くなることが
あります。したがって、プログラムの開発やデバッグを行なっている間にこのオプ
ションを使用して配列添字の検査を有効にしておき、最後に添字検査なしで最終
バージョンの実行可能ファイルを再コンパイルすると効果的です。

3.4.7 -c
コンパイルだけを行い、.oオブジェクトファイルを生成します。リンクは行いませ
ん。

ソースファイルごとに .oファイルを作成します。1つのソースファイルだけをコン
パイルする場合は、-oオプションを使用して、出力先の .oファイルの名前を指定す
ることができます。

3.4.8 -copyargs
定数の引数への代入を可能にします。

定数である仮引数を副プログラムが変更できるようにします。このオプション
は、すでに作成済みのコードのコンパイル時と実行時にエラーが発生しないように
することだけを目的としています。

■ -copyargsを指定しない場合、定数の引数をサブルーチンに渡し、そのサブ
ルーチン内でその定数を変更しようとすると、実行が異常終了します。

■ -copyargsを指定した場合、定数の引数をサブルーチンに渡し、そのサブルーチ
ン内でその定数を変更しようとしても、実行が必ずしも異常終了するとは限りま
せん。

-copyargsを指定しないと異常終了してしまうコードは、Fortran規格に準拠していま
せん。また、このようなコードは予測できない動作をすることがあります。

3.4.9 –Dname[ =def]
プリプロセッサのシンボル nameを定義します。

このオプションは .F、.F90、.F95、および .F03ソースファイルだけに適用します。

-Dname=def nameが値 defを持つものと定義します。

3.4オプションリファレンス

第 3章 • Fortranコンパイラオプション 59



-Dname nameを 1と定義します。

このオプションはコマンド行で nameを、

#define name[= def]

とソースファイルに記述されている場合のように定義します。= defの指定がない
と、シンボル名 nameは値 1として定義されます。マイクロシンボル nameはプリプ
ロセッサ fpp (または cpp。-xppオプションを参照)に渡されて展開されます。

事前定義されたマクロシンボルの前には 2つの下線を付けます。Fortran構文には事
前定義されたマクロの実際の値は使用できません。事前定義されたマクロは、fppか
cppのプリプロセッサ指令内だけで使用してください (初めに付く 2つの下線に注
意)。

■ コンパイラバージョンは _ _SUNPRO_F90および _ _SUNPRO_F95内で (16進で)事前定
義されています。たとえば、_ _SUNPRO_F95は、Oracle Solaris Studio 12.3リリース
の Fortranコンパイラのバージョン 8.6の場合、0x860です。

■ 次のマクロは、該当するシステム上でそれぞれ事前定義されています。

_ _sparc、_ _unix、 _ _sun、_ _SVR4、__i386 、 _ _SunOS_5_10、_ _SunOS_5_11

記号 _ _sparc、_ _sparcv8、および _ _sparcv9は、それぞれの SPARCシステム上
で定義されます。

■ sparc、unix、sunは、下線なしで事前定義されていますが、将来のリリースで削
除される可能性があります。

■ 64ビット x86システムでは、__amd64および __x86_64マクロが定義されていま
す。

.F、.F90、.F95、または .F03ソースファイルを -v詳細オプションでコンパイルする
と、コンパイラによって想定されるプリプロセッサ定義が表示されます。

これらの値は、次のようなプリプロセッサ条件で使用することができます。

#ifdef _ _sparc

f95は、デフォルトで fpp(1)プリプロセッサを使用します。Cプリプロセッサ cpp(1)
と同様に、fppはソースコードマクロを展開して、コードを条件付きでコンパイルす
ることができます。ただし、cppとは異なり、fppは Fortran構文を理解できるの
で、Fortranプリプロセッサとしてはこちらを使用することをお勧めしま
す。-xpp=cppフラグを使用すると、コンパイラは fppではなく cppを使用します。

3.4.10 -dalign
COMMONブロックおよび標準の数値連続型の整列を行い、高速なマルチワードの
ロード/ストアを生成します。
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このフラグを使用すると、COMMONブロック、数値連続型、および
EQUIVALENCEクラスのデータレイアウトが変更されるため、コンパイラは、その
データに対する高速なマルチワードのロード/ストアを生成できるようになります。

データレイアウトは、-fフラグを指定した時と同じようになります。COMMONブ
ロックと EQUIVALENCEクラスの倍精度および 4倍精度のデータが、メモリー内
で「自然に」境界整列されます。これは、8バイトの境界整列になります。なお、64
ビット環境で -m64を指定してコンパイルを行うと、4倍精度のデータは 16バイトに
境界整列されます。COMMONブロック内のデータのデフォルト整列は、4バイトの
境界整列です。コンパイラも自然整列を前提とするため、高速なマルチワードの
ロード/ストアを生成してデータを参照できるようになります。

-dalignを -xtypemap=real:64,double:64,integer:64とともに使用すると、SPARCプ
ロセッサで 64ビット整数変数がダブルワードで境界整列されます。

注 – -dalignを使用すると、データの境界整列が標準に合わなくなる場合がありま
す。これが原因で、EQUIVALENCEや COMMONの変数に問題が生じることがあります。さ
らに、-dalignが必要な場合、移植性のないプログラムになります。

-dalignは、次と同等なマクロです。

SPARCプラットフォームの場合、-xmemalign=8s -aligncommon=16

32ビット x86プラットフォームの場合、-aligncommon=8

64ビット x86プラットフォームの場合、-aligncommon=16

ある 1つの副プログラムに -dalignを付けてコンパイルした場合は、プログラムのす
べての副プログラムに -dalignを付けてコンパイルしてください。このオプションは
-fastオプションに含まれます。

-dalignは、-aligncommonを呼び出すので、標準の数値連続型も影響を受けます。
55ページの「3.4.1 –aligncommon[ ={1|2|4| 8|16}]」を参照してください。

3.4.11 –dbl_align_all[ ={yes|no}]
8バイトの境界上でデータを強制的に整列します。

値には yesまたは noのいずれかを指定します。値が yesの場合、変数はすべて 8バイ
トの境界に整列されます。デフォルトは、-dbl_align_all=noです。

64ビット環境で -m64を使用してコンパイルした場合、4倍精度のデータは 16バイト
境界に整列されます。

このフラグによって、COMMONブロック内のデータレイアウトやユーザー定義の
構造体が変更されることはありません。
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-dalignと併用して、マルチワードのロード/ストアで追加した効率を有効にしま
す。

使用した場合、すべてのルーチンをこのフラグでコンパイルする必要があります。

3.4.12 –depend[ ={yes|no}]
反復間のデータ依存についてループを解析し、ループを再構築します。ループの再
構築には、ループ交換、ループ融合、およびスカラー置換が含まれます。

-dependを指定しない場合、デフォルトは -depend=yesです。-dependを指定して
も、引数を指定しない場合、コンパイラは -depend=yesを使用します。

依存解析をオフにするには、-depend=noでコンパイルします。

-xdependは -dependと同義です。

3.4.13 –dryrun
f95のコマンド行ドライバによって実行されるコマンド群を表示しますが、コンパイ
ルは行いません。

デバッグ時に便利です。このオプションにより、コンパイルを実行するために呼び
出されるコマンドとサブオプションが表示されます。

3.4.14 –d{ y|n}
実行可能ファイル全体に対して、動的ライブラリを使用可能または使用不可にしま
す。

■ –dy:はい、動的/共有ライブラリを使用できます。
■ -dn:いいえ、動的/共有ライブラリを使用できません。

このオプションを指定しない場合は、デフォルトとして -dyが使用されます。

-Bxとは異なり、このオプションは実行可能ファイル全体に適用され、コマンド行で
1回だけ使用します。

-dy|-dnは、ローダーおよびリンカーのオプションです。これらのオプションを付け
てコンパイルとリンクを別々に行う場合は、リンクでも同じオプションを指定する
必要があります。

64ビットの Solaris環境で共有動的ライブラリとしてだけ使用できるシステムライブ
ラリはほとんどありません。これらのシステムライブラリには、libm.soおよび
libc.soがあります。libm.aと libc.aは提供していません。このため、64ビット
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Solarisプラットフォームと 32ビット Solaris x86プラットフォーム、Solaris 10 release以
降の 32ビット Solarisプラットフォームのすべてで、-dnおよび -Bstaticがリンクエ
ラーを引き起こすことがあります。この場合、アプリケーションを動的ライブラリ
とリンクさせる必要があります。

3.4.15 -e
拡張された入力ソース行を受け付けます。

ソース行は、132文字まで拡張できます。コンパイラは 132桁目まで各行の右側を空
白で埋めます。-eオプションを指定してコンパイルする場合に継続行を使用すると
きは、文字定数が複数行にまたがらないようにしてください。複数行にまたがる
と、不必要な空白が定数に挿入されてしまいます。

3.4.16 –erroff[ ={%all|%none| taglist}]
タグ名によって一覧表示された警告メッセージを抑制します。

各タグ名をコンマで区切った並び (taglist)で指定した警告メッセージの表示を抑制し
ます。%allを指定した場合は、すべての警告が抑制されます。これは、 -wオプ
ションを指定するのと同じです。%noneの場合、警告は抑制されません。引数なしで
—erroffを指定した場合は、—erroff=%allを指定するのと同じです。

例:

f95 -erroff=WDECL_LOCAL_NOTUSED ink.f

-errtagsオプションを使用して、警告メッセージに関連付けられているタグ名を表
示します。

3.4.17 –errtags[ ={yes|no}]
メッセージタグが各警告メッセージ付きで表示されます。

-errtags=yesを付けると、コンパイラの内部エラータグ名が警告メッセージととも
に表示されます。-errtagsだけの場合は -errtags=yesと同じです。

デフォルトでは、タグは表示されません (-errtags=no)。

demo% f95 -errtags ink.f

ink.f:

MAIN:

"ink.f", line 11: Warning: local variable "i" never used (WDECL_LOCAL_NOTUSED)
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3.4.18 –errwarn[ ={%all|%none| taglist}]
警告メッセージをエラーとして処理します。

taglistは、エラーとして処理する警告メッセージのコンマ区切りのタグ名リストで
す。%allを指定した場合は、すべての警告メッセージがエラーとして処理されま
す。 %noneの場合、警告メッセージはエラーとして処理されません。

-errtagsも参照してください。

3.4.19 –ext_names= e
外部名に下線を付けるかどうかを指定します。

eには、plain、underscores、または fsecond-underscoreのいずれかを指定しま
す。デフォルトは underscoresです。

-ext_names=plain:下線を付けません。

-ext_names=underscores:下線を付けます。

–ext_names=fsecond-underscore:下線を含む外部名に二重下線を付け、下線を含まな
い外部名に一重下線を付けます。

外部名とは、サブルーチン、関数、ブロックデータ副プログラム、名前付き共通ブ
ロックの名前のことです。このオプションは、ルーチンの入口の名前と、その呼び
出しに使用する名前の両方に影響を与えます。このフラグを使用すると、Fortranの
ルーチンから別のプログラム言語のルーチンを呼び出す、または呼び出しを受ける
ことができます。

fsecond-underscoreは、gfortranとの互換性のために用意されています。

3.4.20 -F
ソースファイルプリプロセッサを呼び出しますが、コンパイルしません。

コマンド行に表示された .F、.F90、.F95、および .F03ソースファイルに fppプリプ
ロセッサを適用し、同じファイル名で拡張子を .f (または .f95、.f03)に変えた
ファイルに結果を書き込みます。ただし、コンパイルは行いません。

例:

f95 -F source.F

このコマンドを実行すると、ソースファイルが source.fに書き込まれます。
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fppは Fortranのデフォルトのプリプロセッサです。Cのプリプロセッサ (cpp)
は、-xpp=cppを指定すると選択されます。

3.4.21 -f
COMMONブロックの倍精度および 4倍精度のデータを境界整列します。

-fは従来のオプションフラグで、-aligncommon=16と同義です。-aligncommonを使用
してください。

COMMONブロック内のデータのデフォルト整列は、4バイトの境界整列です。-fを
使用すると、COMMONブロックと EQUIVALENCEクラスの倍精度および 4倍精度
のデータが、メモリー内で「自然に」境界整列されます。これは、8バイトの境界整
列になります。なお、64ビット環境で -m64を指定してコンパイルを行うと、4倍精
度のデータは 16バイトに境界整列されます。

注 – -fを使用すると、データの境界整列が標準に合わなくなることがあります。これ
が原因で、EQUIVALENCEや COMMONの変数に問題が生じることがあります。さらに、-f

が必要な場合、移植性のないプログラムになります。

-fオプションを指定してプログラムのいずれかの部分をコンパイルする場合は、そ
のプログラムに含まれる副プログラムもすべて -fオプションを指定してコンパイル
する必要があります。

このオプションを単独で使用すると、コンパイラで倍精度および 4倍精度のデータ
に対して高速のマルチワードのフェッチ/ストア命令を生成することはできませ
ん。-dalignオプションがこれを実行し、-fも呼び出します。-fよりも -dalignを使
用することをお勧めします。60ページの「3.4.10 -dalign」を参照してください。こ
れは、-dalignが -fと同様に -fastオプションの一部であるからです。

3.4.22 –f77[= list]
FORTRAN 77互換性モードを選択します。

このオプションフラグによって、Sun WorkShop f77コンパイラが使用可能な言語拡
張機能を含むソースプログラムを含め、従来の FORTRAN 77ソースプログラムの f95

Fortranコンパイラへの移植が可能になります(FORTRAN 77コンパイラは存在しませ
ん)。

listは、次のキーワードから選択された、コンマで区切られたリストです。
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キーワード 意味

%all FORTRAN 77のすべての互換性機能を有効にします。

%none FORTRAN 77のすべての互換性機能を無効にします。

backslash 文字列のバックスラッシュをエスケープシーケンスとして受け入れま
す。

input f77が受け付ける入力書式を許可します。

intrinsics 組み込み関数の認識を FORTRAN 77組み込み関数のみに制限します。

logical 次に示す論理変数の FORTRAN 77での使用法を受け入れます。

-整数値を論理変数に割り当てる -論理条件式の演算式を .TRUE.を表す
.NE.0とともに使用する -関連演算子 .EQ.および .NE.を論理演算子とと
もに使用する

misc その他の f77 FORTRAN 77拡張機能を許可します。

output 並び出力および NAMELIST出力を含む、f77形式の出力を生成します。

subscript 配列添字として整数式以外の表現を許可します。

tab 無制限のソース行の長さを含む、f77形式のTABフォーマットを有効に
します。72文字未満のソース行に対して、空白文字のパディングは行わ
れません。

すべてのキーワードは、no%を前に付けて無効にすることができます。

-f77=%all,no%backslash

-f77が指定されない場合は、デフォルトとして -f77=%noneが使用されます。リスト
なしの -f77は、-f77=%allと同じ意味を持ちます。

例外トラップと -f77:

-f77を指定すると、Fortranのトラップモードが変更されず、-ftrap=commonになりま
す。f95と FORTRAN 77コンパイラは、演算例外トラップの動作が異なりま
す。FORTRAN 77コンパイラは、演算例外が発生したあとでも実行を継続すること
ができます。-f77によるコンパイルでも、プログラムはプログラム終了時に
ieee_retrospectiveを呼び出して、演算例外が発生した場合はそれらの例外をすべ
て報告します。コマンド行の -f77オプションフラグのあとに -ftrap=%noneを指定す
ると、元の FORTRAN 77の動作を真似することができます。

f77の互換性および FORTRAN 77から Fortran 95への移行の詳細は、186ページ
の「4.12言語の混在」を参照してください。

間違った結果を生じさせる可能性がある標準外のプログラミングの問題を処理する
方法については、-xaliasフラグも参照してください。
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3.4.23 -fast
実行パフォーマンスを最適化するオプションを選択します。

注 –このオプションは、リリースごと、またはコンパイラごとに変更されることのあ
るほかのオプションを選択する機能として定義されています。-fastにより選択され
るいくつかのオプションはすべてのプラットフォームで使用できない可能性があり
ます。-fastの展開を表示するには、-dryrunフラグを使用してコンパイルしてくだ
さい。

-fastは、特定のベンチマークアプリケーションのパフォーマンスを引き上げま
す。しかし、オプションによっては、アプリケーションで使用できない場合があり
ます。-fastを使用して、最大のパフォーマンスを得るためにアプリケーションをコ
ンパイルしてください。しかし、さらに調整が必要な場合があります。-fastを指定
してコンパイルしたプログラムが正しく動作しない場合、-fastを形成している
個々のオプションを調査して、プログラムを正しく動作させるオプションだけを呼
び出してください。

また、-fastでコンパイルされたプログラムは、使用するデータセットにより、高い
パフォーマンスと正確な結果を実現できないことがあります。浮動小数点演算の特
定プロパティーに依存しているプログラムは、-fastを使用してコンパイルしないで
ください。

-fastで選択されたオプションの一部は暗黙的にリンクするため、コンパイルとリン
クを別々に行う場合は、リンク時も必ず -fastを指定してください。

-fastでは次のオプションが選択されます。

■ -xtarget=nativeハードウェアターゲット。
コンパイルを行うのとは異なるマシンでプログラムを実行する場合は、-fastの
あとにコード生成オプションを付けます。例: f95 -fast -xtarget=ultraT2 ...

■ -O5最適化レベルオプション。
■ -dependオプションは、データの依存関係と再構築についてループを解析しま
す。(このオプションは最適化レベル -xO3以上でコンパイルすると、常に有効に
なります。)

■ システムが提供するインライン展開テンプレート用の -libmilオプション。
例外処理を使用するCモジュールでは、-fastのあとに -nolibmil (-fast
-nolibmilのように)を付けます。-libmilを使うと errnoの設定や、matherr(3m)
の呼び出しによって、例外を検出することができなくなります。

■ 積極的に浮動小数点を最適化しようとする -fsimple=2オプション。
厳密に IEEE 754標準に準拠する必要がある場合は -fsimple=2は適していません。
73ページの「3.4.34 –fsimple[ ={1|2|0}]」を参照してください。
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■ 共通ブロックの倍および 4倍データ用に倍長ロードとストアを生成する -dalign

オプション。このオプションを使用すると、標準外の形式で共通ブロックの
Fortranデータの境界整列が行われる可能性があります。

■ -xlibmoptオプションは、最適化された数学ライブラリルーチンを選択します。
■ -pad=localは、キャッシュの利用率を改善するために、適宜共通ブロック内の変
数の間にパディングを挿入します。(SPARC)

■ -xvector=libは、DOループ内のある特定の数学ライブラリ呼び出しを、同等の
ベクトル化されたライブラリルーチンの単一呼び出しに変換します。(SPARC)

■ –fnsは、標準外の浮動小数点演算の例外ハンドリングおよび段階的アンダーフ
ローを選択します。70ページの「3.4.28 –fns[ ={yes| no}]」を参照してくださ
い。

■ —xvectorおよび —xlibmoptで必要なため、-fround=nearestが選択されま
す。(Solaris)

■ 共通の浮動小数点例外のトラッピング -ftrap=commonは、f95で有効です。
■ -nofstoreは、式の精度を強制的に結果の精度にする設定を取り消します。(x86)
■ x86で -xregs=frameptrを使用すると、コンパイラは汎用レジスタとしてフレーム
ポインタレジスタを使用できます。特にC、C++、Fortranが混在するソース
コードをコンパイルする場合は、詳細について —xregs=frameptrの説明を参照し
てください。-fastのあとに -xregs=no%frameptrを指定すると、フレームポイン
タレジスタは通常の用途でのレジスタとして使用されません。(x86)

次に示すように、-fastオプションのあとに別のオプションを付けて、このリストに
追加したり削除したりできます。

f95 -fast -fsimple=1 -xnolibmopt ...

この例では、-fastで選択された -fsimple=2の指定を変更し、-xlibmoptを無効にし
ています。

-fastは -dalign、-fns、-fsimple=2を呼び出すため、-fastでコンパイルされたプロ
グラムは、標準外の浮動小数点演算、標準外のデータ整列、および標準外の式評価
の配列を招くことがあります。これらの選択オプションは、ほとんどのプログラム
に適していない可能性があります。

-fastフラグで選択する一連のオプションは、コンパイラのリリースによって変更さ
れることがあります。-dryrunを指定してコンパイラを呼び出すと、-fastの展開値
が表示されます。

<sparc>%f95 -dryrun -fast |& grep ###

### command line files and options (expanded):

### -dryrun -xO5 -xarch=sparcvis2 -xcache=64/32/4:1024/64/4

-xchip=ultra3i -xdepend=yes -xpad=local -xvector=lib

-dalign -fsimple=2 -fns=yes -ftrap=common -xlibmil

-xlibmopt -fround=nearest
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3.4.24 -fixed
固定形式の Fortran 95ソース入力ファイルを指定します。

コマンド行に指定するソースファイルはすべて、ファイル名の拡張子に関係なく固
定形式として解釈されます。通常、f95は .fのファイルだけを固定形式として解釈
し、.f95ファイルを自由形式として解釈します。

3.4.25 –flags
-helpと同義です。

3.4.26 –fma={ none|fused}
(SPARC)浮動小数点演算、融合演算、積和演算命令の自動生成を有効にしま
す。-fma=noneは、これらの命令の生成を無効にします。-fma=fusedは、コンパイラ
が浮動小数点演算、融合演算、積和演算命令を使用して、コードのパフォーマンス
を改善する機会を見つけようとすることを許可します。デフォルトは -fma=noneで
す。

融合した積和演算命令を生成するには、コンパイラに対して -xarch=sparcfmafおよ
び最適化レベルが -xO2以上に設定されていることが最低限必要です。融合した積和
演算命令が生成された場合は、これらの命令をサポートしていないプラット
フォームでプログラムが実行されないように、コンパイラはバイナリプログラムに
マークを付けます。

積和演算 (FMA)により、積と和 (乗算と加算)の間で中間の丸め手順が排除されま
す。その結果、-fma=fusedを指定してコンパイルしたプログラムは、精度は減少で
はなく増加する傾向にありますが、異なる結果になることがあります。

3.4.27 -fnonstd
浮動小数点算術ハードウェアの非標準の初期化を行います。

このオプションは、次のオプションフラグを組み合わせたマクロです。

–fns -ftrap=common

-fnonstdを指定することは、Fortran主プログラムの先頭で次の 2つの呼び出しを行
うのとほぼ同じです。

i=ieee_handler("set", "common", SIGFPE_ABORT)

call nonstandard_arithmetic()
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nonstandard_arithmetic()ルーチンは、旧式の abrupt_underflow()ルーチンの代わり
です。

このオプションを有効にするには、主プログラム全体にこのオプションを付けてコ
ンパイルする必要があります。

このオプションを使用すると、浮動小数点ハードウェアが初期化されて次の処理が
実行されます。

■ 浮動小数点例外で異常終了 (トラップ)します。
■ 速度が改善する場合には、アンダーフローのフラッシュ時に、IEEE規格の要求し
ているような非正規数ではなく、ゼロを生成します。

段階的アンダーフローおよび非正規数についての詳細は、-fnsを参照してくださ
い。

-fnonstdオプションは、浮動小数点オーバーフロー、ゼロによる除算、無効な演算
などの例外処理のためのハードウェアトラップを可能にします。これらのハード
ウェアトラップは SIGFPEシグナルに変換され、プログラムに SIGFPEハンドラがな
ければメモリーダンプして終了します。

詳細は、ieee_handler(3m)と ieee_functions(3m)のマニュアルページ、『数値計算
ガイド』、および『Fortranプログラミングガイド』を参照してください。

3.4.28 –fns[ ={yes| no}]
非標準の浮動小数点モードを選択します。

デフォルトは標準の浮動小数点モード (-fns=no)です。『Fortranプログラミングガイ
ド』の「浮動小数点演算」の章を参照してください。

-fastなどの -fnsフラグが含まれるマクロフラグのあとに =yesまたは =noオプ
ションを使用して -fnsフラグを切り替えることができます。値を指定しない場合、
-fnsは、-fns=yesと同じです。

このオプションフラグは、プログラムの実行開始時に、非標準の浮動小数点モード
を有効にします。SPARCプラットフォームで非標準の浮動小数点モードを指定する
と、「段階的アンダーフロー」が無効になります。つまり、小さな結果は、非正規
数にはならず、ゼロに切り捨てられます。さらに、このモードでは、非正規のオペ
ランドが報告なしにゼロに置き換えられます。このような SPARCシステムで
は、ハードウェアの段階的アンダーフローや非正規数がサポートされておらず、こ
のオプションを使用するとプログラムのパフォーマンスを著しく改善することがで
きます。

xが完全なアンダーフローの原因にならない場合、|x|が次の範囲にある数であると
きにのみ、xは非正規数になります。
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表 3–8 非正規数REALとDOUBLE

データの種類 範囲

REAL 0.0 < |x| < 1.17549435e-38

DOUBLE PRECISION 0.0 < |x| < 2.22507385072014e-308

非正規数に関する詳細は、『数値計算ガイド』を参照してください。また、このオ
プションおよび関連するオプションについては『Fortranプログラミングガイ
ド』の「浮動小数点演算」の章を参照してください。(演算によっては、「非正規
数」を表すのに「指数が最小の非正規化数」という用語を使用している場合があり
ます)。

デフォルトでは、浮動小数点は標準の設定に初期化されます。

■ IEEE 754浮動小数点演算は、例外時に異常終了しません。
■ アンダーフローは段階的です。

x86プラットフォームの場合、このオプションは Pentium IIIおよび Pentium 4プロ
セッサ (sseまたは sse2命令セット)でのみ有効です。

x86では、-fnsは SSE flush-to-zeroモードを選択します。利用可能な場合に
は、denormals-are-zeroモードが選択されます。このフラグは、非正規数の結果をゼ
ロに切り捨てます。また、利用可能な場合には、非正規数オペランドもゼロとして
扱われます。このフラグは、SSEまたは SSE2命令セットを利用しない従来の x87浮
動小数点演算には影響しません。

このオプションを有効にするには、主プログラム全体にこのオプションを付けてコ
ンパイルする必要があります。

3.4.29 –fpover[ ={yes|no}]
書式付きの入力で浮動小数点オーバーフローを検出します。

-fpover=yesを指定すると、入出力ライブラリは書式付きの入力で実行時浮動小数点
オーバーフローを検出し、エラー条件 (1031)を返します。デフォルトでは、このよ
うなオーバーフローの検出は行いません (–fpover=no )。値を指定しない場
合、-fpoverは -fpover=yesと同等です。—ftrapとともに使用すると、完全な診断情
報が表示されます。

3.4.30 –fpp
fppを使用して、入力の前処理を強制的に行います。
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ファイルの拡張子に関係なく、f95コマンド行にリストされた全入力ソースファイル
を fppプリプロセッサに渡します。通常、fppによって自動的に先行処理される
ファイルは、拡張子が .F、.F90、または .F95のファイルのみです。140ページ
の「3.4.152 –xpp={ fpp|cpp}」も参照してください。

3.4.31 –fprecision={ single|double|extended}
(x86)非標準の浮動小数点丸め精度モードを初期設定します。

x86プラットフォームで、浮動小数点精度モードを single、double、extendedのいず
れかに設定します。

singleか doubleの場合、丸め精度モードは、プログラムの実行が始まるときに、そ
れぞれ単精度、倍精度に設定されます。extendedか、-fprecisionが指定されな
かった場合のデフォルトでは、丸め精度モードは拡張精度に初期設定されます。

このオプションは、x86システムでメインプログラムのコンパイル時に使用する場合
にのみ有効で、64ビット (-m64)または SSE2対応 (-xarch=sse2)プロセッサでコンパ
イルする場合は無視されます。SPARCシステムでも無視されます。

3.4.32 -free
自由形式のソース入力ファイルを指定します。

コマンド行で指定したソースファイルはすべて、ファイル名の拡張子を問わず、f95

自由形式と解釈されます。通常、f95は .fのファイルだけを固定形式として解釈
し、.f95ファイルを自由形式として解釈します。

3.4.33 –fround={ nearest|tozero|negative| positive}
起動時に IEEEの丸めモードを有効にします。

デフォルトは -fround=nearestです。

このオプションを有効にするには、主プログラム全体にこのオプションを付けてコ
ンパイルする必要があります。

このオプションは、次に示す IEEE 754丸めモードを設定します。

■ 定数式の評価時にコンパイラによって使用されます。
■ 実行時のプログラム初期化中に設定されます。

値が tozero、negative、または positiveの場合、プログラムの実行開始時に、オプ
ションは丸め方向を round-to-zero、round-to-negative-infinity、または
round-to-positive-infinityにそれぞれ設定します。-froundを指定しない場合は、デ
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フォルトで -fround=nearestが使用され、丸め方向は round-to-nearestになります。こ
のオプションの意味は ieee_flags関数の場合と同じです。『Fortranプログラミング
ガイド』の「浮動小数点演算」の章を参照してください。

3.4.34 –fsimple[ ={1|2|0}]
浮動小数点最適化の設定を選択します。

オプティマイザが浮動小数点演算に関する前提を単純化できるようにしま
す。『Fortranプログラミングガイド』の「浮動小数点演算」の章を参照してくださ
い。

一貫した結果を得るには、プログラム中のすべての副プログラムを同じ -fsimpleオ
プションを付けてコンパイルする必要があります。

デフォルトは次のとおりです。

■ -fsimpleフラグが指定されていない場合、コンパイラは -fsimple=0とみなしま
す。

■ 値なしで -fsimpleが指定されている場合、コンパイラは -fsimple=1を使用しま
す。

別の浮動小数点単純化レベルは次のとおりです。

-fsimple=0 仮定の設定を許可しません。IEEE 754に厳密に準拠します。

-fsimple=1 若干の単純化を認めます。生成されるコードは IEEE 754に厳密には準
拠していませんが、大半のプログラムの数値結果は変わりありませ
ん。

-fsimple=1の場合、次に示す内容を前提とした最適化が行われます。
■ IEEE 754のデフォルトの丸めとトラップモードが、プロセスの初
期化以後も変わらない。

■ 浮動小数点例外以外には、目に見える結果が生じない演算は削除
できる。

■ 演算対象として無限または非数を伴う演算において、非数を結果
に反映させる必要はない。たとえば、x*0は 0で置き換えてよい。

■ 演算がゼロの符号に応じて変化することはない。

-fsimple=1を指定すると、オプティマイザは必ず丸めまたは例外に応
じた、完全な最適化を行います。特に、浮動小数点演算を、実行時に
一定に保たれる丸めモードにおいて異なる結果を生成する浮動小数点
演算と置き換えることはできません。
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-fsimple=2 —fsimple=1に加えて、積極的な浮動小数点の最適化を許可します。こ
のため、一部のプログラムは、数式の評価方法の変更が原因で、異な
る数値結果を出すことがあります。特に、Fortranの標準規則は、部
分式の明示的な括弧を重視して式の評価の配列を制御するた
め、-fsimple=2によって違反が生じることがあります。その結
果、Fortranの規則に依存するプログラムにおいて、数値の丸めに差
異が生じる可能性があります。

たとえば、-fsimple=2を使用すると、コンパイラは C-(A-B)を
(C-A)+Bとして評価するため、最終的なコードがより良好に最適化さ
れている場合、明示的な括弧について標準規則の違反が生じます。ま
た、コンパイラは、x/yの反復演算を x*zで置き換えることがありま
す。この場合、z=1/yが 1回だけ計算されて一時的に保存されるた
め、コストのかかる割り算が除去されます。

浮動小数点演算の特定プロパティーに依存するプログラム
は、-fsimple=2でコンパイルしないでください。

ただし、-fsimple=2を指定していても、-fsimple=2を指定しなければ
発生しない浮動小数点例外をプログラムに発生させるような最適化は
できません。

-fastは -fsimple=2を選択します。

3.4.35 –fstore
(x86)、浮動小数点式の精度を強制的に設定します。

代入文の場合、このオプションはあらゆる浮動小数点式を強制的に代入先の変数の
精度にします。これはデフォルト値です。ただし、-fastオプションには、このオプ
ションを無効にする -nofstoreが含まれています。再びこのオプションを有効にする
には、-fastのあとに -fstoreを続けてください。

3.4.36 –ftrap= t
起動時に有効になる浮動小数点のトラップモードを設定します。

tには、次の 1つまたは複数の項目をコンマで区切って指定します。

%all、%none、common、[no%]invalid、[no%]overflow、[no%]underflow、[no%

]division、[no%]inexact。

-ftrap=commonは、-ftrap=invalid,overflow,divisionのマクロです。

3.4オプションリファレンス

Oracle Solaris Studio 12.3: Fortranユーザーズガイド • 2011年 12月74



f95のデフォルトは -ftrap=commonです。これは、CおよびC++コンパイラのデ
フォルト (-ftrap=none)と異なります。

起動時に IEEE 745のトラップモードを有効にします。ただし、SIGFPEハンドラは組
み込まれません。トラップの設定と SIGFPEハンドラの組み込みを同時に行うに
は、ieee_handler(3M)か fex_set_handling(3M)を使用します。複数の値を指定する
と、それらの値は左から右に処理されます。共通の例外とは、演算不可能、ゼロに
よる除算、およびオーバーフローと定義されています。

例: -ftrap=%all,no%inexactは、inexactを除くすべての例外に対して、トラップを設
定するという意味です。

次の点を除いて、-ftrap=tの意味は ieee_flags()と同じです。

■ %allは、全トラップモードをオンにし、予期している例外にも予期していない例
外にもトラップを発生させます。この代わりに commonを使用してください。

■ %noneは、すべてのトラップモードをオフにします。
■ 先頭に付いている no%はそのトラップモードをオフにします。

このオプションを有効にするには、主プログラム全体にこのオプションを付けてコ
ンパイルする必要があります。

詳細は、『Fortranプログラミングガイド』の「浮動小数点演算」の章を参照してく
ださい。

3.4.37 -G
実行可能ファイルの代わりに、動的共有ライブラリを構築します。

このオプションは、動的共有ライブラリを構築するようリンカーに指示します。-G

を指定しないと、リンカーは実行可能ファイルを構築します。-Gを指定すると、動
的ライブラリを構築します。出力ファイル名を指定するには、-Gオプションととも
に -oオプションを使用します。詳細は、『 Fortranプログラミングガイド』の「ラ
イブラリ」の章を参照してください。

3.4.38 -g
デバッグとパフォーマンス分析のためにコンパイルします。

dbx(1)デバッグユーティリティーによるデバッグ、およびパフォーマンスアナライザ
によるパフォーマンス分析のために、シンボルテーブル情報を生成します。
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-gの指定がなくてもある程度のデバッグはできますが、dbxとデバッガのすべての機
能を使用するには、-gを付けてコンパイルする必要があります。

-gとともに指定した、ほかのオプションの機能の一部が制限される場合がありま
す。詳細は、『dbxコマンドによるデバッグ』を参照してください。

パフォーマンスアナライザの機能を最大限に利用するには、-gオプションを指定し
てコンパイルします。一部のパフォーマンス分析機能は -gを必要としませんが、注
釈付きのソースコード、一部の関数レベルの情報、およびコンパイラの注釈
メッセージを確認するには、-gでコンパイルする必要があります。詳細
は、analyzer(1)マニュアルページおよびマニュアル『Solaris Studioパフォーマンス
アナライザ』を参照してください。

-gで生成される注釈メッセージは、プログラムのコンパイル時にコンパイラの実行
した最適化と変換について説明します。これらのメッセージは、ソースコードに挿
入されているため、er_src(1)コマンドで表示できます。

注釈メッセージは、コンパイラが実際に最適化を実行した場合に限り表示されま
す。-xO4、-fastなどを使用して高度な最適化レベルを要求すると、注釈メッセージ
の表示される可能性が高くなります。

3.4.39 –hname
生成する動的共有ライブラリの名前を指定します。

このオプションはリンカーに渡されます。詳細は、Oracle Solarisの『リンカーとライ
ブラリガイド』および『Fortranプログラミングガイド』の「ライブラリ」の章を参
照してください。

-hnameオプションにより、作成される共有動的ライブラリに、ライブラリの内部名
として nameという名前が記録されます。-hと nameの間には空白文字があってもな
くてもかまいません (ライブラリ名が elpの場合を除く。この場合、空白が必要とな
る)。通常、nameには -oのあとに指定する名前と同じものを指定してください。-G

を指定せずにこのオプションを使用しても意味がありません。

-hnameオプションを省略すると、ライブラリファイルに内部名は記録されません。

ライブラリに内部名がある場合、このライブラリを引用する実行可能プログラムを
実行するときは、実行時リンカーはあらゆるパスを検索して、同じ内部名を持つラ
イブラリを探します。内部名を指定しておくと、実行時リンクの際に行うライブラ
リの検索が、より柔軟になります。このオプションは、共有ライブラリの
バージョンを指定する場合にも使用できます。

共有ライブラリの内部名がない場合、リンカーは代わりに共有ライブラリファイル
の特定のパスを使用します。
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3.4.40 –help
コンパイルオプションの一覧を表示します。

122ページの「3.4.118 –xhelp=flags」も参照してください。

3.4.41 –Ipath
INCLUDEファイルの検索パスに pathを追加します。

INCLUDEファイルの検索パスの先頭に、ディレクトリパス pathを挿入します。-Iと
pathの間に空白があってもかまいません。無効なディレクトリを指定した場合に
は、警告メッセージが表示されずに無視されます。

「インクルードファイルの検索パス」とは、INCLUDEファイルを探すために使用する
ディレクトリのリストです。インクルードファイルとは、プリプロセッサ指令
#include、または Fortranの INCLUDE文に指定するファイルです。

検索パスは、MODULEファイルの検索にも使用されます。

例: /usr/app/includeで INCLUDEファイルを検索するには、次のようにします。

demo% f95 -I/usr/app/include growth.F

コマンド行で複数回 -IIpathオプションを指定することができます。各オプションを
指定するごとに、検索パスリストの先頭に最初に検索するパスとして追加されま
す。

INCLUDE文または #include指令の相対パス名は次の順序で検索されます。

1. ソースファイルがあるディレクトリ
2. -Iオプションで指定したディレクトリ
3. コンパイラのデフォルトの内部リストにあるディレクトリ
4. /usr/include/

プリプロセッサを呼び出すには、.F、.F90、.F95、または .F03の拡張子付きの
ソースファイルをコンパイルする必要があります。

3.4.42 -i8
-i8オプションはありません。

このコンパイラで 8バイト INTEGERを指定するには、—xtypemap=integer:64を使用し
ます。
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3.4.43 –inline=[ %auto][[,][no%] f1,…[no%]fn]
指定のルーチンのインライン化を有効または無効にします。

関数およびサブルーチン名のコンマ区切りのリストに指定されたユーザー作成の
ルーチンをインライン化するようオプティマイザに要求します。ルーチン名に no%

という接頭辞を付けると、そのルーチンのインライン化が無効になります。

インライン化とは最適化の手法の 1つで、CALLや関数呼び出しなどの副プログラムの
引用を、実際の副プログラムコードに効果的に置き換えます。インライン機能を有
効にすると、オプティマイザが効率的なコードを生成できる機会が増えます。

%autoを指定すると、最適化レベル -O4または -O5での自動インライン化が有効にな
ります。-inlineで明示的なインライン化が指定されている場合、通常、これらの最
適化レベルでの自動インライン化は無効になります。

関数や %autoを指定せずに -xinline=を指定した場合、ソースファイル中のルーチン
はいずれもインライン化されません。

例:ルーチン xbar、zbar、vpointをインライン化します。

demo% f95 -O3 -inline=xbar,zbar,vpoint *.f

このオプションを使用するための条件は次のとおりです。ただし、条件が満たされ
ていなくても、警告メッセージは出力されません。

■ 最適化レベルが -O3以上に設定されている。
■ ルーチンのソースがコンパイルされているファイル中にある。ただし、-xipoま
たは -xcrossfileが指定されている場合を除く。

■ コンパイラは、実際にインライン化した結果が安全で効果があるかどうかを判断
する。

-inlineを -O4とともに指定すると、コンパイラが通常実行する自動インライン化機
能が使用できなくなります (%autoも指定した場合は除く)。なお、-O4を指定する
と、コンパイラは通常、ユーザー作成の適切なサブルーチンや関数をすべてインラ
イン化しようとします。-O4に -inlineを追加すると、オプティマイザはリスト中に
あるルーチンに限ってインライン化を行うため、実際にはパフォーマンスが低下し
ます。この場合、%autoサブオプションを使用して、-O4および -O5で自動インライ
ン化を有効にします。

demo% f95 -O4 -inline=%auto,no%zpoint *.f

前述の例では、-O4の自動インライン化を有効にしながら、コンパイラが試みる
zpoint()ルーチンのインライン化を無効にしています。
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3.4.44 –iorounding[ ={compatible|processor-defined}]
書式付き入出力の浮動小数点の丸めモードを設定します。

すべての書式付き入出力操作の ROUND=指示子を広域的に設定します。

-iorounding=compatibleと指定する場合は、データ変換によって得られる値は、2つ
のもっとも近い表示値のうち、より近い方の表示値になります。値が表示値の
ちょうど中間である場合は、0から離れている方の表示値になります。

-iorounding=processor-definedを指定する場合は、丸めモードは、プロセッサのデ
フォルトのモードです。-ioroundingが指定されない場合は、これがデフォルトにな
ります。

3.4.45 -keeptmp
コンパイル中に作成された一時ファイルを保持します。

3.4.46 -Kpic
(廃止) -picと同義です。

3.4.47 –KPIC
(廃止) -PICと同義です。

3.4.48 –Lpath
ライブラリ検索ディレクトリパスのリストに pathを追加します。

オブジェクトライブラリの検索ディレクトリのリストの先頭にディレクトリ pathを
追加します。-Lと pathの間の空白文字はあってもなくてもかまいません。このオプ
ションはリンカーに渡されます。80ページの「3.4.49 -lx」も参照してください。

ld(1)は、実行可能ファイルを生成しながら、pathでアーカイブライブラリ (.a
ファイル)と共有ライブラリ (.soファイル)を探します。ldはまず pathを検索してか
ら、デフォルトのディレクトリを探します。ライブラリの検索順序に関する詳細
は、『Fortranプログラミングガイド』の「ライブラリ」の章を参照してくださ
い。LD_LIBRARY_PATHおよび -Lpathの相対的な順序については、ld(1)を参照してく
ださい。
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注 – -L pathを使用して /usr/libまたは /usr/ccs/libを指定すると、バンドルされていな
い libmはリンクされなくなります。これらのディレクトリはデフォルトで検索され
ます。

例: -Lpathを使用して、ライブラリを検索するディレクトリを指定します。

demo% f95 -L./dir1 -L./dir2 any.f

3.4.49 -lx
リンカー検索ライブラリのリストに、ライブラリ libx.aを追加します。

-lxをリンカーに渡して、ldが未解決の参照を検索するためのライブラリを追加指定
します。ldは、オブジェクトライブラリ libxをリンクします。共有ライブラリ
libx.soが使用できる場合 (-Bstaticまたは -dnが指定されていない場合)、ldはこれ
を使用します。そうでなければ、ldは静的ライブラリ libx .aを使用します。共有ラ
イブラリを使用する場合は、名前は a.outに組み込まれます。-lと xの間には、空白
文字を入れないでください。

例:ライブラリ libVZYをリンクします。

demo% f95 any.f -lVZY

複数のライブラリとリンクするには、-lxを再度使用してください。

例:ライブラリ libyと libzをリンクします。

demo% f95 any.f -ly -lz

ライブラリの検索パス、および検索順序については、『Fortranプログラミングガイ
ド』の「ライブラリ」の章を参照してください。

3.4.50 -libmil
最適化として libmライブラリルーチンをインライン化します。

一部の libmライブラリルーチンには、インラインテンプレートがあります。このオ
プションを指定すると、これらのテンプレートが選択され、現在選択されている浮
動小数点オプションとプラットフォームに対してもっとも高速な実行可能コードが
生成されます。
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詳細は、libm_single(3F)および libm_double(3F)のマニュアルページを参照してくだ
さい。

3.4.51 -library=sunperf
Oracle Solaris Studio提供のパフォーマンスライブラリにリンクします。(『Sun
Performance Library User’s Guide』を参照)。

3.4.52 –loopinfo
ループの並列化結果を表示します。

–autopar オプションで並列化されたループと並列化されなかったループを表示しま
す。

-loopinfoにより、標準エラーに次のメッセージリストが出力されます。

demo% f95 -c -fast -autopar -loopinfo shalow.f

...

"shalow.f", line 172: PARALLELIZED, and serial version generated

"shalow.f", line 173: not parallelized, not profitable

"shalow.f", line 181: PARALLELIZED, fused

"shalow.f", line 182: not parallelized, not profitable

...

...etc

3.4.53 –Mpath
MODULEディレクトリ、アーカイブ、またはファイルを指定します。

現在のコンパイルで参照されている Fortranモジュールの検索で、指定されたパスを
調べます。現在のディレクトリのほかに、このパスが調べられます。

pathには、ディレクトリ、.aアーカイブファイル (プリコンパイル済みモジュール
ファイルの場合)、または .modプリコンパイル済みモジュールファイルを指定できま
す。コンパイラは、ファイルの内容を検査してファイルの種類を判定します。

.aアーカイブファイルは、-Mオプションフラグで、モジュールが検索されることが
明示的に指定される必要があります。デフォルトでは、コンパイラはアーカイブ
ファイルを検索しません。

USE文にある MODULE名と同じ名前の .modファイルのみが検索されます。たとえば USE

ME文があると、コンパイラは me.modモジュールファイルのみ検索します。
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検索時には、モジュールファイルの書き込み先のディレクトリが優先されます。こ
れは、-moddirコンパイラオプションか MODDIR環境変数で制御します。どちらも指定
されていない場合は、現在のディレクトリがデフォルトの書き込み先ディレクトリ
になります。両方とも指定されている場合、-moddirフラグで指定されているパスが
書き込み先ディレクトリになります。

これは、-Mフラグのみが表示されている場合は、-Mフラグに指定されているすべて
のオブジェクトの前に現在のディレクトリでモジュール検索が行われることを意味
します。以前のリリースの動作をエミュレートするには、次を使用します。

-moddir=empty-dir -Mdir -M

ここで empty-dirは空のディレクトリへのパスです。

検索対象の場所でファイルが見つからない場合は、—I pathで指定されたディレクト
リでモジュールファイルが検索されます。

-Mとパスの間に空白文字を入れてもかまいません。たとえば、-M

/home/siri/PK15/Modulesのようにします。

Solarisで、アーカイブやモジュールファイル以外の通常ファイルをパスに指定した
場合は、コンパイラは ldオプションをリンカーに渡し、リンカーマップファイルと
してファイルを処理します。これはCおよびC++コンパイラと同様の便利な機能で
す。

Fortranモジュールについての詳細は、183ページの「4.9モジュールファイル」を参
照してください。

3.4.54 –m32 | –m64
コンパイルされたバイナリオブジェクトのメモリーモデルを指定します。

32ビット実行可能ファイルおよび共有ライブラリを作成するには、-m32を使用しま
す。64ビット実行可能ファイルおよび共有ライブラリを作成するには、-m64を使用
します。

ILP32メモリーモデル (32ビット int、long、ポインタデータ型)は 64ビット対応では
ないすべての Solarisプラットフォームおよび Linuxプラットフォームのデフォルトで
す。LP64メモリーモデル (64ビット long、ポインタデータ型)は 64ビット対応の
Linuxプラットフォームのデフォルトです。-m64は、LP64モデルが使用可能なプ
ラットフォームでのみ許可されます。

-m32でコンパイルされたオブジェクトファイルまたはライブラリは、-m64でコンパ
イルされたオブジェクトファイルまたはライブラリとリンクできません。
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x64プラットフォームで大量の静的データを持つアプリケーションを -m64を使用し
てコンパイルするときは、-xmodel=mediumも必要になることがあります。

一部の Linuxプラットフォームは、ミディアムモデルをサポートしていません。

旧バージョンのコンパイラでは、-xarchで命令セットを選択することで、メモ
リーモデルの ILP32または LP64が暗黙に指定されていました。Solaris Studio 12以降
のコンパイラでは、このようなことはありません。ほとんどのプラットフォームで
は、64ビットオブジェクトを作成するのに、コマンド行に -m64を追加するだけで
す。

Solarisでは、-m32がデフォルト値です。64ビットプログラムをサポートしている
Linuxシステムでは、-m64 -xarch=sse2がデフォルト値です。

3.4.55 –moddir= path
コンパイルされた .mod MODULEファイルの書き込み先を指定します。

コンパイラは、コンパイルした .mod MODULE情報ファイルを pathで指定された
ディレクトリに書き込みます。ディレクトリパスは、MODDIR環境変数で指定するこ
ともできます。両方が指定されている場合は、このオプションフラグが優先されま
す。

デフォルトでは、コンパイラは .modファイルの書き込み先として現在のディレクト
リを使用します。

Fortranモジュールについての詳細は、183ページの「4.9モジュールファイル」を参
照してください。

3.4.56 -mt[={ yes|no}]
このオプションを使用して、Oracle Solarisスレッドまたは POSIXスレッドのAPIを使
用しているマルチスレッド化コードをコンパイルおよびリンクします。-mt=yesオプ
ションにより、ライブラリが適切な順序でリンクされることが保証されます。

このオプションは -D_REENTRANTをプリプロセッサに渡します。

Linuxプラットフォーム上では、POSIXスレッドのAPIのみが使用できます (Linuxプ
ラットフォームには libthreadはありません)。したがって、Linuxプラットフォーム
で -mt=yesを使用すると、—lthreadの代わりに —lpthreadが追加されます。Linuxプ
ラットフォームで POSIXスレッドを使用するには、—mtを使用してコンパイルしま
す。
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—Gを使用してコンパイルする場合は、-mt=yesを指定しても、—lthreadと —lpthread

のどちらも自動的には含められません。共有ライブラリを構築する場合は、これら
のライブラリを明示的にリストする必要があります。

(OpenMP共有メモリー並列化 APIを使用するための) —xopenmpオプションに
は、-mt=yesが自動的に含まれます。

-mt=yesを指定してコンパイルを実行し、リンクを個別の手順でリンクする場合
は、コンパイル手順と同様にリンク手順でも -mt=yesオプションを使用する必要があ
ります。-mt=yesを使用して 1つの変換ユニットをコンパイルおよびリンクする場合
は、-mt=yesを指定してプログラムのすべてのユニットをコンパイルおよびリンクす
る必要があります。

-mt=yesは、コンパイラのデフォルトの動作です。この動作が望ましくない場合
は、-mt=noでコンパイルします。

オプション -mtは、-mt=yesと同じです。

3.4.57 -native
(廃止)ホストシステムに対してパフォーマンスを最適化します。

このオプションは、-xtarget=nativeと同義です。-xtarget=nativeの使用を推奨しま
す。-fastオプションでは -xtarget=nativeと設定します。

3.4.58 -noautopar
コマンド行で先に指定された -autoparで起動されている自動並列化を無効にしま
す。

3.4.59 –nodepend
コマンド行で先に指定された -dependを取り消します。-depend=noは、-nodependよ
りも優先して使用されます。

3.4.60 -nofstore
(x86)コマンド行の -fstoreを取り消します。

コンパイラのデフォルトは -fstoreです。-fastには、-nofstoreが含まれていま
す。
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3.4.61 -nolib
システムライブラリとリンクしません。

どのシステムライブラリや言語ライブラリとも自動的にリンクを行いません。つま
りデフォルトの -lxオプションを ldに渡さないということです。通常
は、ユーザーがコマンド行で指定しなくても、システムライブラリは実行可能
ファイルに自動的にリンクされます。

-nolibオプションを使用すると、必要なライブラリの中の 1つを静的にリンクする
といった作業が容易になります。最終的な実行には、システムおよび言語ライブラ
リが必要です。手動でライブラリとのリンクを行なってください。このオプション
を使用すると、すべてを管理できます。

f95では、libmを静的にリンクし、libcを動的にリンクします。

demo% f95 -nolib any.f95 -Bstatic -lm -Bdynamic -lc

-lxオプションの指定の順番には意味があります。例に示す順序で指定してくださ
い。

3.4.62 -nolibmil
コマンド行の -libmilを取り消します。

このオプションは、次の例のように、-fastオプションのあとに使用して、libm数学
ルーチンのインライン化を無効にします。

demo% f95 -fast -nolibmil ...

3.4.63 -noreduction
コマンド行の -reductionを無効にします。

このオプションにより、-reductionオプションが無効になります。

3.4.64 -norunpath
実行可能ファイル中に、実行時共有ライブラリのパスを設定しません。
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コンパイラは通常、実行時リンカーが共有ライブラリを検索する位置を示すパスを
実行可能ファイル中に設定します。このパスはインストールの形式によって異なり
ます。-norunpathオプションは、実行可能ファイルにパスが組み込まれないように
します。

ライブラリを標準でない場所にインストールし、別のサイトで実行可能ファイルを
実行したときに、ローダーがそのパスを検索しないようにする場合に、このオプ
ションを使用します。-Rpathsと比較してみてください。

詳細は、『 Fortranプログラミングガイド』の「ライブラリ」の章を参照してくださ
い。

3.4.65 –O[n]
最適化レベルを指定します。

nには 1、2、3、4、5のいずれかを指定します。-Oと nの間には空白文字を入れない
でください。

-O[n]の指定がない場合は、基本的な最適化のレベルは、局所的な共通部分式の除
去、および不要コードの分析だけに限られます。プログラムのパフォーマンス
は、最適化なしの場合よりも、特定の最適化レベルを指定してコンパイルした方
が、大幅に改善されることがあります。通常のプログラムには、-O (レベル -O3)また
は -fast (レベル -O5)を使用することをお勧めします。

-Onの各レベルには、それよりも低いレベルでの最適化が含まれています。一般
に、プログラムのコンパイル時の最適化レベルが高いと、実行時のパフォーマンス
も向上します。ただし、最適化レベルを高くすると、コンパイル時間が長くな
り、実行可能ファイルのサイズが大きくなります。

-gを使用するデバッグは -Onを抑制しませんが、-Onは -gのいくつかの機能を制限
します。dbxに関するマニュアルを参照してください

-O3と -O4のオプションでは、dbxから変数を表示できないという点で、デバッグ機
能が制限されますが、dbx whereコマンドを使用してシンボルを追跡することができ
ます。

オプティマイザがメモリーを使い切ると、レベルを下げて最適化をやり直しま
す。以降のルーチンでは元のレベルに戻ってコンパイルを行います。

最適化についての詳細は、『Fortranプログラミングガイド』の「パフォーマンスプ
ロファイリング」と「パフォーマンスと最適化」の章を参照してください。

-O -O3と同義です。

-O1 文レベルの最小限の最適化を行います。
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高いレベルの最適化では、コンパイル時間が長すぎる場合、またはスワップ
領域を超えている場合に使用します。

-O2 基本ブロックレベルの最適化を行います。

通常、生成されるコードのサイズがもっとも小さくなります (-xspaceも参
照)。

-O3を使用すると、コンパイル時間が長すぎる場合、スワップ領域を超えて
いる場合、または生成される実行可能ファイルのサイズが大きすぎる場合に
は -O2を使用します。これ以外の場合は、-O3を使用してください。

-O3 関数レベルで、ループを展開し大域的に最適化を行います。-dependを自動的
に追加します。

通常、-O3では生成される実行可能ファイルのサイズが大きくなります。

-O4 同じファイル内にあるルーチンの自動インライン化を追加します。

インライン化が行われるため、-O4では、生成される実行可能ファイルのサ
イズが通常大きくなります。

-gオプションを指定すると、前に説明した -O4による自動的なインライン化
は行われません。–xcrossfileを使用すると、-O4によるインライン化の範囲
が拡張されます。

-O5 最高レベルの最適化を試行します。

プログラムの中で、全体の計算時間のうちの最大部分を消費する部分に
限って適用してください。-O5の最適化アルゴリズムは、ソースプログラム
中でこのレベルを適用する部分が大きすぎると、コンパイルに時間がかか
り、パフォーマンスが低下する場合もあります。

プロファイルのフィードバックと併せて使用すると、最適化がパフォーマン
スの向上につながる可能性が高まります。-xprofile=pを参照してください。

3.4.66 –o filename
書き込み先の実行可能ファイルの名前を指定します。

-oと filenameの間には空白文字を 1つ入れてください。このオプションを省略する
と、デフォルトとして実行可能ファイルが a.outに書き込まれます。また -cととも
に使用すると、-oはターゲットの .oオブジェクトファイルの名前を指定します。ま
た -Gとともに使用すると、ターゲットの .soライブラリファイルの名前を指定しま
す。
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3.4.67 -onetrip
DOループを 1回だけ実行します。

DOループが少なくとも 1回は実行されるようにコンパイルします。標準 Fortranの DO

ループは、一部の古典的な Fortranの実装とは異なり、上限が下限より小さい場合に
は、1回も実行されません。

3.4.68 -openmp
-xopenmpと同義です。

3.4.69 -p
(廃止) profプロファイラを使用するプロファイル用にコンパイルします。

プロファイル用のオブジェクトファイルを作成します。prof (1)を参照してくださ
い。コンパイルとリンクを分けて行う場合、-pオプションを付けてコンパイルした
ときはリンクでも必ず -pオプションを付けてください。-pと profは主に旧式のシス
テムとの互換性を保つために使用します。gprofを使用した -pgプロファイリングの
方をお勧めします。詳細は、『Fortranプログラミングガイド』のパフォーマンスプ
ロファイルに関する説明を参照してください。

3.4.70 –pad[= p]
キャッシュを効率よく利用するためにパディングを挿入します。

配列や文字変数が、静的な局所変数で初期化されていない場合、または共通ブ
ロックにある場合、間にパディングを挿入します。パディングは、キャッシュを効
率的に利用できる位置にデータが配置されるように挿入されます。いずれの場合
も、配列または文字変数を等値化することはできません。

pを指定する場合は、%noneか、localまたは commonのいずれかまたは両方を指定す
る必要があります。

local 隣接する局所変数の間にパディングを追加挿入します。

common 共通ブロック変数の間にパディングを追加挿入します。

%none パディングを追加挿入しません (コンパイラのデフォルト)。
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localと commonの両方を指定する場合、順序はどちらが先でもかまいません。

-padのデフォルトは、次のとおりです。

■ デフォルトではコンパイラはパディングを挿入しません。
■ 値なしの -padは -pad=local,commonと指定するのと同じです。

-pad[=p]オプションは、次の条件を満たす項目に適用されます。
■ 配列または文字変数になっている項目
■ 静的で局所的または共通ブロックにある項目

局所変数または静的変数については、94ページの「3.4.83 -stackvar」を参照してく
ださい。

プログラムは次の制限事項に従っている必要があります。

■ 配列と文字列のどちらも等値化されません。
■ ある共通ブロックを引用するファイルのコンパイルで -pad=commonを指定すると
きは、その共通ブロックを引用するすべてのファイルのコンパイルで
-pad=commonを指定する必要があります。このオプションは、共通ブロック内の
変数の配置を変更します。あるプログラム単位をこのオプション付きでコンパイ
ルし、別のプログラム単位をこのオプションなしでコンパイルすると、共通ブ
ロック内の同じ位置への引用が、別の位置を引用してしまう可能性が生じます。

■ -pad=commonを指定する場合、別のプログラム単位にある共通ブロックの変数宣
言を、名前を除いて同じにする必要があります。共通ブロックの変数の間に挿入
されるパディングの量は、このような変数の宣言内容に応じて異なります。別の
プログラム単位にある変数のサイズやランクが異なる場合は、同じファイル内で
も変数の位置が異なることがあります。

■ -pad=commonが指定されている場合、共通ブロック変数を伴う EQUIVALENCEを宣言
すると、警告メッセージが表示されてエラーになります。ブロックはパディング
されません。

■ -pad=commonが指定されている場合、共通ブロック内の配列のオーバーイン
デックスを避けてください。パディングされた共通ブロックで隣接データの位置
を変更すると、予想外の形でオーバーインデックスが失敗します。

-padが使用されたときに、共通ブロックのコンパイルの一貫性が維持されるように
する必要があります。異なるプログラムユニットの共通ブロックを -pad=commonを付
けてコンパイルしたとき、その一貫性が維持されない場合は、エラーになりま
す。-Xlistを付けたコンパイルでは、同じ名前の共通ブロックの長さがプログラム
ユニットの間で異なる場合に、そのことが報告されます。

3.4.71 –pg
gprofプロファイラを使用するプロファイリング用にコンパイルします。(-xpgは -pg

と同義です)
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-pオプションを使用した場合と同様の形式でプロファイル用にコードをコンパイル
します。ただし、詳細な統計情報を記録する実行時記録メカニズムも起動され、プ
ログラムが正常に終了すると、gmon.outファイルが生成されます。gprofを実行する
と、実行プロファイルが生成されます。詳細は、gprof(1)のマニュアルページおよ
び『Fortranプログラミングガイド』を参照してください。

ライブラリオプションは、ソースファイルと .oファイルのあとに指定してください
(-pgライブラリは静的)。

注 – -pgを指定した場合、-xprofileでコンパイルする利点はありません。これら 2つ
の機能は、他方で使用できるデータを生成せず、他方で生成されたデータを使用で
きません。

64ビット Solarisプラットフォームで prof(1)または gprof(1)、32ビット Solarisプ
ラットフォームで gprofを使用して生成されたプロファイルには、おおよその
ユーザーCPU時間が含まれます。これらの時間は、メインの実行可能ファイルの
ルーチンと、実行可能ファイルをリンクするときにリンカー引数として指定した共
有ライブラリのルーチンの PCサンプルデータ (pcsample(2)を参照)から導出されま
す。そのほかの共有ライブラリ (dlopen(3DL)を使用してプロセスの起動後に開かれ
たライブラリ)のプロファイルは作成されません。

32ビット Solarisシステムの場合、prof(1)を使用して生成されたプロファイルに
は、実行可能ファイルのルーチンだけが含まれます。32ビット共有ライブラリのプ
ロファイルは、-pgで実行可能ファイルをリンクし、gprof(1)を使用することで作成
できます。

Solaris 10ソフトウェアには、 -pでコンパイルされたシステムライブラリが含まれま
せん。その結果、Solaris 10プラットフォームで収集されたプロファイルには、シス
テムライブラリルーチンの呼び出し回数が含まれません。

コンパイラオプション -p、-pg、または -xpgの実行時サポートは、スレッドに対し
て安全ではありません。そのため、マルチスレッドプログラムのコンパイルには使
用しないでください。マルチスレッドを使用するプログラムをこれらのオプション
を付けてコンパイルすると、実行時に、不正な結果やセグメント例外が発生する可
能性があります。

gprofプロファイリング用に -xpgを使用してコンパイルされたバイナリ
は、binopt(1)と一緒に使用してはいけません。これは、両者に互換性がなく、内部
エラーが発生する可能性があるためです。

コンパイルとリンクを分けて行う場合、-pgを付けてコンパイルしたときはリンクで
も必ず -pgを付けてください。

x86システムでは、-pgには -xregs=frameptrとの互換性がないため、これらの 2つの
オプションは一緒に使用してはいけません。-xregs=frameptrは -fastに含まれてい
る点にも注意してください。
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3.4.72 –pic
共有ライブラリ用に位置独立コードをコンパイルします。

SPARCでは、-picは -xcode=pic13と同等です。位置独立コードの詳細は、115ページ
の「3.4.111 –xcode= keyword」を参照してください。

x86では、位置独立コードを生成します。このオプションは、共有ライブラリを構築
するためにソースファイルをコンパイルするときに使用します。大域データへの各
参照は、大域オフセットテーブルにおけるポインタの間接参照として生成されま
す。各関数呼び出しは、手続きリンケージテーブルを通して PC相対アドレス指定
モードで生成されます。

3.4.73 -PIC
32ビットアドレスで位置独立コードをコンパイルします。

SPARCでは、-PICは -xcode=pic32と同等です。位置独立コードの詳細は、115ページ
の「3.4.111 –xcode= keyword」を参照してください。

x86では、—PICは —picと同等です。

3.4.74 –Qoption pr ls
サブオプションリスト lsをコンパイル段階 prに渡します。

Qoption、pr、および lsの間には必ず空白文字を入れます。Qは大文字でも小文字で
もかまいません。リストには、コンパイル段階に適したサブオプションをコンマで
区切って指定します。リストには空白文字を入れないでください。また、サブオプ
ションの先頭にマイナス記号を付けることができます。

このオプションは主に、サポートスタッフによる内部デバッグ用に使われま
す。LD_OPTIONS環境変数を使用してリンカーにオプションを渡します。『Fortranプ
ログラミングガイド』のリンクとライブラリに関する章を参照してください。

3.4.75 –qp
-pと同義です。

3.4.76 –R ls
動的ライブラリの検索パスを実行可能ファイルに設定します。
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このオプションを指定すると、ld(1)リンカーは動的ライブラリ検索パスのリストを
実行可能ファイルに格納します。

lsには、ライブラリ検索パスのディレクトリをコロンで区切って指定します。-Rと ls
の間には空白文字があってもなくてもかまいません。

このオプションを複数指定した場合は、それぞれのディレクトリリストがコロンで
区切られて連結されます。

このリストは実行時に実行時リンカー ld.soが使用します。実行時に、このリストに
あるパスで動的なライブラリを検索し、未解決の参照を解決しようとします。

このオプションは、動的ライブラリへのパスを指定するオプションを意識せずに出
荷用の実行可能ファイルを実行できるようにしたいときに使用します。

-Rpathsを使用して実行可能ファイルを構築すると、ディレクトリパスはデフォルト
のパスに追加されます。デフォルトのパスは、常に最後に検索されます。

詳細は、『Fortranプログラミングガイド』の「ライブラリ」の章およびOracle
Solarisの『リンカーとライブラリガイド』を参照してください。

3.4.77 –r8const
単精度の定数を REAL*8定数に変換します。

単精度の REAL定数はすべて REAL*8に変換されます。倍精度 (REAL*8)定数は変更され
ません。このオプションは、定数にだけ適用されます。定数と変数の両方を変換す
る場合は、155ページの「3.4.167 -xtypemap= spec」を参照してください。

このオプションフラグを使用する際には注意が必要です。REAL*4引数を期待するサ
ブルーチンまたは関数が REAL*4定数で呼び出される場合に、REAL*8の指令を受け取
ることになるため、インタフェースの問題が生じる可能性があります。また、入出
力リストに REAL*4定数がある書式なしwriteによって書き込まれた、書式なしデータ
ファイルの読み取りプログラムで問題を生じる可能性もあります。

3.4.78 –recl=a[ ,b]
デフォルトの出力記録長を設定します。

接続済みの装置の出力 (標準の出力)とエラー (標準のエラー)のいずれかまたは両方
に対するデフォルトの記録長 (文字数単位)を設定します。このオプションは、次の
いずれかの書式で指定する必要があります。

■ –recl=out:N
■ –recl=error:N
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■ –recl=out:N1 ,error:N2
■ –recl=error:N1 ,out:N2
■ –recl=all:N

ここでN、N1、N2は、72 ~ 2147483646の範囲のすべての正の整数です。outは標準
の出力を、errorは標準のエラーを指し、allによってデフォルトの記録長が両方に
設定されます。デフォルトは -recl=all:80です。このオプションは、コンパイルさ
れるプログラムが Fortran主プログラムを持つ場合にのみ有効です。

3.4.79 -reduction
ループ中にある縮約演算を識別します。

自動並列化中にループを解析し、縮約演算を調べます。ループの縮約には、潜在的
に丸めのエラーがあります。

「縮約演算」によって、配列内の要素が単一のスカラー値に変換されます。縮約演
算の典型的な例として、あるベクトルの各要素をまとめる処理があります。このよ
うな演算は並列化の対象ではありませんが、-reductionを指定すると、コンパイラ
は縮約演算を認識し、特別な例として並列化します。コンパイラが認識する縮約演
算については、『Fortranプログラミングガイド』の「並列化」の章を参照してくだ
さい。

このオプションは、自動並列化オプション —autoparとともに使用する場合にのみ使
用できます。それ以外の場合は無視されます。明示的に並列化されたループは縮約
演算の解析の対象にはなりません。

3.4.80 -S
コンパイルし、アセンブリのソースコードだけを生成します。

指定したプログラムをコンパイルし、アセンブリ言語の出力結果を、接尾辞 .sの付
いた名前のファイルに出力します。.oファイルは作成しません。

3.4.81 -s
実行可能ファイルからシンボルテーブルを取り除きます。

実行可能ファイルを縮小しますが、リバースエンジニアを困難にします。また、こ
のオプションを使用すると、dbxその他のツールによるデバッグができなくなり、-g

オプションは無視されます。
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3.4.82 –silent
(廃止)コンパイラメッセージの出力を抑制します。

通常、f95コンパイラは、コンパイル中に、エラー診断以外のメッセージを発行しま
せん。このオプションフラグは、従来の f77コンパイラとの互換性を保つために準
備されています。-f77互換性フラグとともに使用しない場合は、このオプションフ
ラグは必要ありません。

3.4.83 -stackvar
可能な場合はいつでも局所変数をメモリースタックに割り当てます。

このオプションは、再帰的で再入力可能なコードの記述を簡単にし、ループを並列
化する際の最適化により自由度を与えることができます。

並列化オプションを使用する場合は、-stackvarを使用するようにしてください。

局所変数は、仮引数ではない変数、 COMMON変数、外部スコープから継承された変
数、または USE文によってアクセス可能になったモジュール変数です。

-stackvarを有効にすると、局所変数は、属性 SAVEまたは STATICを持たないかぎ
り、スタックに割り当てられます。明示的に初期化された変数は、SAVE属性を使用
して暗黙的に宣言されます。明示的に初期化されず、いくつかのコンポーネントが
初期化されている構造変数は、デフォルトでは、SAVEを使用して暗黙的に宣言され
ません。また、SAVEまたは STATIC属性を持つ変数と同等な変数は、暗黙的に SAVEま
たは STATICです。

静的に割り当てられた変数は、プログラムによって明示的に値を指定されないかぎ
り、暗黙的に 0に初期化されます。スタックに割り当てられた変数は、構造変数の
コンポーネントがデフォルトで初期化できる場合を除き、暗黙的に初期化されませ
ん。

-stackvarを使用してサイズが大きい配列をスタック上に割り当てると、スタックか
らオーバーフローし、セグメント例外が発生する場合があります。このような場合
はスタックサイズを大きくする必要があります。

プログラムを実行する初期スレッドには、メインスタックがあり、マルチスレッド
化されたプログラムの各ヘルパースレッドには、それぞれスレッドスタックがあり
ます。

メインスタックのデフォルトのサイズは、約 8Mバイトです。デフォルトのスレッド
スタックサイズは、32ビットシステムで 4Mバイト、64ビットシステムで 8Mバイト
です。引数なしで limitコマンドを実行すると、現在のメインスタックのサイズが表
示されます。-stackvarを使用したときにセグメント例外が発生する場合は、メイン
スタックとスレッドスタックのサイズを大きくしてみてください。
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例:現在のメインスタックのサイズを表示します。

demo% limit

cputime unlimited

filesize unlimited

datasize 523256 kbytes

stacksize 8192 kbytes <–––

coredumpsize unlimited

descriptors 64

memorysize unlimited

demo%

例:メインスタックのサイズを 64Mバイトに設定します。

demo% limit stacksize 65536

例:各スレッドスタックのサイズを 8Mバイトに設定します。

demo% setenv STACKSIZE 8192

各スレーブスレッドで使用されるスタックサイズは、STACKSIZE環境変数に値 (キロ
バイト単位)を指定することで設定できます。

% setenv STACKSIZE 8192

この例は、各スレーブスレッドのスタックサイズを 8Mバイトに設定します。

STACKSIZE環境変数は、接尾辞 B、K、M、または Gの付いた数値も受け付けます。こ
れらの接尾辞はそれぞれ、バイト、キロバイト、メガバイト、ギガバイトを表しま
す。デフォルトはキロバイトです。

STACKSIZE環境変数は、—xopenmpまたは —xautoparオプションを使用してコンパイル
されたプログラムにのみ影響し、Solarisシステムで pthreadインタフェースを使用す
るプログラムには影響しません。

並列化と -stackvarを併用する方法の詳細は、『Fortranプログラミングガイ
ド』の「並列化」の章を参照してください。limitコマンドについての詳細
は、csh(1)を参照してください。

-xcheck=stkovfフラグを指定してコンパイルすると、スタックオーバーフロー状態
に対する実行時の検査が有効になります。113ページの「3.4.109 –xcheck=

keyword」を参照してください。

3.4.84 –stop_status[ ={yes|no}]
STOP文により整数のステータス値を返します。.

デフォルトは -stop_status=noです。

-stop_status=yesを付けると、STOP文に整数の定数を入れることができます。その
値は、プログラムの終了時に環境に渡されます。
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STOP 123

0 ~ 255の範囲にある値を指定してください。これよりも大きい値は切り捨てら
れ、実行時メッセージが出力されます。ただし、

STOP ”stop string’

は受け付けられます。この場合は環境にステータス値 0が返されます。ただし、コ
ンパイラの警告メッセージは出力されます。

このステータス環境変数は、Cシェル (csh)では $status、また Bourne (sh)シェルと
Korn (ksh)シェルでは $?です。

3.4.85 –temp= dir
一時ファイルのディレクトリを設定します。

コンパイラによって使用される一時ファイル用のディレクトリを dirに設定しま
す。このオプション文字列の中にはスペースを入れてはいけません。このオプ
ションを指定しない場合、一時ファイルは /tmpディレクトリに置かれます。

このオプションは、TMPDIR環境変数の値に優先されます。

3.4.86 -time
各コンパイル段階の経過時間を表示します。

各コンパイル段階で費やされた時間とリソースが表示されます。

3.4.87 –traceback[ ={%none|common| signals_list}]
実行時に重大エラーが発生した場合にスタックトレースを発行します。

-tracebackオプションを指定すると、プログラムによって特定のシグナルが生成さ
れた場合に、実行可能ファイルで stderrへのスタックトレースが発行されて、コア
ダンプが実行され、終了します。複数のスレッドが 1つのシグナルを生成する
と、スタックトレースは最初のスレッドに対してのみ生成されます。

追跡表示を使用するには、リンク時に -tracebackオプションをコンパイラコマンド
行に追加します。このオプションはコンパイル時にも使用できますが、実行可能バ
イナリが生成されない場合無視されます。-tracebackを -Gとともに使用して共有ラ
イブラリを作成すると、エラーが発生します。
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表 3–9 -tracebackオプション

オプション 意味

common sigill、sigfpe、sigbus、sigsegv、または sigabrtの共通シグナルのい
ずれかのセットが発生した場合にスタックトレースを発行することを指
定します。

signals_list スタックトレースを生成するシグナルの名前を小文字で入力してコンマ
で区切ったリストを指定しま
す。sigquit、sigill、sigtrap、sigabrt、sigemt、sigfpe、sigbus、sigsegv、sigsys、sigxcpu、sigx

のシグナル (コアファイルが生成されるシグナル)をキャッチできます。

これらのシグナルの前に no%を付けると、シグナルのキャッチは無効に
なります。

たとえば、-traceback=sigsegv,sigfpeと指定すると、sigsegvまたは
sigfpeが発生した場合にスタックトレースとコアダンプが生成されま
す。

%noneまたは none 追跡表示を無効にします。

このオプションを指定しない場合、デフォルトは -traceback=%noneになります。

値を指定せずに、-tracebackだけを指定すると、-traceback=commonと同義になりま
す。

注:コアダンプが不要な場合は、次を使用して coredumpsize制限を 0に設定できま
す。

% limit coredumpsize 0

-tracebackオプションは、実行時のパフォーマンスに影響しません。

3.4.88 -U
ソースファイル中の大文字と小文字を区別します。

大文字を小文字と同等には取り扱いません。デフォルトでは、文字列定数中を除
き、大文字をすべて小文字として解釈します。このオプションを指定する
と、Delta、DELTA、および deltaはすべて別の記号として解釈されます。組み込み関
数の呼び出しは、このオプションによる影響を受けません。

Fortranを別の言語に移植したり、混用したりする場合は、-Uオプションを指定する
必要があることがあります。『Fortranプログラミングガイド』の Solaris Studio
Fortranへの移植に関する章を参照してください。
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3.4.89 –Uname
プリプロセッサのマクロ nameの定義を取り消します。

このオプションは、fppまたは cppプリプロセッサを呼び出すソースファイルにのみ
適用されます。このオプションは、同じコマンド行の -Dnameで作成されたプリプロ
セッサのマクロ nameの初期定義を削除します。この場合、オプションの順序に関係
なく、コマンド行ドライバによって暗黙に配置された -Dnameも対象となりま
す。ソースファイルのマクロ定義には影響しません。コマンド行に複数の -Unameフ
ラグを配置できます。-Uとマクロ nameの間に空白文字を入れることはできません。

3.4.90 -u
未宣言の変数を報告します。

すべての変数に対するデフォルトの型を、Fortranの暗黙の型宣言を使用せずに「未
宣言」にします。これは、各コンパイル単位で IMPLICIT NONEが指定されていること
と同じです。宣言していない変数に対して警告メッセージが出力されます。ただ
し、このオプションは、IMPLICIT文や明示的に typeを指定する文より優先されるこ
とはありません。

3.4.91 –unroll= n
DOループの展開が可能な個所で、使用可能にします。

nは正の整数です。次の選択が可能です。

■ nが 1の場合、ループの展開をすべて禁止します。
■ n>1の場合、オプティマイザはループを n回展開します。

一般に、ループを展開するとパフォーマンスが改善されますが、実行可能ファイル
のサイズが大きくなります。ループの展開と各種のコンパイラの最適化について
は、『Fortranプログラミングガイド』の「パフォーマンスと最適化」の章を参照し
てください。33ページの「2.3.1.3 UNROLL指令」も参照してください。

3.4.92 –use= list
暗黙的な USEモジュールを指定します。

listは、モジュール名またはモジュールファイル名のコンマ区切りのリストです。

-use=module_nameを使用してコンパイルすると、USE module_name文をコンパイルさ
れる各副プログラムまたはモジュールに追加することになりま
す。-use=module_file_nameを使用してコンパイルすると、指定されたファイルに含
まれる各モジュールの USE module_nameを追加することになります。
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Fortranモジュールについての詳細は、183ページの「4.9モジュールファイル」を参
照してください。

3.4.93 -V
各コンパイラパスの名前とバージョンを表示します。

コンパイラの実行時に、各パスの名前とバージョンを表示します。

3.4.94 –v
各コンパイラパスの詳細情報を表示します。

-Vと同様に、コンパイラの実行時にそれぞれのパス名を表示し、ドライバが使用し
たオプション、マクロフラグ展開、および環境変数を詳細に表示します。

3.4.95 –vax= keywords
有効にするレガシーのVAX VMS Fortran拡張機能の選択を指定します。

keywords指定子は、次のサブオプションのいずれか、またはこれらのサブオプ
ションをいくつか組み合わせて、コンマで区切ったリストとして指定します。

blank_zero 書式付き入力の空白を内部ファイルでゼロと解釈します。

debug 文字「D」で始まる行を、VMS Fortranと同じように、注釈行ではなく通
常の Fortran文として解釈します。

rsize 書式なしレコードサイズを、バイト単位ではなくワード単位で解釈しま
す。

struct_align VAX構造体の成分を、メモリー内にVMS Fortranと同じようにレイアウ
トします。パディングは挿入しません。注:このサブオプションを指定
すると、データの不正な整列が発生する場合があります。このようなエ
ラーを回避するには、—xmemalignと併せて使用してください。

%all 前述すべてのVAX VMS機能を有効にします。

%none 前述すべてのVAX VMS機能を無効にします。

サブオプションは個々に選択することもオフにすることもできます。個々にオフに
するには、サブオプションの前に no%を付けます。

例:
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-vax=debug,rsize,no%blank_zero

デフォルトは —vax=%noneです。サブオプションなしで—vaxを指定する
と、—vax=%allと同じ結果になります。

3.4.96 -vpara
並列化に関する詳細メッセージを表示します。

コンパイラが、並列化指令で明示的に指定されたループを分析するごとに、検出さ
れるデータの依存関係に関する警告メッセージを出力します。ただし、ループの並
列化は続けられます。

-xopenmpとOpenMP API指令とともに使用します。

警告は、コンパイラが次の状態を検出したときに表示されます。

■ OpenMP並列領域でのアクセスによってデータの競合が起きる可能性がある共有
変数の宣言、並列領域に値があって並列領域のあとで使用されるスレッド固有変
数の宣言など、OpenMPのデータ共有属性節の問題のある使用

すべての並列化指令が問題なく処理される場合、警告は表示されません。

注 – Solaris StudioのコンパイラはOpenMP APIの並列化モデルをサポートします。そ
のため、従来の C$MIC並列化指令は非推奨で、無視されます。OpenMP APIへの移植
については、『OpenMP APIユーザーズガイド』を参照してください。

3.4.97 -Wc ,arg
引数 argを指定された構成要素 cに渡します。

引数はコンマだけで区切る必要があります。すべての -W引数は、残りのコマンド行
引数のあとに渡されます。コンマを引数の一部として含めるには、コンマの直前に
エスケープ文字 \ (バックスラッシュ)を使用します。すべての -W argは、通常のコマ
ンド行引数のあとに渡されます。

たとえば、-Wa,-o,objfileは、-oと objfileを、この順序でアセンブラに渡しま
す。また、-Wl,-I,name;を指定すると、リンク段階で動的リンカー /usr/lib/ld.so.1

のデフォルト名が無効になります。

ほかの指定されるコマンド行オプションに関して引数がツールに渡される順序
は、後続のコンパイラリリースで変更されることがあります。

cについて可能な値を次の表で一覧表示します。
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表 3–10 -Wのフラグ

フラグ 意味

a アセンブラ: (fbe); (gas)

c Fortranコードジェネレータ: (cg) (SPARC) ;

d f95ドライバ

l リンクエディタ (ld)

m mcs

O (大文字の o) 手続き間オプティマイザ

o (小文字の o) ポストオプティマイザ

p プリプロセッサ (cpp)

0 (ゼロ) コンパイラ (f90comp)

2 オプティマイザ: (iropt)

注: -Wdを使用して f95オプションを Fortranコンパイラに渡すことはできません。

3.4.98 –w[n ]
警告メッセージを表示または抑制します。

ほとんどの警告メッセージを表示または出力しないようにします。ただし、前に指
定したオプションのすべて、あるいは一部が無効になるようなオプションを指定し
ている場合には、警告メッセージが表示されます。

nは、0、1、2、3、または 4です。

-w0は、エラーメッセージのみを表示します。これは -wと同義です。-w1はエラーと
警告を表示します。これは、-wを省略したときのデフォルトです。-w2は、エ
ラー、警告、および注意を表示します。-w3は、エラー、警告、注意、および注を表
示します。-w4は、エラー、警告、注意、注、およびコメントを表示します。

3.4.99 -Xlinker arg
argをリンカー ld(1)に渡します。 —z argと同義です。

3.4.100 –Xlist[ x]
(Solarisのみ)リストを生成し、大域的なプログラム検査 (GPC)を実行します。
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このオプションを使用すると、潜在的なプログラムのバグを発見できます。このオ
プションは、予備のコンパイラパスを呼び出し、大域プログラムを通して、副プロ
グラムの引数、共通ブロック、およびパラメータの一貫性をチェックします。ま
た、このオプションは、相互参照表などの行番号付きのソースコードリストも生成
します。-Xlistオプションが発行するエラーメッセージは助言レベルの警告であ
り、プログラムのコンパイルやリンクを中断するものではありません。

注 –ソースコードのすべての構文エラーを訂正してから、-Xlistでコンパイルを実行
してください。構文エラーのあるソースコードでコンパイルを実行すると、予想外
の結果が報告されることがあります。

例:ルーチン間の一貫性をチェックします。

demo% f95 -Xlist fil.f

前述の例により、出力ファイル fil.lstに次の項目が書き込まれます。

■ 行番号付きのソースリスト (デフォルト)
■ ルーチン間の矛盾についてのエラーメッセージ (リストに組み込まれている)
■ 識別子の相互参照表 (デフォルト)

デフォルトにより、ファイル name.lstにリスト内容が書き込まれます。ここ
で、nameはコマンド行に最初に配置されているソースファイルの名前です。

多数のサブオプションにより、さまざまな動作を柔軟に選択できます。これらのサ
ブオプションは、-Xlistオプションの接尾辞によって指定されます。次の表を参照
してください。

表 3–11 -Xlistサブオプション

オプション 機能

–Xlist エラー、リスト、および相互参照表を示します。

-Xlistc コールグラフとエラーを示します。

-XlistE エラーを示します。

-Xlisterr[nnn] エラー nnnのメッセージを抑制します。

-Xlistf エラー、リスト、および相互参照表を示します。オブジェクトファイ
ルは出力しません。

-Xlisth エラー検出時にコンパイルを終了します。

-XlistI ソースファイルとともに #includeおよび INCLUDEファイルを分析しま
す。

-XlistL リストとエラーのみを示します。
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表 3–11 -Xlistサブオプション (続き)
オプション 機能

-Xlistln ページの長さを n行に設定します。

-XlistMP OpenMP指令を検査します (SPARC)。

-Xlisto name レポートファイルを file.lstではなく、nameに出力します。

-Xlists 相互参照表から参照されない名前を抑制します。

-Xlistvn 検査レベルを n (1、2、3、または 4)に設定します。デフォルトは 2で
す。

-Xlistw[nnn] 出力行の幅を nnnカラムに設定します。デフォルトは 79です。

-Xlistwar[nnn] 警告 nnnのメッセージを抑制します。

-XlistX 相互参照表とエラーを表示します。

詳細は、『Fortranプログラミングガイド』の「プログラムの解析とデバッグ」の章
を参照してください。

Linuxシステムでは、このオプションはありません。

3.4.101 –xaddr32[ ={yes|no}]
(x86/x64のみ) -xaddr32=yesコンパイルフラグは、生成される実行可能ファイルまた
は共有オブジェクトを 32ビットアドレス空間に制限します。

この方法でコンパイルする実行可能ファイルは、32ビットアドレス空間に制限され
るプロセスを作成する結果になります。-xaddr32=noを指定する場合は、通常の 64
ビットバイナリが作成されます。-xaddr32オプションを指定しないと、-xaddr32=no

が使用されます。-xaddr32だけを指定すると、-xaddr32=yesが使用されます。

このオプションは、-m64のコンパイルのみ、および SF1_SUNW_ADDR32ソフトウェア機
能をサポートしている Solarisプラットフォームのみに適用できます。Linuxカーネル
はアドレス空間制限をサポートしないため、このオプションは Linuxでは使用できま
せん。-xaddr32オプションは Linuxでは無視されます。

単一のオブジェクトファイルが -xaddr32=yesを指定してコンパイルされた場合
は、出力ファイル全体が -xaddr32=yesを指定してコンパイルされたものと、リンク
時に想定されます。32ビットアドレス空間に制限される共有オブジェクトは、制限
された 32ビットモードのアドレス空間内で実行されるプロセスから読み込む必要が
あります。詳細は、『Linker and Libraries Guide』で説明されている SF1_SUNW_ADDR32

ソフトウェア機能の定義を参照してください。
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3.4.102 –xalias[ =keywords]
コンパイラが仮定する別名付けの程度を指定します。

標準規格以外のプログラム手法によっては、コンパイラの最適化方法に干渉する状
況になります。オーバーインデックスおよびポインタの使用、および大域変数また
は一意ではない変数を副プログラムの引数として渡すことは、不明確な状況を引き
起こし、予定どおりにコードが実行されない場合があります。

-xaliasフラグを使用すると、別名付けが Fortranの標準規則からどのくらい離れて
いるかをコンパイラに知らせることができます。

フラグには、キーワードのリストがある場合も、ない場合もあります。キーワード
のリストはコンマで区切られ、各キーワードはプログラムにおける別名付けの状況
を表しています。

キーワードに接頭辞 no%が付いている場合は、その別名付けが存在しないことを表
します。

別名付けのキーワードは、次のとおりです。

表 3–12 -xaliasオプションキーワード

キーワード 意味

dummy 副プログラムの仮 (形式的な)パラメータは、お互いに別名を付けること
ができ、大域変数にも別名を付けます。

no%dummy (デフォルト)。Fortran標準規格に従って仮パラメータを使用します。パ
ラメータはお互いに別名を付けたり、大域変数に別名を付けることはし
ません。

craypointer (デフォルト)。Crayポインタは、そのアドレスを LOC()関数が受け取る
ようなすべての大域変数または局所変数を指すことができます。ま
た、2つのCrayポインタが同一のデータを指す可能性もあります。この
ような前提に基づいて、いくつかの最適化が抑制されるため安全です。

no%craypointer Crayポインタは malloc()によって得られるアドレスなど、一意のメモ
リーアドレスのみ指します。また、2つのCrayポインタが同一のデータ
を指すことはありません。この前提によって、コンパイラはCrayポイン
タ参照を最適化することができます。

actual コンパイラは、副プログラムの実引数を大域的な変数として扱いま
す。引数を副プログラムに渡すことは、Crayポインタを通して別名を付
けることになります。

no%actual (デフォルト)引数を渡しても、別名は付けられません。
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表 3–12 -xaliasオプションキーワード (続き)
キーワード 意味

overindex ■ COMMONブロックの要素のリファレンスは、COMMONブロックま
たは同等のグループの要素を参照します。

■ COMMONブロックまたは同等のグループの要素を実際の引数とし
て副プログラムに渡すと、呼び出される副プログラムに、COMMON
ブロックまたは同等のグループの要素へのアクセスを提供すること
になります。

■ 連続構造型は、COMMONブロックのように扱われ、このような変
数の要素は、その変数の別の要素に別名を付けます。

■ 各配列境界には違反しますが、前述したものを除いては、参照され
る配列の要素は配列内に残ります。配列構文、WHERE、および FORALL

文は、オーバーインデックスを考慮していません。これらの構文で
配列の境界を越えた添字付けが発生する場合は、DOループとして構
文を書き直す必要があります。

no%overindex (デフォルト)配列境界は違反しません。配列の参照がほかの変数を参照
することもありません。

ftnpointer 外部関数の呼び出しによって、Fortranポインタは、どのような型、種
類、またはランクのターゲット変数でもポイントする場合があります。

no%ftnpointer (デフォルト) Fortranポインタは標準規則に準拠します。

リストなしで -xaliasを指定すると、Fortranの別名付け規則に違反しないほとんど
のプログラムで最高のパフォーマンスを得ることができます。これは、次に対応し
ます。

no%dummy,no%craypointer,no%actual,no%overindex,no%ftnpointer

有効にするには、-xaliasは、最適化レベル -xO3以上でコンパイルするときに使用
する必要があります。

-xaliasフラグが指定されていない場合は、コンパイラのデフォルトでは、次のCray
ポインタを除き、Fortranの標準に準拠しているとみなされます。

no%dummy,craypointer,no%actual,no%overindex,no%ftnpointer

別名付けの状況の例、および -xaliasを使用した指定方法については、『Fortranプ
ログラミングガイド』の移植に関する章を参照してください。
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3.4.103 –xannotate[ ={yes|no}]
(Solarisのみ)最適化ツールおよび可観測性ツール binopt(1)、
code-analyzer(1)、discover(1)、collect (1)、および uncover(1)によって後で使用で
きるバイナリを作成します。

デフォルトは -xannotate=yesです。値なしで -xannotateを指定すること
は、-xannotate=yesと同等です。

最適化ツールおよび可観測性ツールの最適な使用のためには、-xannotate=yesをコ
ンパイル時とリンク時の両方で有効にする必要があります。最適化ツールおよび可
観測性ツールを使用しない場合、-xannotate=noを指定してコンパイルおよびリンク
すると、わずかに小さいバイナリおよびライブラリが生成されます。

Linuxシステムでは、このオプションはありません。

3.4.104 –xarch=isa
命令セットアーキテクチャー (ISA)を指定します。

次の表は、SPARCおよび x86の両方のプラットフォームに共通する -xarch

キーワードの一覧を示しています。

表 3–13 SPARCおよび x86の両方のプラットフォームに共通する -xarchキーワード

フラグ 意味

generic ほとんどのプロセッサに共通の命令セットを使用します。これはデフォルト値で
す。

generic64 ほとんどの 64ビットプラットフォームで良好なパフォーマンスを得られるよう
にコンパイルします。
このオプションは -m64 -xarch=genericに相当し、以前のリリースとの互換性の
ために提供されています。

native このシステムで良好なパフォーマンスを得られるようにコンパイルします。現在
コンパイルしているシステムプロセッサにもっとも適した設定を選択します。

native64 64ビットシステムで良好なパフォーマンスを得られるようにコンパイルしま
す。
このオプションは -m64 -xarch=nativeに相当し、以前のリリースとの互換性のた
めに提供されています。

-xarchは単独で使用できますが、-xtargetオプションの展開の一部です。特定の
-xtargetオプションで設定されている -xarchの値を上書きするために使用すること
もできます。例:

% f95 -xtarget=ultra2 -xarch=sparcfmaf ...
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-xtarget=ultra2で設定した -xarchが無効になります。

このオプションは、指定の命令セットだけを許すことによって、コンパイラが指定
の命令セットアーキテクチャーの命令に対応するコードしか生成できないようにし
ます。このオプションは、すべてのターゲットを対象とするような命令としての使
用は保証しません。

このオプションを最適化で使用する場合は、適切なアーキテクチャーを選択する
と、そのアーキテクチャー上での実行パフォーマンスを向上させることができま
す。不適切なアーキテクチャーを選択すると、バイナリプログラムがその対象プ
ラットフォーム上で実行できなくなることがあります。

次の点に注意してください。

■ generic、sparc、sparcvis2、sparcvis3、sparcfmaf、sparcimaでコンパイルされ
たオブジェクトライブラリファイル (.o)をリンクして、一度に実行できます。た
だし、実行できるのは、リンクされているすべての命令セットをサポートしてい
るプロセッサのみです。

■ 特定の設定で、生成された実行可能ファイルが実行されなかったり、従来の
アーキテクチャーよりも実行速度が遅くなったりする場合があります。また、4
倍精度 (REAL*16および long double)浮動小数点命令は、これらの命令セット
アーキテクチャーのいずれにも実装されないため、コンパイラは、それらの命令
を生成したコードで使用しません。

-xarchが指定されない場合のデフォルトは、genericです。

表 3–14に、SPARCプラットフォーム上で使用する各 -xarchキーワードについてプ
ラットフォームの詳細を説明します。

表 3–14 SPARCプラットフォーム上の -xarchの値

-xarch= 意味 (SPARC)

sparc SPARC V9-ISA用のコンパイルを行います。

V9 ISA用のコンパイルですが、Visual Instruction Set (VIS)や、その他の実装固有
の ISA拡張機能は含まれません。このオプションを使用して、コンパイラ
は、V9 ISAで良好なパフォーマンスが得られるようにコードを生成できます。

sparc4 SPARC4バージョンの SPARC-V9 ISA用のコンパイルを行います。

SPARC-V9命令セット、VIS 1.0を含むUltraSPARC拡張機能、VIS2.0、浮動小数点
積和演算命令、VIS 3.0、および SPARC4命令を含むUltraSPARC-III拡張機能の命
令をコンパイラが使用できるようになります。
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表 3–14 SPARCプラットフォーム上の -xarchの値 (続き)
-xarch= 意味 (SPARC)

sparcvis UltraSPARC拡張機能付きの SPARC-V9 ISA用のコンパイルを行います。

SPARC-V9 + VIS (Visual Instruction Set) version 1.0 + UltraSPARC拡張機能用のコン
パイルを実行します。このオプションを使用すると、コンパイラ
は、UltraSPARCアーキテクチャー上で良好なパフォーマンスが得られるように
コードを生成することができます。

sparcvis2 UltraSPARC-III拡張機能付きの SPARC-V9 ISA用のコンパイルを行います。

UltraSPARCアーキテクチャー + VIS (Visual Instruction Set) version 2.0 +
UltraSPARC-III拡張機能用のオブジェクトコードを生成します。

sparcvis3 SPARC VIS version 3の SPARC-V9 ISA用にコンパイルします。

SPARC-V9命令セット、VIS (Visual Instruction Set) version 1.0を含むUltraSPARC拡
張機能、VIS (Visual Instruction Set) version 2.0、積和演算 (FMA)命令、およびVIS
(Visual Instruction Set) version 3.0を含むUltraSPARC-III拡張機能の命令をコンパイ
ラが使用できるようになります。

sparcfmaf SPARC-V9 ISAの sparcfmafバージョン用のコンパイルを行います。

SPARC-V9命令セット、VIS (Visual Instruction Set) version 1.0を含むUltraSPARC拡
張機能、VIS (Visual Instruction Set) version 2.0を含むUltraSPARC-III拡張機能、お
よび浮動小数点積和演算用の SPARC64 VI拡張機能の命令をコンパイラが使用で
きるようになります。

コンパイラが自動的に積和演算命令を使用する機会を見つけられるようにするに
は、-xarch=sparcfmafおよび -fma=fusedと最適化レベルを組み合わせて使用す
る必要があります。

sparcima sparcima版の SPARC-V9 ISA用にコンパイルします。コンパイラが、SPARC-V9命
令セットに加えて、VIS (Visual Instruction Set) Version 1.0を含むUltraSPARC拡張
機能、VIS (Visual Instruction Set) Version 2.0を含むUltraSPARC-III拡張機能、浮動
小数点の積和演算用の SPARC64 VI拡張機能、整数の積和演算用の SPARC64 VII
拡張機能からの命令を使用できるようにします。

v9 -m64 -xarch=sparcと同義です。
64ビットのメモリーモデルを取得するために -xarch=v9を使用している従来のメ
イクファイルおよびスクリプトでは、-m64のみを使用する必要があります。

v9a -m64 -xarch=sparcvisと同義です。旧バージョンとの互換を提供します。

v9b -m64 -xarch=sparcvis2と同義です。旧バージョンとの互換を提供します。

表 3–15に、x86プラットフォーム上で使用する各 -xarchキーワードについて詳細を
説明します。x86で -xarchが指定されなかった場合のデフォルトは genericです (ま
たは —m64が指定された場合は generic64)。
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表 3–15 x86プラットフォーム上の -xarchの値

-xarch= 意味 (x86)

386 命令セットを Intel 386/486アーキテクチャーに限定します。

pentium_pro 命令セットを Pentium Proアーキテクチャーに制限します。

pentium_proa AMD拡張機能 (3DNow!、3DNow!拡張機能、およびMMX拡張機能)を
32ビット Pentium Proアーキテクチャーに追加します。

sse pentium_proに SSE命令セットを追加します(次を参照)。

ssea AMD拡張機能 (3DNow!、3DNow!拡張機能、およびMMX拡張機能)を
32ビット SSEアーキテクチャーに追加します。

sse2 pentium_proに SSE2命令セットを追加します (次を参照)。

sse2a AMD拡張機能 (3DNow!、3DNow!拡張機能、およびMMX拡張機能)を
32ビット SSE2アーキテクチャーに追加します。

sse3 SSE2命令セットに SSE3命令セットを追加します。

amd64 Solarisプラットフォームでは、-m64 -xarch=sse2と同義です。
64ビットのメモリーモデルを取得するために -xarch=amd64を使用してい
る従来のメイクファイルおよびスクリプトでは、-m64を使用する必要が
あります。

amd64a Solarisプラットフォームでは、—m64 —xarch=sse2aと同義です。

sse3a AMD拡張命令 (3DNow!など)をSSE3命令セットに追加します。

ssse3 SSE3命令セットに SSSE3命令を追加します。

sse4_1 SSSE3命令セットに SSE4.1命令を追加します。

sse4_2 SSE4.1命令セットに SSE4.2命令を追加します。

amdsse4a AMD命令セットに SSE4a命令を追加します。

avx Intel Advanced Vector Extensions命令セットを使用します。

aes Intel Advanced Encryption Standard命令セットを追加します。ソース
コードが .ilインラインコード、_asm文、またはAES命令を使用するア
センブラコードを含むか、AES組み込み関数を参照することがない限
り、-xarch=aesが指定されたときにコンパイラはAES命令を自動的に生
成しないことに注意してください。

3.4.104.1 x86/x64プラットフォームでの特別な注意
x86 Solarisプラットフォームでコンパイルを行う場合は、次の点が重要です。

■ プログラムのいずれかの部分が x86プラットフォーム上で —m64でコンパイルまた
はリンクされる場合、プログラムのすべての部分もこれらのいずれかのオプ
ションでコンパイルされる必要があります。さまざまな Intel命令セットアーキテ
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クチャー (SSE、SSE2、SSE3、SSSE3など)の詳細は、Intel-64および IA-32の『Intel
Architecture Software Developer's Manual』を参照してください

■ -xarchを sse、sse2、sse2a、または sse3以降に設定してコンパイルしたプログラ
ムは、これらの機能および拡張機能をサポートするプラットフォームで実行する
必要があります。

■ コンパイルとリンクを別々に行う場合は、必ずコンパイラを使ってリンクし、同
じ -xarch設定で正しい起動ルーチンがリンクされるようにしてください。

■ x86の 80バイト浮動小数点レジスタが原因で、x86での演算結果が SPARCの結果
と異なる場合があります。この差を最小にするには、 -fstoreオプションを使用
するか、ハードウェアが SSE2をサポートしている場合は -xarch=sse2でコンパイ
ルします。

■ これらの -xarchオプションでコンパイルしたプログラムを、適切な機能または命
令セット拡張に対応していないプラットフォームで実行すると、セグメント例外
や明示的な警告メッセージなしの不正な結果が発生することがあります。

■ この警告は、.ilインラインアセンブリ言語関数を使用しているプログラム
や、SSE、SSE2、SSE2a、SSE3 (およびそれ以降の)命令と拡張機能を利用している
__asm()アセンブラコードにも当てはまります。

3.4.105 –xassume_control[ =keywords]
ASSUMEプラグマを制御するパラメータを設定します。

このフラグを使用して、コンパイラがソースコード内の ASSUMEプラグマを処理する
方法を制御します。

プログラマは ASSUMEプラグマを使用することによって、コンパイラがより良い最適
化を得るために使用できる特殊な情報を表明することができます。これらの表明
は、確率を指定することができます。確率が 0または 1の場合は確実 (certain)とさ
れ、それ以外の場合は不確実 (non-certain)とみなされます。

また、可能性または確実性を指定して、次にDOループのトリップカウント、また
は分岐が起こることを表明することもできます。

f95コンパイラが認識する ASSUMEプラグマの説明については、35ページの「2.3.1.8
ASSUME指令」を参照してください。

-xassume_controlオプションの keywordsには、1つのサブオプションキーワードまた
はコンマで区切られたキーワードのリストを指定できます。認識されるキーワード
サブオプションは、次のとおりです。

optimize ASSUMEプラグマで指定される表明は、プログラムの最適化に影響を
与えます。
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check コンパイラは確実とマークされたすべての表明の正確さを検査する
コードを生成し、表明が違反している場合は実行時メッセージを出
力します。プログラムは fatalが指定されていなければ、処理を続行
します。

fatal checkとともに使用すると、確実とマークされている表明が違反を起
こすとプログラムは終了します。

retrospective[:d] dパラメータはオプションの許容値で、1未満の正の実数定数を指定
する必要があります。デフォルトは「.1」です。retrospectiveを指
定すると、すべての表明について真と偽をカウントするコードをコ
ンパイルします。値が許容値 dを超えると、プログラム終了時に一覧
が出力されます。

%none すべての ASSUMEプラグマが無視されます。

コンパイラのデフォルトは次のとおりです。

-xassume_control=optimize

これは、コンパイラが ASSUMEプラグマを認識し、最適化に影響を与えますが、検査
は行わないという意味です。

パラメータを指定しない場合、-xassume_controlは次と同義です。

-xassume_control=check,fatal

この場合、コンパイラは certainとマークされたすべての ASSUMEプラグマを受け付
け、検査しますが、最適化には影響を与えません。表明が無効の場合、プログラム
は終了します。

3.4.106 -xautopar
-autoparと同義です。

3.4.107 –xbinopt={prepare | off}
(SPARC)このオプションは廃止されたため、コンパイラの将来のリリースで削除さ
れます。106ページの「3.4.103 –xannotate[ ={yes|no}]」を参照してください。

コンパイル後の最適化用にバイナリを準備します。

コンパイル済みのバイナリファイルは、あとで binopt(1)を使用して、最適化、変
換、分析できます。このオプションは、実行可能ファイルまたは共有オブジェクト
を構築するときに使用できます。また、有効にするには、最適化レベルを -O1以上
にする必要があります。
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このオプションを使用して構築すると、バイナリファイルのサイズが約 5%増加しま
す。

コンパイルとリンクを個別に実行する場合、コンパイルとリンクの両方で -xbinopt

を指定する必要があります。

アプリケーションのすべてのソースコードを -xbinoptでコンパイルしなかった場合
でも、次のように、プログラムバイナリを構築する最後のリンク手順で -xbinoptフ
ラグを使用します。

example% f95 -0 program -xbinopt=prepare a.o b.o c.f95

-xbinoptを使用してコンパイルしたコードだけが、binopt(1)で最適化できます。

gprofプロファイリング用に -xpgを使用してコンパイルされたバイナリは、binopt

と一緒に使用してはいけません。これは、両者に互換性がなく、内部エラーが発生
する可能性があるためです。

デフォルトは -xbinopt=offです。

3.4.108 –xcache=c
オプティマイザ用のキャッシュ特性を定義します。

このオプションは、オプティマイザが使用できるキャッシュ特性を指定します。特
別なキャッシュ特性が必ず使用されるわけではありません。

このオプションは、-xtargetオプションを展開した機能の一部です。-xtargetオプ
ションで暗黙に指定された -xcache値の指定を変更する場合に、このオプションを単
独で使用します。

表 3–16 -xcacheの値

値 意味

generic どのプロセッサでもパフォーマンスが著しく低
下することがないように、キャッシュ特性を定
義します。これはデフォルト値です。

native ホストプラットフォームで良好なパフォーマン
スを得るためのキャッシュ特性を定義します。

s1/l1 /a1[/t1 ] レベル 1のキャッシュ特性を定義します。

s1/l1 /a1[/t1 ]:s2/ l2/a2[ /t2] レベル 1と 2のキャッシュ特性を定義します。

s1/l1 /a1[/t1 ]:s2/ l2/a2[ /t2]:s3 /l3/ a3[/t3] レベル 1、2、3のキャッシュ特性を定義しま
す。
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si/li /ai/tiフィールドは次のように定義されます。

si レベル iのデータキャッシュのサイズ (キロバイト単位)

li レベル iのデータキャッシュのラインサイズ (バイト単位)

ai レベル iのデータキャッシュの結合特性

ti レベル iでキャッシュを共有するハードウェアスレッドの数 (省略可能)

例: -xcache=16/32/4:1024/32/1では、次の内容を指定します。

レベル 1のキャッシュ: 16Kバイト、32バイト行サイズ、4面結合

レベル 2のキャッシュ: 1024Kバイト、32バイト行サイズ、ダイレクトマップ結合

3.4.109 –xcheck= keyword
実行時の特別な検査を生成します。

キーワードには次のいずれかを指定します。

keyword 機能

stkovf 副プログラムのエントリのスタックオーバーフローを実行時に検査しま
す。スタックオーバーフローが検出されると、SIGSEGVセグメント例外
が発生します

no%stkovf スタックオーバーフローの実行時の検査を無効にします

init_local 局所変数の特定の初期化を実行します。

コンパイラは局所変数を、代入される前にプログラムが使用すると算術
例外を起こす可能性がある値に初期化します。ALLOCATE文によって割り
当てられたメモリーも同じように初期化されます。

モジュール変数、STATICローカル変数と SAVEローカル変数、および
COMMONブロックの変数は初期化されません。

詳細は、『Cユーザーズガイド』を参照してください。

no%init_local 局所変数の初期化を無効にします。これはデフォルト値です。

%all 実行時のすべての検査機能を有効にします。

%none 実行時のすべての検査機能を無効にします。

スタックオーバーフローは、特に、スタックに大きな配列が割り当てられるマルチ
スレッドアプリケーションで、近傍のスレッドスタックのデータを警告なしに破壊
する可能性があります。スタックオーバーフローの可能性がある場合
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は、-xcheck=stkovfを使用してすべてのルーチンをコンパイルします。ただし、こ
のフラグを使用してコンパイルしても、このフラグを使用せずにコンパイルした
ルーチンでスタックオーバーフローが起こる可能性があるので、すべてのスタック
オーバーフローの状況が検出されるわけではありません。

3.4.110 –xchip= c
オプティマイザ用のターゲットプロセッサを指定します。

このオプションは、処理対象となるプロセッサを指定することによって、タイミン
グ特性を指定します。

このオプションは単独で使用できますが、-xtargetオプションを展開した機能の一
部です。-xtargetオプションで暗黙に指定された -xchip値の指定を変更する場合
に、このオプションを使用します。

-xchip=cは次のものに影響を与えます。

■ 命令の順序 (スケジューリング)
■ 分岐をコンパイルする方法
■ 同義の代替命令の選択

次の表に、-xchipの有効なプロセッサ名の値をまとめてあります。

表 3–17 -xchipでよく使われる SPARCプロセッサ名

-xchip= 最適化の対象

generic ほとんどの SPARCプロセッサこれがデフォルトです。

native このホストプラットフォーム

sparc64vi SPARC64 VIプロセッサ

sparc64vii SPARC64 VIIプロセッサ

sparc64viiplus SPARC64 VII+プロセッサ

ultra UltraSPARCプロセッサ

ultra2 UltraSPARC IIプロセッサ

ultra2e UltraSPARC IIeプロセッサ

ultra2i UltraSPARC IIiプロセッサ

ultra3 UltraSPARC IIIプロセッサ

ultra3cu UltraSPARC IIIcuプロセッサ

ultra3i UltraSPARC IIIiプロセッサ
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表 3–17 -xchipでよく使われる SPARCプロセッサ名 (続き)
-xchip= 最適化の対象

ultra4 UltraSPARC IVプロセッサ

ultra4plus UltraSPARC IV+プロセッサ

ultraT1 UltraSPARC T1プロセッサ

ultraT2 UltraSPARC T2プロセッサ

ultraT2plus UltraSPARC T2+プロセッサ

ultraT3 UltraSPARC T3プロセッサ

T3 SPARC T3プロセッサ

T4 SPARC T4プロセッサ

x86プラットフォーム: -xchip値は、 pentium、 pentium_pro、 pentium3、 pentium4、
generic、 opteron、 core2、 penryn、 nehalem、 amdfam10、 sandybridge、
westmere、および nativeのいずれかです。

3.4.111 –xcode= keyword
(SPARC) SPARCプラットフォームのコードアドレス空間を指定します。

keywordの値は次のとおりです。

keyword 機能

abs32 32ビットの絶対アドレスを生成します。コード、データ、および bssを
合計したサイズは 2**32バイトに制限されます。次の 32ビットのプ
ラットフォームでのデフォルトです。

abs44 44ビットの絶対アドレスを生成します。コード、データ、および bssを
合計したサイズは 2**44バイトに制限されます。次の 64ビットのプ
ラットフォームだけで使用できます。

abs64 64ビットの絶対アドレスを生成します。次の 64ビットのプラット
フォームだけで使用できます。

pic13 位置独立コード (スモールモデル)を生成します。-picと同義です。32
ビットのプラットフォームでは 2**11の、64ビットのプラットフォーム
では 2**10の固有の外部シンボルを引用できます。

pic32 位置独立コード (ラージモデル)を生成します。-PICと同義です。32
ビットのプラットフォームでは 2**30の、64ビットのプラットフォーム
では 2**29の固有の外部シンボルを引用できます。
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-xcode=keywordを明示的に指定しなかった場合のデフォルトは、次のとおりです。

32ビットのプラットフォームの場合は、–xcode=abs32です。64ビットのプラット
フォームの場合は、–xcode=abs44です。

3.4.111.1 位置独立コード
実行時のパフォーマンスを向上するために動的共有ライブラリを作成するときに
は、-xcode=pic13または -xcode=pic32を使用します。

動的実行可能ファイルのコードは、通常、メモリーの固定アドレスに結び付けら
れ、位置独立コードは、プロセスのどのようなアドレス空間でもロードすることが
できます。

位置独立コードを使用する場合は、大域オフセットテーブルを使用した直接的なリ
ファレンスとして、再配置可能なリファレンスが作成されます。頻繁にアクセスさ
れる共有オブジェクトの項目は、-xcode=pic13または -xcode=pic32を使用してコン
パイルすると、位置独立コード以外のコードによって行われる多数の再配置が必要
なくなるという利点があります。

大域オフセットテーブルのサイズは、8Kバイトに制限されます。

-xcode={pic13|pic32}には、次のようなパフォーマンス上の影響があります。

■ -xcode=pic13または -xcode=pic32のいずれかでコンパイルされたルーチンは、エ
ントリで命令をいくつか実行することによって、共有ライブラリの大域変数や静
的変数へのアクセスに使用する大域的なオフセットテーブルを指すようにレジス
タを設定します。

■ 大域変数または静的変数にアクセスするごとに、大域オフセットテーブルを介し
て余分な間接メモリー参照を行います。pic32でコンパイルを実行すると、大域
的または静的なメモリー参照を行うごとに、命令が 2つ追加されます。

こうした影響があるとしても、-xcode=pic13または -xcode=pic32を使用すると、ラ
イブラリコードを共有できるため、必要となるシステムメモリーを大幅に減らすこ
とができます。-xcode=pic13または -xcode=pic32でコンパイルした共有ライブラリ
中のコードの各ページは、そのライブラリを使用する各プロセスで共有することが
できます。共有ライブラリ中にあるコードのページに 1つでも -picでコンパイルされ
ていないメモリー参照 (直接メモリー参照)があると、このページは共有できなくな
るため、ライブラリを使用したプログラムを実行するたびに、そのページのコ
ピーが作成されます。

.oファイルが -xcode=pic13または -xcode=pic32でコンパイルされているかどうかを
調べるには、nmコマンドを使用する方法がもっとも簡単です。

nm file.o | grep _GLOBAL_OFFSET_TABLE_

位置独立コードを含む .oファイルには、_GLOBAL_OFFSET_TABLE_への未解決の外部参
照があります。未解決の参照は Uの文字で示されます。
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-xcode=pic13または -xcode=pic32のどちらを使用するか決定するときは、elfdump -c

(詳細は elfdump(1)のマニュアルページを参照)を使用することによって、セクション
ヘッダー (sh_name: .got)を探して、大域オフセットテーブル (GOT)のサイズを調べ
てください。sh_size値がGOTのサイズです。GOTのサイズが 8,192バイトに満たな
い場合は -xcode=pic13、そうでない場合は -xcode=pic32を指定します。

一般に、-xcodeの使用方法の決定に際しては、次のガイドラインに従ってくださ
い。

■ 実行可能ファイルを構築する場合は、-xcode=pic13と -xcode=pic32のどちらも使
わない。

■ 実行可能ファイルへのリンク専用のアーカイブライブラリを構築する場合
は、-xcode=pic13と -xcode=pic32のどちらも使わない。

■ 共有ライブラリを構築する場合は、-xcode=pic13から開始し、GOTのサイズが
8,192バイトを超えたら、-xcode=pic32を使用する。

■ 共有ライブラリへのリンク用のアーカイブライブラリを構築する場合
は、-xcode=pic32のみ使用する。

動的ライブラリを構築する場合は、-xcode=pic13または pic32 (または -picまたは
-PIC)オプションを使用してコンパイルしてください。Oracle Solarisの『リンカーと
ライブラリ』を参照してください。

3.4.112 –xcommonchk[ ={yes|no}]
共通ブロック不一致の実行時検査を行います。

このオプションは、TASK COMMONや並列化を使用しているプログラムで共通ブロック
に不一致がないかデバッグ検査を行います。『Fortranプログラミングガイ
ド』の「並列化」の章で TASK COMMON指令に関する説明を参照してください。

デフォルトは -xcommonchk=noです。共通ブロック不一致の実行時検査を行うとパ
フォーマンスが低下するので、デフォルトではこのオプションは無効になっていま
す。-xcommonchk=yesはプログラム開発とデバッグのときだけ使用し、製品版のプロ
グラムには使用しないでください。

-xcommonchk=yesでコンパイルすると実行時検査が行われます。1つのソースプログ
ラム単位で正規の共通ブロックとして宣言されている共通ブロックが TASK COMMON指
令の中で指定されていると、プログラムは停止し、不一致を示すエラーメッセージ
が出力されます。値を指定しない場合、-xcommonchkは -xcommonchk=yesと同等で
す。
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3.4.113 –xdebugformat={ dwarf|stabs}
Solaris Studioコンパイラのデバッガ情報の形式は、「stabs」形式から「dwarf」形式
に移行しつつあります。このリリースのデフォルト設定は、-xdebugformat=dwarfで
す。

デバッグ情報を読み取るソフトウェアを保守している場合は、今回からそのような
ツールを stab形式から dwarf形式へ移行するためのオプションが加わりました。

このオプションは、ツールを移植する場合に新しい形式を使用する方法として使用
してください。デバッガ情報を読み取るソフトウェアを保守していないか、ツール
でこれらの内のいずれかの形式のデバッガ情報が必要でなければ、このオプション
を使用する必要はありません。

-xdebugformat=stabsは、stab標準形式を使用してデバッグ情報を生成します。

-xdebugformat=dwarfは、dwarf標準形式を使用してデバッグ情報を生成します。

-xdebugformatを指定しない場合は、コンパイラでは -xdebugformat=dwarfが指定さ
れます。引数なしでこのオプションを指定するとエラーになります。

このオプションは、-gオプションによって記録されるデータの形式に影響しま
す。また、この情報の一部の形式はこのオプションで制御されます。した
がって、-gを使用しなくても、-xdebugformatは有効です。

dbxとパフォーマンスアナライザソフトウェアは、stab形式と dwarf形式を両方とも
認識するので、このオプションを使用しても、ツールの機能にはまったく影響を与
えません。

これは過渡的なインタフェースなので、今後のリリースでは、マイナーリリースで
あっても互換性なく変更されることがあります。stabと dwarfのどちらであって
も、特定のフィールドまたは値の詳細は、今後とも変更される可能性があります。

コンパイルされたオブジェクトまたは実行可能ファイルのデバッグ情報の形式を判
断するには、dwarfdump(1)コマンドを使用します。

3.4.114 -xdepend
-dependと同義です。

3.4.115 -xF
パフォーマンスアナライザにより、関数レベルの並べ替えを行います。

コンパイラ、パフォーマンスアナライザ、およびリンカーを使用して、コアイ
メージで関数 (副プログラム)の並べ替えを再度実行できます。-xFオプションでコン
パイルすると、アナライザが実行されます。これにより、マップファイルを作成し
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て、関数がどのように使用されるかに応じて、メモリー中の関数の順序を並べ替え
ることができます。そのあと、実行可能ファイルを構築するリンクにおい
て、-Mmapfileリンカーオプションを使って、そのマップを使用するように指定する
ことができます。これによって、実行可能ファイルの関数が別々のセクションに配
置されます。f95 —M pathオプションも、リンカーに通常ファイルを渡します。f95

—Mpathオプションの説明を参照してください。

メモリー中の副プログラムの並べ替えは、アプリケーションのテキストページ
フォルト時間がアプリケーションの実行時間に占める割合が大きい場合にのみ役に
立ちます。その他の場合の並べ替えでは、アプリケーションの全体的なパフォーマ
ンスは改善されない場合があります。アナライザについての詳細は、『プログラム
のパフォーマンス解析』を参照しください。

3.4.116 -xfilebyteorder= options
リトルエンディアン式プラットフォームとビッグエンディアン式プラットフォーム
間のファイルの共有をサポートします。

このフラグは、書式なし入出力ファイル内のデータのバイト順序とバイト列を特定
します。optionsには、次のフラグを任意に組み合わせたものを指定しますが、少な
くとも 1つのフラグを指定する必要があります。

littlemax_align:spec

bigmax_align:spec

native:spec

max_alignは、ターゲットプラットフォームの最大バイト列を宣言します。指定でき
る値は 1、2、4、8、および 16です。境界整列は、C言語の構造体との互換性を維持
するため、プラットフォーム依存のバイト列を使用する Fortran VAX構造体と
Fortran派生型に適用されます。

最大バイト列がmax_alignのプラットフォームでは、littleは「リトルエンディア
ン」ファイルを表します。たとえば little4は 32ビット x86ファイルを表すのに対
し、little16は 64ビット x86ファイルを表します。

bigは、最大バイト列がmax_alignの「ビッグエンディアン」ファイルを指定しま
す。たとえば big8が 32ビット SPARCファイルを表すのに対し、big16は 64ビット
SPARCファイルを表します。

nativeは、コンパイルしているプロセッサプラットフォームが使用しているのと同
じバイト順序、バイト列の「ネイティブ」ファイルを表します。次は、「ネイ
ティブ」とみなされます。

3.4オプションリファレンス

第 3章 • Fortranコンパイラオプション 119



プラットフォーム
「ネイティブ」に相当するフ
ラグ

32ビット SPARC big8

64ビット SPARC big16

32ビット x86 little4

64ビット x86 little16

specには、コンマ区切りのリストで次を指定します。

%all

unit

filename

%allは、SCRATCHとして開かれるか、-xfilebyteorderフラグで明示的に指定する以
外のすべてのファイルと、その他の論理ユニットを表します。%allは、1回だけ指定
できます。

unitは、プログラムによって開かれた特定の Fortranユニット番号を表します。

filenameは、プログラムによって開かれた特定の Fortranファイル名を表します。

3.4.116.1 次に例を示します。
-xfilebyteorder=little4:1,2,afile.in,big8:9,bfile.out,12

-xfilebyteorder=little8:%all,big16:20

3.4.116.2 備考:
このオプションは、STATUS="SCRATCH"を指定して開かれたファイルには適用されま
せん。それらのファイルに対する入出力操作は、常にネイティブプロセッサのバイ
ト順序とバイト列が使用されます。

コンパイラコマンド行に -xfilebyteorderが指定されていない場合の最初のデフォル
トは、-xfilebyteorder=native:%allです。

このオプションには、ファイル名およびユニット番号をそれぞれ 1回だけ宣言でき
ます。

コマンド行に -xfilebyteorderを含める場合は、little、big、または nativeの少なくと
も 1つの指定と組み合わせる必要があります。

このフラグで明示的に宣言されていないファイルは、ネイティブファイルとみなさ
れます。たとえば、-xfilebyteorder=little4:zork.outを付けて zork.outをコンパイ
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ルした場合、このファイルは、4バイトの最大データ整列規則を持つリトルエン
ディアンの 32ビット x86ファイルと宣言され、ほかのすべてのファイルはネイ
ティブファイルになります。

ファイルに指定されたバイト順序はネイティブプロセッサと同じであるが、バイト
列が異なる場合は、バイトスワップが行われないにしても、適切なパディングが使
用されます。たとえば m64を付けた、64ビット x86プラットフォーム向けのコンパイ
ルで、-xfilebyteorder=little4:filenameが指定された場合などがそうです。

ビッグエンディアンとリトルエンディアン式プラットフォーム間で共有される
データレコード内で宣言する型は、同じサイズである必要があります。たとえ
ば、-xtypemap=integer:64,real:64,double:128を付けてコンパイルした SPARC実行
可能ファイルの生成するファイルを、-xtypemap=integer:64,real:64,double:64を付
けてコンパイルした x86実行可能ファイルが読み取ることはできません。これは、両
者のデフォルトの倍精度データ型のサイズが異なるためです。(ただし、Solaris
Studio 12 Update 1のリリース以降では、double:128は x64プロセッサで受け入れられ
ます)。

VAX構造体の成分の整列を変更するオプション (—vax=struct_alignなど)または構造
型の成分の整列を変更するオプション (—aligncommonや —dalignなど)をあるプラット
フォームで使用する場合、同じ整列オプションを、その整列オプションの影響を受
ける内容を持つ同じ書式なしデータファイルを共有する他のプラットフォームでも
使用する必要があります。

ネイティブ以外のファイルとして指定されたファイルに対して、UNION/MAPデータオ
ブジェクト全体を使った入出力操作を行うと、実行時入出力エラーになります。ネ
イティブ以外のファイルに対しては、MAPの個別メンバーを使った入出力操作のみ行
うことができます。UNION/MAPを含むVAXレコード全体を使った入出力操作は行え
ません。

3.4.117 –xhasc[ ={yes|no}]
ホレリス定数を実際の引数リストの文字列として扱います。

-xhasc=yesを指定すると、コンパイラは、サブルーチンまたは関数でホレリス定数
が実際の引数として指定された場合にそれらの定数を文字列として扱います。これ
はデフォルトであり、Fortranの標準に準拠しています。コンパイラが生成する実際
のコールリストには、各文字列の非表示の長さが示されます。

-xhasc=noを指定すると、ホレリス定数は副プログラムの型なしの値として扱わ
れ、それらの値のアドレスだけが実際の引数リストに配置されます。副プログラム
に渡される実際のコールリストには、文字列の長さは示されません。

ホレリス定数で副プログラムが呼び出され、呼び出された副プログラムが引数を
INTEGER (または CHARACTER以外)と予測する場合、ルーチンを -xhasc=noでコンパイル
します。
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例:

demo% cat hasc.f

call z(4habcd, ’abcdefg’)
end

subroutine z(i, s)

integer i

character *(*) s

print *, "string length = ", len(s)

return

end

demo% f95 -o has0 hasc.f

demo% has0

string length = 4 <-- should be 7
demo% f95 -o has1 -xhasc=no hasc.f

demo% has1

string length = 7 <-- now correct length for s

zへの 4habcdの受け渡しは、-xhasc=noでコンパイルすることにより、正しく行われ
ます。

このフラグは、従来の FORTRAN 77プログラムの移植を支援するために提供されて
います。

3.4.118 –xhelp=flags
コンパイラのオプションフラグを一覧表示します。-helpと同義です。

3.4.119 –xhwcprof[={enable | disable}]
(SPARC)コンパイラのデータ空間プロファイリングのサポートを有効にします。

-xhwcprofを有効にすると、コンパイラは、プロファイル対象のロード命令およびス
トア命令と、それらが参照するデータ型および構造体メンバーをツールが関連付け
るのに役立つ情報を、-gで生成されたシンボル情報と組み合わせて生成します。プ
ロファイルデータは、ターゲットの命令空間ではなく、データ空間と関連付けら
れ、命令のプロファイリングだけでは入手の容易でない、動作に関する詳細情報が
提供されます。

指定した一連のオブジェクトファイルは、-xhwcprofを使用してコンパイルできま
す。ただし、このオプションがもっとも役立つのは、アプリケーション内のすべて
のオブジェクトファイルに適用したときです。このオプションによって、アプリ
ケーションのオブジェクトファイルに分散しているすべてのメモリー参照を識別し
たり、関連付けたりするカバレージが提供されます。

コンパイルとリンクを別々に行う場合は、-xhwcprofをリンク時にも使用してくださ
い。
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-xhwcprof=enableまたは -xhwcprof=disableのインスタンスは、同じコマンド行にあ
る以前の -xhwcprofのインスタンスをすべて無効にします。

-xhwcprofはデフォルトでは無効です。引数を指定せずに -xhwcprofと指定すること
は、-xhwcprof=enableと指定することと同じです。

-xhwcprofを使用する場合は最適化を有効にし、デバッグのデータ形式を dwarf
(-xdebugformat=dwarf)に設定しておく必要があります。これは、この Solaris Studio
のリリースのデフォルトです。

-xhwcprofと -gを組み合わせて使用すると、コンパイラに必要な一時ファイル記憶
領域は、-xhwcprofと -gを単独で指定することによって増える量の合計を超えて大
きくなります。

次のコマンドは example.fをコンパイルし、ハードウェアカウンタによるプロファイ
リングのサポートを指定し、DWARFシンボルを使用してデータ型と構造体メン
バーのシンボリック解析を指定します。

f95 -c -O -xhwcprof -g example.f

ハードウェアカウンタによるプロファイリングの詳細は、『Oracle Solaris Studioパ
フォーマンスアナライザ』マニュアルを参照してください。

3.4.120 –xia[={ widestneed|strict}]
(Solaris)区間演算処理を有効化し、適切な浮動小数点環境を設定します。

指定しない場合のデフォルトは、-xia=widestneedです。

区間演算計算についての Fortran拡張機能の詳細は、『区画演算プログラミングリ
ファレンス』を参照してください。124ページの「3.4.123 –xinterval[
={widestneed|strict| no}]」も参照してください。

-xiaフラグは、次のように展開されるマクロです。

-xiaまたは
-xia=widestneed

-xinterval=widestneed -ftrap=%none -fns=no -fsimple=0

-xia=strict -xinterval=strict -ftrap=%none -fns=no -fsimple=0

3.4.121 –xinline= list
-inlineと同義です。
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3.4.122 –xinstrument=[%no]datarace
スレッドアナライザで分析するためにプログラムをコンパイルして計測するに
は、このオプションを指定します。

スレッドアナライザについての詳細は、tha(1)を参照してください。

このオプションを使用してコンパイルすることにより、パフォーマンスアナライザ
を使用して collect -r racesオプションを付けて計測されるプログラムを実行
し、データ競合検出実験を作成できます。計測されたコードをスタンドアロンで実
行できますが、低速で実行されます。

この機能を無効にするには、-xinstrument=no%dataraceと指定します。これはデ
フォルト値です。

-xinstrumentには、引数を 1つ指定する必要があります。

コンパイルとリンクを別々に行う場合は、両方の手順で -xinstrument=dataraceを指
定してください。

このオプションは、プリプロセッサトークン __THA_NOTIFYを定義します。#ifdef

__THA_NOTIFYを指定して、libtha(3)ルーチンへの呼び出しを保護することができま
す。

このオプションでは、-gも設定します。

3.4.123 –xinterval[ ={widestneed|strict| no}]
(Solaris)区間演算処理を有効化します。

オプションの値には、no、widestneed、または strictのいずれかを指定します。指
定しない場合のデフォルトは、widestneedです。

no 区間演算処理を有効にしません。

widestneed モードが混在した式に含まれる非間隔変数および定数を、式の中でもっとも広
い間隔のデータ型に変換します。

strict 型や長さが混在した間隔式の使用を禁止します。間隔型および長さの変換はす
べて明示的に行わなければなりません。

区間演算計算についての Fortran拡張機能の詳細は、『Fortran 95区画演算プログラミ
ングリファレンス』を参照してください。123ページの「3.4.120 –xia[={
widestneed|strict}]」も参照してください。
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3.4.124 –xipo[ ={0|1|2}]
相互手続きの最適化を実行します。

内部手続き解析パスを呼び出すことにより、プログラム全体の最適化を実行しま
す。-xipoはリンクステップですべてのオブジェクトファイル全体にわたって最適化
を実行し、コンパイルコマンドのソースファイルのみに限定されません。

-xipoは、大きなマルチファイルアプリケーションをコンパイルおよびリンクする際
に便利です。このフラグでコンパイルされたオブジェクトファイルは、それらの
ファイル内でコンパイルされた解析情報を保持します。これらの解析情報
は、ソースおよびコンパイル前のプログラムファイルで内部手続き解析を可能にし
ます。ただし、解析と最適化は、-xipoでコンパイルされたオブジェクトファイルに
限られ、ライブラリのオブジェクトファイルまで拡張できません。

-xipo=0は内部手続き解析を無効にし、-xipo=1は有効にします。-xipo=2

は、キャッシュのパフォーマンスを向上させるために、手続き間の別名付けの解
析、および記憶域割り当てとレイアウトの最適化を追加します。デフォルトは
-xipo=0で、-xipoが値なしで指定された場合は、-xipo=1が使用されます。

-xipo=2を付けてコンパイルすると、-xipo=2を付けずにコンパイルされた関数やサ
ブルーチン (たとえばライブラリ)から -xipo=2を付けてコンパイルされた関数やサブ
ルーチンへの呼び出しがあるべきではありません。

一例として、malloc()の置き換えとして、-xipo=2を付けてコンパイルした独自の
バージョンの malloc()を使用する場合は、作成したコードとリンクするライブラリ
内の malloc()を参照するすべての関数も -xipo=2を付けてコンパイルする必要があ
ります。ただし、システムライブラリに対してこのようなことを行うのは不可能な
場合があるため、この独自のバージョンの mallocのコンパイルに -xipo=2を使うべ
きではありません。

コンパイルとリンクを個別に実行する場合、-xipoをコンパイルとリンクの両方で指
定しなければなりません。

単一のコンパイル/リンク処理での -xipoの使用例:

demo% f95 -xipo -xO4 -o prog part1.f part2.f part3.f

オプティマイザは 3つのすべてのソースファイル間でファイル間のインライン化を
実行します。これは最終的なリンク手順で実行されるため、すべてのソースファイ
ルのコンパイルを単一のコンパイル処理で実行する必要はありません。-xipoを随時
指定することにより、個別のコンパイルが多数発生してもかまいません。

個別のコンパイル/リンク処理での -xipoの使用例:

demo% f95 -xipo -xO4 -c part1.f part2.f

demo% f95 -xipo -xO4 -c part3.f

demo% f95 -xipo -xO4 -o prog part1.o part2.o part3.o
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コンパイルステップで作成されるオブジェクトファイルは、それらのファイル内で
コンパイルされる追加の分析情報を保持します。そのため、リンクステップにおい
てファイル相互の最適化を実行できます。

ここでの制限事項は、-xipoでコンパイルを実行しても、ライブラリがファイル相互
の内部手続き解析に含まれない点です。次の例を参照してください。

demo% f95 -xipo -xO4 one.f two.f three.f

demo% ar -r mylib.a one.o two.o three.o

...

demo% f95 -xipo -xO4 -o myprog main.f four.f mylib.a

ここで、one.f、two.f、および three.fの間、および main.fと four.fの間で相互手
続きの最適化が実行されますが、main.fまたは four.fと、mylib.aのルーチンの間
では相互手続きの最適化が実行されません。最初のコンパイルは未定義のシンボル
に関する警告を生成する場合がありますが、相互手続きの最適化は、コンパイル手
順でありしかもリンク手順であるために実行されます。

-xipoに関するそのほかの重要な情報を次に示します。

■ 少なくとも最適化レベル -xO4を必要とします。
■ -xipoを付けてコンパイルされた実行可能プログラムを、並列makeツールを使用
して構築する場合、並列実行するリンク手順に共通のオブジェクトファイルが存
在すると、問題が発生する可能性があります。リンク処理の前に、最適化される
オブジェクトファイルのコピーをリンク手順ごとに作成してください。

■ -xipoなしでコンパイルされたオブジェクトは、-xipoでコンパイルされたオブ
ジェクトと自由にリンクできます。

■ -xipoオプションは、ファイルを介して最適化を実行する際に必要な情報を追加
するため、非常に大きなオブジェクトファイルを生成します。ただし、この補足
情報は最終的な実行可能バイナリファイルの一部にはなりません。実行可能プロ
グラムのサイズが拡大する原因は、最適化の追加実行にあります。

■ このリリースにおいて、ファイル相互の副プログラムのインライン化は、-xipo

で実行される唯一の相互手続きの最適化です。
■ .sのアセンブリ言語ソースファイルは、内部手続き解析には関係しません。
■ -Sを付けたコンパイルでは、-xipoフラグは無視されます。

コンパイルに -xipoを使用すべきでないケース

内部手続き解析では、コンパイラは、リンクステップでオブジェクトファイル群を
操作しながら、プログラム全体の解析と最適化を試みます。このとき、コンパイラ
は、このオブジェクトファイル群に定義されているすべての foo()関数 (またはサブ
ルーチン)に関して次の 2つのことを仮定します。

(1)実行時、このオブジェクトファイル群の外部で定義されている別のルーチンに
よって foo()が明示的に呼び出されない。
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(2)オブジェクトファイル群内のルーチンから呼び出される foo()が、そのオブ
ジェクトファイル群の外部に定義されている別のバージョンの foo()によって置き換
えられることがない。

アプリケーションに対して仮定 (1)が当てはまらない場合は、-xipo=2でコンパイル
しないでください。仮定 (2)が当てはまらない場合は、-xipo=1および -xipo=2でコ
ンパイルしないでください。

一例として、独自のソースバージョンの malloc()で関数 -xipo=2を置き換える
ケースを考えてみましょう。その独自のコードとリンクされる malloc()を参照する
ライブラリのすべての関数も -xipo=2でコンパイルする必要があり、リンク手順でそ
れらのオブジェクトファイルが必要になります。しかしながら、システムライブラ
リでは、このことが不可能なことがあり、このため、独自のバージョンのmallocの
コンパイルに -xipo=2を使うべきではありません。

もう 1つの例として、別々のソースファイルにある foo()および bar()という 2つの
外部呼び出しを含む共有ライブラリを構築するケースを考えてみましょう。bar()は
その本体内で foo()を呼び出します。関数呼び出し foo()が実行時に割り込み処理さ
れる場合、foo()または bar()いずれのソースファイルも -xipo=1または-xipo=2でコ
ンパイルしません。foo()が bar()内にインライン化され、-xipoでコンパイルした
場合に不正な結果になる可能性があります。

3.4.125 –xipo_archive[ ={none|readonly| writeback}]
(SPARC)ファイル相互の最適化でアーカイブ ((.a)ライブラリを取り込むことを可能
にします。

値には、次のいずれかを指定します。

none アーカイブファイルを処理しません。コンパイラは、-xipoを使用して
コンパイルされたオブジェクトファイル、およびリンク時にアーカイブ
ライブラリから抽出されたオブジェクトファイルに対して、モジュール
相互のインライン化または最適化を適用しません。これを適用するに
は、-xipoと、-xipo_archive=readonlyまたは -xipo_archive=writeback

のいずれかをリンク時に指定する必要があります。
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readonly 実行可能ファイルを生成する前に、アーカイブライブラリ (.a)に存在す
る -xipoでコンパイルしたオブジェクトファイルを使ってリンカーに渡
すオブジェクトファイルを最適化します。

-xipo_archive=readonlyオプションによって、リンク時に指定された
アーカイブライブラリのオブジェクトファイルに対する、モジュール相
互のインライン化および内部手続きデータフロー解析が有効になりま
す。ただし、モジュール間のインライン化によってほかのモジュールに
挿入されたコード以外のアーカイブライブラリのコードに対する、モ
ジュール間の最適化は有効になりません。

アーカイブライブラリ内のコードにモジュール相互の最適化を適用する
には、-xipo_archive=writebackを指定する必要があります。これを行う
と、コードが抽出されたアーカイブライブラリの内容が変更されること
があります。

writeback 実行可能ファイルを生成する前に、アーカイブライブラリ (.a)に存在す
る -xipoでコンパイルしたオブジェクトファイルを使ってリンカーに渡
すオブジェクトファイルを最適化します。コンパイル中に最適化された
ライブラリに含まれるオブジェクトファイルはすべて、その最適化され
たバージョンに置き換えられます。

アーカイブライブラリの共通セットを使用する並列リンクでは、最適化
されるアーカイブライブラリの独自のコピーを、各リンクでリンク前に
作成する必要があります。

-xipo_archiveの値が指定されていない場合、コンパイラは -xipo_archive=noneに設
定します。

3.4.126 –xivdep[ =p]
!DIR$ IVDEP指令の解釈を無効または設定します。

IVDEP指令は、ループ内で検出された一部またはすべての配列参照のループがもたら
す依存関係を無視し、特にほかの方法では実行できないマイクロベクトル化、配
布、ソフトウェアパイプラインなどのさまざまなループの最適化を実行するよう
に、コンパイラに指示します。これは、依存関係が重要ではない、または依存関係
が実際に発生しないことをユーザーが把握している状況で使用されます。

!DIR$ IVDEP指令の解釈は、-xivdepオプションの値に応じて異なります。pの次の値
は、次のように解釈されます。

loop —推測されるループがもたらすベクトル依存関係を無視します。
loop_any —すべてのループがもたらすベクトル依存関係を無視します。
back —推測される後方へのループがもたらすベクトル依存関係を無視します。
back_any —すべての後方へのループがもたらすベクトル依存関係を無視します。
none —依存関係を無視しません (IVDEP指令を無効にします)。
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これらの解釈は、ほかのベンダーの IVDEP指令の解釈と互換性があります。

—xivdepが指定されていない場合、および引数を使用せずに —xivdepが指定されてい
る場合のデフォルトはどちらも —xivdep=loopです。これは、!DIR$ IVDEP指令がデ
フォルトで有効であることを示します。

詳細は、37ページの「2.3.3 IVDEP指令」を参照してください。

3.4.127 –xjobs= n
複数のプロセッサを使用してコンパイルします。

コンパイラが処理を行うために生成するプロセスの数を設定するには、-xjobsオプ
ションを指定します。このオプションを使用すると、マルチCPUマシン上での構築
時間を短縮できます。このリリースの f95コンパイラでは、-xjobsとともに使用で
きるのは -xipoオプションだけです。-xjobs=nを指定すると、内部手続きオプ
ティマイザは、さまざまなファイルをコンパイルするために呼び出せるコード
ジェネレータインスタンスの最大数として nを使用します。

一般に、nに指定する確実な値は、使用できるプロセッサ数に 1.5を掛けた数で
す。生成されたジョブ間のコンテキスト切り替えにより生じるオーバーヘッドのた
め、使用できる仮想プロセッサ数の何倍もの値を指定すると、パフォーマンスが低
下することがあります。また、あまり大きな数を使用すると、スワップ領域などシ
ステムリソースの限界を超える場合があります。

-xjobsには必ず値を指定する必要があります。値を指定しないと、エラー診断が表
示され、コンパイルは中止します。

コマンド行で複数の -xjobsの指定がある場合、一番右にあるインスタンスの指定に
よって上書きされます。

次の例に示すコマンドは 2つのプロセッサを持つシステム上で、-xjobsオプション
を指定しないで実行された同じコマンドよりも高速にコンパイルを実行します。

example% f95 -xipo -xO4 -xjobs=3 t1.f t2.f t3.f

3.4.128 –xkeepframe[ =[%all,%none,name, no%name]]
指定した機能 (name)のスタック関連の最適化を禁止します。

%all -すべてのコードのスタック関連の最適化を禁止します。

%none -すべてのコードのスタック関連の最適化を許可します。
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このオプションは累積的で、コマンド行で複数回指定できます。たとえ
ば、—xkeepframe=%all —xkeepframe=no%func1 は、func1 を除くすべての関数について
スタックフレームを維持するべきであることを示しています。また、—xkeepframeは
—xregs=frameptrを上書きします。たとえば、—xkeepframe=%all —xregs=frameptr

は、すべての関数についてスタックを維持するべきだが、—xregs=frameptrの最適化
は無視されることを示しています。

このオプションがコマンド行で指定されていないと、コンパイラはデフォルトの
-xkeepframe=%none を使用します。このオプションが値なしで指定されると、コンパ
イラは -xkeepframe=%allを使用します。

3.4.129 -xknown_lib=library_list
既知のライブラリの呼び出しを認識します。

指定された場合は、既知のライブラリの参照をイントリンシクスとして扱
い、ユーザー定義のバージョンを無視します。これによって、コンパイラは、ライ
ブラリに関する情報に基づき、ライブラリルーチンの呼び出しを最適化します。

library_listには、現時点では blas、blas1、blas2、blas3、および intrinsicsに対す
る、コンマで区切られたキーワードのリストを指定します。コンパイラは次の
BLAS1、BLAS2、および BLAS3ライブラリルーチンを認識し、Sunのパフォーマンス
ライブラリの実装に適するように自由に最適化します。コンパイラは、これらのラ
イブラリルーチンのユーザー指定バージョンを無視し、Sun Performance Library中の
BLASルーチンを使用するか、このルーチンをインライン化します。

Sun Performance Libraryにリンクするには —library=sunperfオプションが必要です。

-xknown_lib= 機能

blas1 コンパイラは次の BLAS1ライブラリルーチンを認識します。

caxpy ccopy cdotc cdotu crotg cscal csrot csscal cswap dasum daxpy

dcopy ddot drot drotg drotm drotmg dscal dsdot dswap dnrm2 dzasum

dznrm2 icamax idamax isamax izamax sasum saxpy scasum scnrm2 scopy

sdot sdsdot snrm2 srot srotg srotm srotmg sscal sswap zaxpy zcopy

zdotc zdotu zdrot zdscal zrotg zscal zswap

blas2 コンパイラは次の BLAS3ライブラリルーチンを認識します。

cgemv cgerc cgeru ctrmv ctrsv dgemv dger dsymv dsyr dsyr2 dtrmv dtrsv

sgemv sger ssymv ssyr ssyr2 strmv strsv zgemv zgerc zgeru ztrmv ztrsv

blas3 コンパイラは次の BLAS3ライブラリルーチンを認識します。

cgemm csymm csyr2k csyrk ctrmm ctrsm dgemm dsymm dsyr2k dsyrk dtrmm

dtrsm sgemm ssymm ssyr2k ssyrk strmm strsm zgemm zsymm zsyr2k zsyrk

ztrmm ztrsm
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-xknown_lib= 機能

blas すべての BLASルーチンを選択します。-xknown_lib=blas1,blas2,blas3

と同義です。

intrinsics コンパイラは、Fortran組み込みの明示的な EXTERNAL宣言を無視しま
す。このため、ユーザー定義組み込み関数ルーチンも無視されます。組
み込み関数の名前のリストは、『Fortranライブラリ・リファレンス』を
参照してください。

3.4.130 –xl
(廃止)この旧バージョンの f77オプションはサポートされていません。現在の
Fortranコンパイラの同等オプションとして次を使用してくださ
い。-f77=%all,no%backslash -vax=$all,no%debug

3.4.131 -xlang=f77
(SPARC)旧バージョンの f77コンパイラで作成されたオブジェクトと互換性のある実
行時ライブラリを伴うリンクを作成します。

f95 -xlang=f77は、f77compatライブラリを伴うリンクを暗黙に定義し、f95オブ
ジェクトファイルと FORTRAN 77オブジェクトファイルのリンクを容易にしま
す。このフラグを使用してコンパイルすることによって、適切な実行環境が保証さ
れます。

f95および f77のコンパイル済みオブジェクトを単一の実行可能ファイルにリンクす
る際に、f95 -xlang=f77を使用します。

-xlangを付けたコンパイルでは、次のことに注意してください。

■ コンパイルで -xnolibおよび -xlangの両方を使わないでください。
■ FortranオブジェクトファイルとC++が混在する場合は、C++コンパイラを使用
し、CCコマンド行で -xlang=f95を指定してください。

■ C++オブジェクトと、並列オプションを付けてコンパイルした Fortranオブ
ジェクトファイルが混在する場合は、リンク用の CCコマンド行で -mtも指定する
必要があります。

3.4.132 –xld
(廃止)この (f77)オプションはサポートされていません。現在の Fortranコンパイラの
同等オプションとして次を使用してください。-f77=%all,no%backslash

-vax=$all,no%debug
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3.4.133 -xlibmil
-libmilと同義です。

3.4.134 -xlibmopt
最適化された数学ルーチンを使用します。

速度の最適化のために選択された数学ルーチンを使用します。このオプションに
よって通常は高速なコードが生成されます。結果が若干異なる場合があります
が、このときは普通は最終ビットが違っています。このライブラリオプションをコ
マンド行に指定する順序は重要ではありません。

3.4.135 –xlic_lib=sunperf
廃止。Sun Performance Libraryとリンクするには —library=sunperfを使用します。

3.4.136 –xlinkopt[ ={1|2|0}]
(SPARC)再配置可能なオブジェクトファイルのリンク時の最適化を実行します。

ポストオプティマイザは、リンク時にバイナリオブジェクトコードに対して高度な
パフォーマンス最適化を多数実行します。オプションの値には、実行する最適化の
レベルを 0、1、2のいずれかで設定します。

0 ポストオプティマイザは無効です。これがデフォルトです。

1 リンク時の命令キャッシュカラーリングと分岐の最適化を含む、制御フロー解析に
基づき最適化を実行します。

2 リンク時のデッドコードの除去とアドレス演算の簡素化を含む、追加のデータフ
ロー解析を実行します。

値なしで -xlinkoptフラグを指定すると、-xlinkopt=1とみなされます。

このような最適化は、リンク時にオブジェクトのバイナリコードを解析することに
よって実行されます。オブジェクトファイルは書き換えられませんが、最適化され
た実行可能コードは元のオブジェクトコードとは異なる場合があります。

このオプションは、プログラム全体をコンパイルし、実行時プロファイルフィード
バックとともに使用されるともっとも効果的です。

コンパイルとリンクを個別に実行する場合、-xlinkoptはコンパイルとリンクの両方
で指定する必要があります。
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demo% f95 -c -xlinkopt a.f95 b.f95

demo% f95 -o myprog -xlinkopt=2 a.o b.o

レベルパラメータは、コンパイラのリンク時にだけ使用されます。前述の例で
は、オブジェクトバイナリが暗黙的に指定された 1のレベルでコンパイルされてい
ても、使用される最適化後のレベルは 2です。

リンク時のポストオプティマイザは、インクリメンタルリンカー ildとともに使用
することはできません。-xlinkoptフラグは、デフォルトリンカーを ldに設定しま
す。-xildonフラグを使用してインクリメンタルリンカーを明示的に有効にしたとき
に -xlinkoptオプションも指定していると、-xlinkoptオプションは無効になります。

-xlinkoptオプションを有効にするには、プログラム内のルーチンの少なくとも一部
は、このオプションを指定してコンパイルする必要があります。-xlinkoptを指定し
ないでコンパイルされたオブジェクトバイナリについても、オプティマイザは限定
的な最適化を実行できます。

-xlinkoptオプションは、コンパイラのコマンド行にある静的ライブラリのコードは
最適化しますが、コマンド行にある共有 (動的)ライブラリのコードは最適化しませ
ん。共有ライブラリを構築 (-Gでコンパイル)する場合は、-xlinkoptも使用できま
す。

リンク時のポストオプティマイザは、実行時のプロファイルフィードバックととも
に使用するのがもっとも効果的です。プロファイリングによって、コードでもっと
もよく使用される部分ともっとも使用されない部分が明らかになるので、オプ
ティマイザはそれに基づき処理を集中するよう指示されます。これは、リンク時に
実行されるコードの最適な配置が命令のキャッシュミスを低減できるような、大き
なアプリケーションにとって特に重要です。このようなコンパイルの例を次に示し
ます。

demo% f95 -o progt -xO5 -xprofile=collect:prog file.f95

demo% progt

demo% f95 -o prog -xO5 -xprofile=use:prog -xlinkopt file.95

プロファイルフィードバックの使用方法の詳細は、-xprofileオプションを参照して
ください。

このオプションを指定してコンパイルすると、リンク時間がわずかに増えます。オ
ブジェクトファイルも大きくなりますが、実行可能ファイルのサイズは変わりませ
ん。-xlinkoptフラグと -gフラグを指定してコンパイルすると、デバッグ情報が取
り込まれるため、実行可能ファイルのサイズが増えます。

3.4.137 –xloopinfo
-loopinfoと同義です。
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3.4.138 –xmaxopt[ =n]
最適化プラグマを有効にして、最大最適化レベルを設定します。

nには 1 ~ 5の値を指定でき、それぞれ最適化レベル -O1 ~ -O5に対応しています。指
定しない場合、コンパイラは 5を使用します。

このオプションを指定すると、!$PRAGMA SUN OPT=n指令がソース入力に表示されてい
る場合に有効になります。このオプションを指定しないと、コンパイラはこれらの
指令行を注釈として解釈します。34ページの「2.3.1.5 OPT指令」を参照してくださ
い。

このプラグマ指令が -xmaxoptフラグの最大レベルを超える最適化レベルで指定され
ている場合は、コンパイラは -xmaxoptで設定したレベルを使用します。

3.4.139 –xmemalign[ =<a><b>]
(SPARC)メモリー境界整列の最大値の想定と、境界整列不正データへアクセスした
時の動作を指定します。

コンパイル時に境界整列を決定できるメモリーアクセスの場合、コンパイラは、そ
のデータ境界整列に適したロード/ストア命令のシーケンスを生成します。

境界整列がコンパイル時に決定できないメモリーアクセスの場合、コンパイラ
は、境界整列を想定して、必要なロード/ストア命令のシーケンスを生成します。

-xmemalignフラグを使用すると、このようなあいまいな状況の場合にコンパイラが
想定するデータの最大メモリー境界整列を指定することができます。整列不正
データへのメモリーアクセスが行われた場合の実行時エラーの動作も指定します。

指定する値は、2種類です。すなわち、数値の境界整列値 <a>と、英数字の動作フラ
グ <b>です。

境界整列値 <a>に指定できる値は、次のとおりです。

1 最大で 1バイトの境界整列を想定します。

2 最大で 2バイトの境界整列を想定します。

4 最大で 4バイトの境界整列を想定します。

8 最大で 8バイトの境界整列を想定します。

16 最大で 16バイトの境界整列を想定します。

不正境界整列データにアクセスした場合のエラーの動作を表す <b>に指定できる値
は、次のとおりです。

i アクセスを解釈し、実行を継続します。
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s SIGBUSという信号を発生させます。

f 64ビットのプラットフォームでは、4バイト以下の境界整列にだけ SIGBUS信号
を発生させます。それ以外ではアクセスを解釈して実行を継続します。その他
のプラットフォームでは、fは iと等価です。

-xmemalignを指定しない場合のコンパイル時のデフォルト値は、次のようになりま
す。

■ 32ビットのプラットフォームの場合は、8i

■ CおよびC++の 64ビットのプラットフォームの場合は、8s

■ Fortranの 64ビットのプラットフォームの場合は、8f

値をまったく指定しない場合の -xmemalignのデフォルト値は、すべてのプラット
フォームで 1iです。

-xmemalignそのものは、特定のデータ整列を強制的に行わせることはありませ
ん。強制的にデータ境界整列を行わせるには、-dalignまたは -aligncommonを使用し
てください。

また、bの値に iまたは fを指定してコンパイルしたオブジェクトファイルにリンク
する場合は、必ず、-xmemalignを指定してください。

-dalignオプションはマクロです。

-dalignは、-xmemalign=8s -aligncommon=16のマクロです。

-aligncommon=1を -xmemalignとともに使用しないでください。これらの指令は衝突
するため、同じプラットフォームや構成でセグメント例外が発生する場合がありま
す。

詳細は、55ページの「3.4.1 –aligncommon[ ={1|2|4| 8|16}]」を参照してください。

3.4.140 –xmodel=[ small | kernel | medium]
(x86) Solaris x64プラットフォームで共有オブジェクトのデータアドレスモデルを指
定します。

-xmodelオプションを使用すると、コンパイラでOracle Solaris x64プラットフォーム
用の 64ビット共有オブジェクトを作成できます。このオプションは、そのようなオ
ブジェクトのコンパイル時にのみ指定してください。

このオプションは、64ビットに対応した x86プラットフォーム ("x64")で -m64が指定
されている場合にのみ有効です。
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small このオプションは、実行されるコードの仮想アドレスがリンク時にわ
かっていて、すべてのシンボルが 0 ~ 231 - 224 - 1の範囲の仮想アドレスに配
置されることがわかっているスモールモデルのコードを生成します。

kernel すべてのシンボルが 264 - 231 ~ 264 - 224の範囲で定義されるカーネルモデル
のコードを生成します。

medium データセクションへのシンボリック参照の範囲に関する前提がないミ
ディアムモデルのコードを生成します。テキストセクションのサイズとア
ドレスは、スモールコードモデルの場合と同じように制限されます。静的
データのサイズが大きいアプリケーションでは、—m64を指定してコンパイ
ルする際に —xmodel=mediumの指定が必要な場合があります。

-xmodelを指定しない場合、コンパイラは -xmodel=smallとみなします。引数を指定
せずに-xmodelを指定すると、エラーになります。

この範囲内でオブジェクトにアクセスすることが確実であれば、必ずしもすべての
ルーチンをこのオプションでコンパイルする必要はありません。

3.4.141 -xnolib
-nolibと同義です。

3.4.142 -xnolibmil
-nolibmilと同義です。

3.4.143 -xnolibmopt
高速数学ライブラリを使用しません。

最適化された数学ライブラリとのリンクを無効にする場合に -fastと組み合わせて使
用します。

f95 -fast -xnolibmopt …

3.4.144 –xOn
-Onと同義です。
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3.4.145 –xopenmp[={ parallel|noopt|none}]
FortranのOpenMP Version 3.1の指令で明示的な並列化を有効にします。

フラグには、次のキーワードサブオプションを使用できます。

parallel

■ OpenMPプラグマの認識を有効にし、そのプラグマに基づいてプロ
グラムが並列化されます。

■ -xopenmp=parallelの最小限の最適化レベルは -xO3です。コンパイラ
は、必要に応じて最適化のレベルを低いレベルから -xO3に上げ、警
告を出力します。

■ プリプロセッサトークン _OPENMPを定義します。
■ -stackvarを自動的に呼び出します。

noopt

■ OpenMPプラグマの認識を有効にし、そのプラグマに基づいてプロ
グラムが並列化されます。

■ 最適化のレベルが -xO3より低い場合でも、コンパイラは最適化のレ
ベルを上げません。最適化レベルを -xO2 -xopenmp=nooptのように明
示的に -xO3よりも低く設定すると、エラーが表示されま
す。-xopenmp=nooptで最適化レベルを指定しなかった場合、OpenMP
プラグマが認識され、その結果プログラムが並列化されますが、最
適化は行われません。

■ プリプロセッサトークン _OPENMPを定義します。
■ -stackvarを自動的に呼び出します。

none OpenMPプラグマの認識を無効にし、最適化レベルを変更しませんコン
パイラのデフォルトです。

サブオプションキーワードなしで指定した -xopenmpは、-xopenmp=parallelと同義で
す。このデフォルトは将来のリリースで変更される可能性があります。

dbxでOpenMPプログラムをデバッグするには、-g -openmp=nooptを指定してコンパ
イルすれば、並列化部分にブレークポイントを設定して変数の内容を表示すること
ができます。

OpenMP指令の概要については、『OpenMP APIユーザーズガイド』を参照してくだ
さい。

—xopenmpでコンパイルされたプログラムを実行するときは、使用するスレッド数を
指定するために、OMP_NUM_THREADS環境変数を使用してください。OMP_NUM_THREADSが
設定されない場合、使用されるデフォルトのスレッド数は 2です。多くのスレッド
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を使用するには、OMP_NUM_THREADSを高い値に設定してください。1スレッドのみで
実行するには、OMP_NUM_THREADSを 1に設定します。一般的に、OMP_NUM_THREADS

は、実行中のシステム上で使用可能な仮想プロセッサ数に設定します。これ
は、Oracle Solarisの psrinfo(1)コマンドを使用して判別できます。詳細
は、『OpenMP APIユーザーズガイド』を参照してください。

入れ子並列を有効にするには、OMP_NESTED環境変数を TRUEに設定する必要がありま
す。入れ子並列は、デフォルトでは無効です。入れ子並列についての詳細は、Oracle
Solaris Studioの『OpenMP APIユーザーズガイド』を参照してください。

OpenMPでは、プリプロセッサ記号 _OPENMPの定義に 10進数YYYYMMを含める必要
があります。ここで、YYYYとMMは、この実装がサポートするOpenMP Fortran API
のバージョンの年と月を示します。現在の Solaris Studioリリースでは、この値は
OpenMP Version 3.1を表す 201131です。

コンパイルとリンクを分けて行う場合は、リンク時にも -xopenmpを指定する必要が
あります。これは、OpenMP指令を含むライブラリをコンパイルする場合、特に重
要です。

3.4.146 –xpad
-padと同義です。

3.4.147 –xpagesize= size
スタックとヒープ用に優先ページサイズを設定します。

SPARCプラットフォームでは、size値には次のいずれかを指定します。

8K 64K 512K 4M 32M 256M 2G 16G または default

x86プラットフォームでは、size値には次のいずれかを指定します。

4K 2M 4Mまたは default

例: -xpagesize=4M

これらすべてのページサイズが、あらゆるプラットフォームでサポートされている
わけではなく、アーキテクチャーと Solaris環境に依存します。指定されるページサ
イズは、ターゲットプラットフォーム上でOracle Solarisオペレーティング環境に有
効なページサイズにする必要があります。有効なページサイズは getpagesizes(3C)
によって返されます。有効なページサイズを指定しないと、要求は実行時に暗黙的
に無視されます。Oracle Solaris環境では、ページサイズ要求に従うという保証はあり
ません。
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実行中のプログラムが要求したページサイズを受け取ったかどうかを判断するに
は、pmap(1)または meminfo(2)を使用します。

-xpagesize=defaultを指定すると、フラグは無視されます。size値を指定しないで
-xpagesizeを指定することは、-xpagesize=defaultと同義です。

このオプションは、-xpagesize_heap=sizeと -xpagesize_stack=sizeを組み合わせたマ
クロです。これらの 2つのオプションは -xpagesizeと同じ次の引数を使用しま
す。両方に同じ値を設定するには -xpagesize=sizeを指定します。別々の値を指定す
るには個々に指定します。

このフラグを指定してコンパイルするのは、LD_PRELOAD環境変数を同等のオプ
ションで mpss.so.1に設定するか、またはプログラムを開始する前に同等のオプ
ションを指定してOracle Solarisコマンドの ppgsz(1)を実行するのと同じことで
す。詳細はOracle Solarisのマニュアルページを参照してください。

3.4.148 –xpagesize_heap= size
ヒープ用に優先ページサイズを設定します。

sizeの値は、-xpagesizeの説明と同じです。

詳細は、-xpagesizeを参照してください。

3.4.149 -xpagesize_stack= size
(SPARC)スタック用に優先ページサイズを設定します。

sizeの値は、-xpagesizeの説明と同じです。

詳細は、-xpagesizeを参照してください。

3.4.150 –xpec[ ={yes|no}]
PEC (Portable Executable Code)バイナリを生成します。

このオプションは、オブジェクトファイルおよびバイナリ内にプログラム中間表現
を配置します。このバイナリは、あとで調整およびトラブルシューティングに使用
できます。

-xpecを使用して構築したバイナリは、-xpecを使用しないで構築したバイナリの通
常 5 ~ 10倍の大きさになります。デフォルトは -xpec=noです。
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引数がない場合、-xpecは -xpec=yesと同義です。

3.4.151 –xpg
-pgと同義です。

3.4.152 –xpp={ fpp|cpp}
ソースファイルプリプロセッサを選択します。

デフォルトは -xpp=fppです。

コンパイラは fpp(1)を使用して、.F、.F95、または .F03のソースファイルの前処理
を行います。このプリプロセッサは Fortran用に適しています。旧バージョンで
は、標準のCプリプロセッサ cppが使用されていました。cppを選択するに
は、-xpp=cppと指定します。

3.4.153 –xprefetch[ =a[,a]]
先読みをサポートするアーキテクチャーで先読み命令を有効にします。

Fortran PREFETCH指令の詳細は、34ページの「2.3.1.7 PREFETCH指令」を参照してくだ
さい。

aには次のいずれかを指定します。

auto 先読み命令の自動生成を有効にします。

no%auto 先読み命令の自動生成を無効にします。

explicit 明示的な先読みマクロを有効にします。

no%explicit 明示的な先読みマクロを無効にします。

latx:factor (SPARC)指定の係数により、コンパイラの先読みからロード、およ
び先読みからストアまでの応答時間を調整します。係数には必ず正
の浮動小数点または整数を指定します。

大型の SPARCマルチプロセッサで集約的なコードを実行する場
合、-xprefetch=latx:factorを使用すると役立つことがあります。こ
のオプションは、指定の係数により、先読みからロードまたはスト
アまでのデフォルトの応答時間を調整するようにコード生成プログ
ラムに指示します。
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先読みの応答時間とは、先読み命令を実行してから先読みされた
データがキャッシュで利用可能となるまでのハードウェアの遅延の
ことです。コンパイラは、先読み命令と先読みされたデータを使用
するロードまたはストア命令の距離を決定する際に先読み応答時間
の値を想定します。

注 –先読みからロードまでのデフォルト応答時間は、先読みからスト
アまでのデフォルト応答時間と同じでない場合があります。

コンパイラは、幅広いマシンとアプリケーションで最適なパ
フォーマンスを得られるように先読み機構を調整します。しか
し、コンパイラの調整作業が必ずしも最適であるとはかぎりませ
ん。メモリーに負担のかかるアプリケーション、特に大型のマルチ
プロセッサでの実行を意図したアプリケーションの場合、先読みの
応答時間の値を引き上げることにより、パフォーマンスを向上でき
ます。この値を引き上げるには、1よりも大きい係数を使用しま
す。.5と 2.0の間の値は、おそらく最高のパフォーマンスを提供しま
す。

データセットが全体的に外部キャッシュに常駐しているアプリ
ケーションの場合、先読みの応答時間の値を引き下げることによ
り、パフォーマンスを向上できます。値を引き下げるには、1よりも
小さい係数を使用します。

-xprefetch=latx:factorオプションを使用するには、1.0に近い係数の
値から始め、アプリケーションに対してパフォーマンステストを実
施します。そのあと、テストの結果に応じて係数を増減し、パ
フォーマンステストを再実行します。係数の調整を継続し、最適な
パフォーマンスに到達するまでパフォーマンステストを実行しま
す。係数を小刻みに増減すると、しばらくはパフォーマンスに変化
がなく、突然変化し、再び平常に戻ります。

yes -xprefetch=yesは -xprefetch=auto,explicitと同義です。

no -xprefetch=noは -xprefetch=no%auto,no%explicitと同義です。

-xprefetch、-xprefetch=auto、および -xprefetch=yesを指定すると、コンパイラは
生成したコードに自由に先読み命令を挿入します。その結果、先読みをサポートす
るアーキテクチャーでパフォーマンスが向上します。
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3.4.153.1 デフォルト
-xprefetchを指定しないと、-xprefetch=auto,explicitが使用されます。

-xprefetchだけを指定すると、-xprefetch=auto,explicitが使用されます。

-xprefetchまたは -xprefetch=yesなどで自動先読みを有効にしても、応答時間係数
を指定しないと、-xprefetch=latx:1.0が使用されます。

3.4.153.2 相互作用
-xprefetch=explicitを指定すると、コンパイラは次の指令を認識します。

!$PRAGMA SUN_PREFETCH_READ_ONCE (name )

!$PRAGMA SUN_PREFETCH_READ_MANY (name )

!$PRAGMA SUN_PREFETCH_WRITE_ONCE (name )

!$PRAGMA SUN_PREFETCH_WRITE_MANY (name )

-xchip設定は、想定した応答時間、つまり latx:factor設定の結果に影響します。

latx:factorサブオプションは、SPARCプロセッサで自動先読み (auto)が実行可能な
場合のみ有効です。

3.4.153.3 警告
明示的な先読みは、測定値によってサポートされた特殊な環境でのみ使用すべきで
す。

コンパイラは、広範囲なマシンやアプリケーション間で最適なパフォーマンスを得
るために先読み機構を調整しますが、-xprefetch=latx:factorは、パフォーマンステ
ストで明らかに利点があることが確認された場合にかぎり使用してください。使用
先読み応答時間は、リリースごとに変わる可能性があります。したがって、別のリ
リースに切り替えたら、その都度応答時間係数の影響を再テストすることを推奨し
ます。

3.4.154 -xprefetch_auto_type=indirect_array_access
間接アクセスされるデータ配列に対して間接先読み命令を生成します。

直接メモリーアクセスに対して先読み命令が生成されるのと同じ方法
で、-xprefetch_level={1|2|3}オプションが指示するループに対して間接先読み命令
を生成します。接頭辞 no%を付けると、この宣言を無効にできます。

デフォルトは -xprefetch_auto_type=no%indirect_array_accessです。
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このオプションを使用するには、-xprefetch=autoおよび最適化レベル -xO3以上が必
須です。

-xdependなどのオプションは、メモリー別名のあいまいさを排除する情報の生成に
役立つため、間接先読み候補の計算の積極性に影響し、このため、自動的な間接先
読みの挿入が促進されることがあります。

3.4.155 –xprefetch_level={ 1|2|3}
先読み命令の自動生成をコントロールします。

このオプションは、次の設定でコンパイルしたときのみ有効です。

■ -xprefetch=auto

■ 最適化レベル 3以上
■ 先読みをサポートするプラットフォーム上

-xprefetch_levelを指定しない場合の -xprefetch=autoのデフォルトは、レベル 2で
す。

先読みレベル 2は、レベル 1よりも多くの先読み命令の機会を生成します。先読みレ
ベル 3は、レベル 2よりも多くの先読み命令を生成します。

先読みレベル 2および 3は、旧バージョンの SPARCまたは x86プラットフォームでは
無効な場合があります。

3.4.156 –xprofile= p
プロファイルのデータを収集したり、プロファイルを使用して最適化したりしま
す。

pには、collect[ :profdir]、use[ :profdir]、または tcov[ :profdir]を指定する必要があ
ります。

このオプションを指定すると、実行頻度のデータが収集されて実行中に保存されま
す。このデータを以降の実行で使用すると、パフォーマンスを向上させることがで
きます。プロファイルの収集は、マルチスレッド対応のアプリケーションにとって
安全です。すなわち、独自のマルチタスク (-mt)を実行するプログラムをプロファイ
リングすることで、正確な結果が得られます。このオプションは、最適化レベルを
-xO2かそれ以上に指定するときにのみ有効になります。コンパイルとリンクを
別々の手順で実行する場合は、リンク手順とコンパイル手順の両方で同じ -xprofile

オプションを指定する必要があります。
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collect[: profdir] 実行頻度のデータを集めて保存します。のちに -xprofile=use

を指定した場合にオプティマイザがこれを使用します。コンパ
イラによって文の実行頻度を測定するためのコードが生成され
ます。

-xMerge、-ztext、および -xprofile=collectを一緒に使用しな
いでください。-xMergeを指定すると、静的に初期化された
データを読み取り専用記憶領域に強制的に配置します。 -ztext

を指定すると、位置に依存するシンボルを読み取り専用記憶領
域内で再配置することを禁止します。-xprofile=collectを指定
すると、書き込み可能記憶領域内で、静的に初期化された、位
置に依存するシンボルの再配置を生成します。

プロファイルディレクトリ名として profdirを指定すると、この
名前が、プロファイル化されたオブジェクトコードを含むプロ
グラムまたは共有ライブラリの実行時にプロファイルデータが
保存されるディレクトリのパス名になります。profdirパス名が
絶対パスではない場合、プログラムがオプション
-xprofile=use:profdirでコンパイルされるときの現在の作業用
ディレクトリの相対パスとみなされます。

—xprofile=collect: prof_dirまたは —xprofile=tcov: prof_dirでプ
ロファイルディレクトリ名が指定されないと、プロファイル
データは実行時に program.profileという名前のディレクトリ
に保存されます。programはプロファイル化されたプロセスの
メインプログラムのベース名です。この場合、環境変数
SUN_PROFDATAおよび SUN_PROFDATA_DIRは、プロファイルデータ
が実行時に格納される場所を制御するために使用できます。設
定された場合、プロファイルデータは
$SUN_PROFDATA_DIR/$SUN_PROFDATAによって指定されるディレク
トリに書き込まれます。プロファイルディレクトリ名がコンパ
イル時に指定された場合、 SUN_PROFDATA_DIRおよび
SUN_PROFDATAは実行時に効果がありません。これらの環境変数
は、tcovで書き込まれたプロファイルデータファイルのパスと
名前を tcov(1)マニュアルページの説明どおり、同様に制御しま
す。

これらの環境変数が設定されていない場合、プロファイル
データは現在のディレクトリの profdir .profileディレクトリに
書き込まれます (profdirは実行可能ファイルの名前または
-xprofile=collect: profdir フラグで指定された名前)。 profdir

が .profileですでに終了している場合、-xprofileでは、profileが
profdirに追加されません。プログラムを複数回実行する
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と、実行頻度データは profdir.profileディレクトリに蓄積され
ていくので、以前の実行頻度データは失われません。

別々の手順でコンパイルしてリンクする場合
は、-xprofile=collectを指定してコンパイルしたオブジェクト
ファイルは、リンクでも必ず -xprofile=collectを指定してくだ
さい。

use[: profdir] —xprofile=collect[: profdir]または —xprofile=tcov[: profdir]で
コンパイルされたコードから収集された実行頻度データを使用
して、プロファイル化されたコードが実行されたときに実行さ
れた作業用に最適化します。profdirは、—xprofile=collect[:
profdir]または —xprofile=tcov[: profdir]でコンパイルされたプロ
グラムを実行して収集されたプロファイルデータを含むディレ
クトリのパス名です。

tcovおよび —xprofile=use[:profdir]の両方によって使用できる
データを生成するには、オプション —xprofile=tcov[:profdir]を
使用して、プロファイルディレクトリをコンパイル時に指定す
る必要があります。—xprofile=tcov: profdirおよび
—xprofile=use: profdirの両方で同じプロファイルディレクトリ
を指定する必要があります。混乱を最小限に抑えるため
に、profdirを絶対パス名として指定します。

profdirパス名は省略可能です。 profdirが指定されていない場
合、実行可能バイナリの名前が使用されます。-oが指定されて
いない場合、a.outが使用されます。 profdirが指定されていな
い場合、コンパイラは、profdir .profile/feedback、または
a.out.profile/feedbackを探します。例:

demo: f95 -xprofile=collect -o myexe prog.f95

demo: f95 -xprofile=use:myexe -xO5 -o myexe prog.f95

-xprofile=collectオプションを付けてコンパイルしたときに生
成され、プログラムの前の実行で作成されたフィードバック
ファイルに保存された実行頻度データを使用して、プログラム
が最適化されます。

-xprofileオプションを除き、ソースファイルおよびコンパイラ
のほかのオプションは、フィードバックファイルを生成したコ
ンパイル済みプログラムのコンパイルに使用したものと完全に
同一のものを指定する必要があります。同じバージョンのコン
パイラは、収集構築と使用構築の両方に使用する必要がありま
す。
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-xprofile=collect:profdirを付けてコンパイルした場合
は、-xprofile=use: profdirのコンパイルの最適化に同じプロ
ファイルディレクトリ名 profdirを使用する必要があります。

収集 (collect)段階と使用 (use)段階の間のコンパイル速度を高
める方法については、-xprofile_ircacheも参照してください。

tcov[: profdir] tcov(1)を使用する基本のブロックカバレッジ分析用の命令オブ
ジェクトファイル。

オプションの profdir引数を指定すると、コンパイラは指定され
た場所にプロファイルディレクトリを作成します。プロファイ
ルディレクトリに保存されたデータは、tcov(1)または
-xprofile=use:profdirを付けたコンパイラで使用できます。オ
プションの profdirパス名を省略すると、プロファイル化された
プログラムの実行時にプロファイルディレクトリが作成されま
す。プロファイルディレクトリに保存されたデータは、tcov(1)
でのみ使用できます。プロファイルディレクトリの場所は、環
境変数 SUN_PROFDATAおよび SUN_PROFDATA_DIRを使用して指定で
きます。

profdirで指定された場所が絶対パス名ではない場合、コンパイ
ル時に、コンパイル時点での現在の作業ディレクトリの相対パ
スと解釈されます。いずれかのオブジェクトファイルに profdir
を指定する場合は、同じプログラムのすべてのオブジェクト
ファイルに対して同じ場所を指定する必要があります。場所が
profdirで指定されているディレクトリには、プロファイル化さ
れたプログラムを実行するときにすべてのマシンからアクセス
できる必要があります。プロファイルディレクトリはその内容
が必要なくなるまで削除できません。コンパイラでプロファイ
ルディレクトリに保存されたデータは、再コンパイルする以外
復元できません。

例 [1]: 1つ以上のプログラムのオブジェクトファイルが
-xprofile=tcov:/test/profdataでコンパイルされる場
合、/test/profdata.profileという名前のディレクトリがコン
パイラによって作成されて、プロファイル化されたオブジェク
トファイルを表すデータの保存に使用されます。実行時に同じ
ディレクトリを使用して、プロファイル化されたオブジェクト
ファイルに関連付けられた実行データを保存できます。

例 [2]: myprogという名前のプログラムが -xprofile=tcovでコン
パイルされ、ディレクトリ /home/joeで実行されると、実行時
にディレクトリ /home/joe/myprog.profileが作成されて、実行
時プロファイルデータの保存に使用されます。
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3.4.157 –xprofile_ircache[ =path]
(SPARC)プロファイルの収集段階と使用段階の間、コンパイルデータを保存および
再利用します。

収集段階で保存したコンパイルデータを再利用することによって使用段階のコンパ
イル時間を短縮するには、-xprofile=collect|useとともに使用します。

指定すると、pathはキャッシュファイルが保存されているディレクトリを上書きし
ます。デフォルトでは、これらのファイルはオブジェクトファイルと同じディレク
トリに保存されます。収集段階と使用段階が 2つの別のディレクトリで実行される
場合は、パスを指定しておくと便利です。

一般的なコマンドシーケンスを次に示します。

demo% f95 -xO5 -xprofile=collect -xprofile_ircache t1.c t2.c

demo% a.out collects feedback data
demo% f95 -xO5 -xprofile=use -xprofile_ircache t1.c t2.c

大きなプログラムでは、中間データが保存されるため、使用段階のコンパイル時間
を大幅に向上させることができます。ただし、データを保存するために必要な
ディスク容量が増大します。

3.4.158 –xprofile_pathmap= collect_prefix:use_prefix
(SPARC)プロファイルデータファイル用のパスマッピングを設定します。

-xprofile_pathmapオプションは -xprofile=useオプションとともに使用します。

コンパイラが -xprofile=useでコンパイルされたオブジェクトファイルのプロファイ
ルデータを見つけられず、次の点に該当する場合は、-xprofile_pathmapを使用しま
す。

■ 前回 -xprofile=collectでコンパイルしたときに使用されたディレクトリとは異
なるディレクトリで、-xprofile=useを指定してコンパイルしている。

■ オブジェクトファイルはプロファイルで共通ベース名を共有しているが、異なる
ディレクトリのそれぞれの位置で相互に識別されている。

collect-prefixは、オブジェクトファイルが -xprofile=collectでコンパイルされた
ディレクトリツリーのUNIXパス名の接頭辞です。

use-prefixは、オブジェクトファイルが -xprofile=useを指定してコンパイルされた
ディレクトリツリーのUNIXパス名の接頭辞です。
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-xprofile_pathmapの複数のインスタンスを指定すると、コンパイラは指定した順序
でインスタンスを処理します。-xprofile_pathmapのインスタンスで指定された各
use-prefixは、一致する use-prefixが識別されるか、最後に指定された use-prefixがオブ
ジェクトファイルのパス名と一致しないことが確認されるまで、オブジェクト
ファイルのパス名と比較されます。

3.4.159 -xrecursive
RECURSIVE属性をもたないルーチンが自分自身を再帰的に呼び出せるようにします。

通常、RECURSIVE属性によって定義された副プログラムのみが再帰的に自分自身を呼
び出すことができます。

-xrecursiveを使用してコンパイルすると、RECURSIVE属性で定義されていない副プ
ログラムも、再帰的に自分自身を呼び出すことができます。ただし、RECURSIVEで定
義されたサブルーチンとは異なり、このフラグを使用しても、デフォルトで局所変
数がスタックに割り当てられることはありません。副プログラムの再帰的な呼び出
しごとに異なる局所変数を持つ場合は、-stackvarを使用してコンパイルし、局所変
数をスタックに設定します。

-xO2より上の最適化レベルで間接的な再帰 (ルーチンAがルーチン Bを呼び出し、そ
のあとにルーチン BがルーチンAを呼び出す)を実行すると、得られる結果に一貫性
がない場合があります。-xrecursiveフラグを指定してコンパイルすると、-xO2より
上の最適化レベルであっても、間接的な再帰を実行した場合の正確さが保証されま
す。

-xrecursiveを使用してコンパイルすると、パフォーマンスが低下する可能性があり
ます。

3.4.160 –xreduction
-reductionと同義です。

3.4.161 –xregs= r
生成されたコードのレジスタの使用法を指定します。

rには、appl、float、frameptrサブオプションのいずれか 1つ以上をコンマで区
切って指定します。

サブオプションの前に no%を付けるとそのサブオプションは無効になります。
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—xregsサブオプションは、特定のハードウェアプラットフォームでしか使用できま
せん。

例: -xregs=appl,no%float

表 3–18 -xregsサブオプション

値 意味

appl (SPARC)コンパイラがアプリケーションレジスタをスクラッチレジ
スタとして使用してコードを生成することを許可します。アプリ
ケーションレジスタは次のとおりです。

g2、g3、g4 ( 32ビットプラットフォーム)

g2、g3 (64ビットプラットフォーム)

すべてのシステムソフトウェアおよびライブラリ
は、-xregs=no%applを指定してコンパイルすることをお勧めしま
す。システムソフトウェア (共有ライブラリを含む)は、アプリ
ケーション用のレジスタの値を保持する必要があります。これらの
値は、コンパイルシステムによって制御されるもので、アプリ
ケーション全体で整合性が確保されている必要があります。

SPARC ABIでは、これらのレジスタはアプリケーションレジスタと
記述されています。これらのレジスタを使用すると必要なロードお
よびストア命令が少なくてすむため、パフォーマンスが向上しま
す。ただし、アセンブリコードで記述された古いライブラリプログ
ラムとの間で衝突が起きることがあります。

float (SPARC)コンパイラが浮動小数点レジスタを整数値用のスクラッチ
レジスタとして使用してコードを生成することを許可します。浮動
小数点値を使用する場合は、このオプションとは関係なくこれらの
レジスタを使用します。浮動小数点レジスタに対するすべての参照
をコードから排除する場合は、-xregs=no%floatを使用するととも
に、決して浮動小数点型をコードで使わないようにする必要があり
ます。
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表 3–18 -xregsサブオプション (続き)
値 意味

frameptr (x86)フレームポインタレジスタ (IA32の場合%ebp、AMD64の場合
%rbp)を汎用レジスタとして使用することを許可します。

デフォルトは -xregs=no%frameptrです。

-xregs=framptrを使用すると、コンパイラは浮動小数点レジスタを
自由に使用できるので、プログラムのパフォーマンスが向上しま
す。ただし、この結果としてデバッガおよびパフォーマンス測定
ツールの一部の機能が制限される場合があります。スタックト
レース、デバッガ、およびパフォーマンスアナライザ
は、—xregs=frameptrを使用してコンパイルされた機能についてレ
ポートできません。

C、Fortran、C++が混在しているコードで、Cまたは Fortran関数か
ら直接または間接的に呼び出されたC++関数が例外をスローする可
能性がある場合、このコードは —xregs=frameptrでコンパイルでき
ません。このような言語が混在するソースコードを —fastでコンパ
イルする場合は、コマンド行の —fastオプションのあとに
—xregs=no%frameptrを追加します。

64ビットのプラットフォームで使用できる多くのレジスタで
は、—xregs=frameptrでコンパイルすると、64ビットコードよりも
32ビットコードのパフォーマンスが向上する可能性が高くなりま
す。

-pgも指定されている場合、コンパイラは -xregs=frameptrを無視
し、警告を表示します。また、-xkeepframeは -xregs=frameptrを上
書きします。

SPARCのデフォルトは -xregs=appl,floatです。

x86のデフォルトは -xregs=no%frameptrです。-fastの展開に含まれる場合は
-xregs=frameptrです。

アプリケーションにリンクする共有ライブラリ用のコードは、-xregs=no%appl,float

を指定してコンパイルすることをお勧めします。少なくとも、共有ライブラリとリ
ンクするアプリケーションがこれらのレジスタの割り当てを認識するように、共有
ライブラリがアプリケーションレジスタを使用する方法を明示的に示す必要があり
ます。

たとえば、大局的な方法で (重要なデータ構造体を示すためにレジスタを使用するな
ど)レジスタを使用するアプリケーションは、ライブラリと確実にリンクするた
め、-xregs=no%applなしでコンパイルされたコードを含むライブラリがアプリ
ケーションレジスタをどのように使用するかを正確に特定する必要があります。

x86システムでは、-pgには -xregs=frameptrとの互換性がないため、これらの 2つの
オプションは一緒に使用してはいけません。-xregs=frameptrは -fastに含まれてい
る点にも注意してください。
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3.4.162 –xs
オブジェクトファイル (.o)がなくても dbxによってデバッグを実行できるようにし
ます。

-xsを指定すると、すべてのデバッグ情報が実行可能ファイルにコピーされます。実
行可能ファイルを別のディレクトリに移動した場合でも、オブジェクトファイル
(.o)を無視してそのまま dbxを使用することができます。このオプションは、.o

ファイルを維持できない場合に使用します。

-xsを付けずに実行可能ファイルを移動する場合は、ソースファイルとオブジェクト
ファイル (.o)の両方を移動するか、あるいは dbxの pathmapコマンドか useコマンド
のいずれかでパスを設定する必要があります。

3.4.163 -xsafe=mem
(SPARC)コンパイラは、メモリー保護の違反が発生していないことを想定できま
す。

このオプションを使用する場合、コンパイラはメモリーに関するトラップが発生し
ないことを前提とします。SPARC V9プラットフォーム上で投機的なロード命令を使
用することができます。

このオプションは、最適化レベルの -xO5と、次のいずれかの値の -xarchを組み合わ
せた場合にだけ有効です。m32と m64の両方で sparc、sparcvis、-sparcvis2、または
-sparcvis3。

注意 –アドレスの位置合わせが合わない、またはセグメンテーション侵害などの違反
が発生した場合は違反のないロードはトラップを引き起こさないので、このオプ
ションはこのような違反が起こる可能性のないプログラムでしか使用しないでくだ
さい。ほとんどのプログラムではメモリーに関するトラップは起こらないので、大
多数のプログラムでこのオプションを安全に使用できます。例外条件を扱うために
メモリーに関するトラップに明示的に依存するプログラムで、このオプションを使
用しないでください。

3.4.164 –xspace
コードのサイズが増大するような最適化は行いません。

例:コードのサイズが増大する場合は、ループの展開や並列化は行いません。

3.4.165 -xtarget=t
命令セットと最適化の対象とするプラットフォームを指定します。
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tには native、native64、generic、generic64、platform-nameのいずれかを指定しま
す。

-xtargetオプションは、実際のプラットフォームで発生す
る、-xarch、-xchip、-xcacheをまとめて指定することができます。-xtargetの意味
は =のあとに指定した値を展開したものにあります。

対象となるハードウェア (コンピュータ)の正式な名前をコンパイラに指定した方が
パフォーマンスが優れているプログラムもあります。プログラムのパフォーマンス
が重要な場合は、対象となるハードウェアを正確に指定してください。これは特
に、新しい SPARCプロセッサ上でプログラムを実行する場合に当てはまります。た
だし、ほとんどのプログラムおよびより旧式の SPARCプロセッサでは、パフォーマ
ンス向上はごくわずかなので、genericの指定で十分です。

-xtargetの実際の展開値は、リリースによって異なる可能性があります。コンパイ
ラが使用する展開値は、-dryrunフラグを使用して判断できます。

demo% f95 -dryrun -xtarget=ultra4plus

### command line files and options (expanded):

### -dryrun -xarch=sparcvis

-xcache=64/32/4/1:2048/64/4/2:32768/64/4/2 -xchip=ultra4plus

特定の指定プラットフォームでの —xtarget展開は、同じプラットフォームでの
—xtarget=native指定の展開と異なる場合があることに注意してください。

3.4.165.1 一般的なプラットフォームとネイティブプラットフォーム
native ホストプラットフォーム (32ビット)で、パフォーマンスを最適化

します。

—m32 —xarch=native —xchip=native —xcache=native に展開します。

native64 廃止。代わりに、—xtarget=native —m64を使用してください。

generic たいていの 32ビットプラットフォームで最高のパフォーマンスが
得られるようにします。

これがデフォルトで、次のように展開します。-m32

-xarch=generic -xchip=generic -xcache=generic

generic64 廃止。代わりに -xtarget=generic -m64を使用してください。

platform-name 指定したプラットフォームで、最高のパフォーマンスが得られるよ
うにします。次に一覧で表示します。

3.4.165.2 SPARCプラットフォーム
次の表は、コンパイラが認識できる、一般に使用されているシステムプラット
フォーム名の一覧です。
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表 3–19 一般に使用されている -xtargetシステムプラットフォームの展開

-xtarget= platform-name -xarch -xchip -xcache

sparc64vi sparcfmaf sparc64vi 128/64/2:5120/64/10

sparc64vii sparcima sparc64vii 64/64/2:5120/256/10

sparc64viiplus sparcima sparc64viiplus 64/64/2:11264/256/11

ultra sparcvis ultra 16/32/1:512/64/1

ultra1/140 sparcvis ultra 16/32/1:512/64/1

ultra1/170 sparcvis ultra 16/32/1:512/64/1

ultra1/200 sparcvis ultra 16/32/1:512/64/1

ultra2 sparcvis ultra2 16/32/1:512/64/1

ultra2/1170 sparcvis ultra 16/32/1:512/64/1

ultra2/1200 sparcvis ultra 16/32/1:1024/64/1

ultra2/1300 sparcvis ultra2 16/32/1:2048/64/1

ultra2/2170 sparcvis ultra 16/32/1:512/64/1

ultra2/2200 sparcvis ultra 16/32/1:1024/64/1

ultra2/2300 sparcvis ultra2 16/32/1:2048/64/1

ultra2e sparcvis ultra2e 16/32/1:256/64/4

ultra2i sparcvis ultra2i 16/32/1:512/64/1

ultra3 sparcvis2 ultra3 64/32/4:8192/512/1

ultra3cu sparcvis2 ultra3cu 64/32/4:8192/512/2

ultra3i sparcvis2 ultra3i 64/32/4:1024/64/4

ultra4 sparcvis2 ultra4 64/32/4:8192/128/2

ultra4plus sparcvis2 ultra4plus 64/32/4/1:2048/64/4/2:32768/64/4/2

ultraT1 sparc ultraT1 8/16/4/4:3072/64/12/32

ultraT2 sparcvis2 ultraT2 8/16/4:4096/64/16

ultraT2plus sparcvis2 ultraT2plus 8/16/4:4096/64/16

ultraT3 sparcvis3 ultraT3 8/16/4:6144/64/24

T3 sparcvis3 T3 8/16/4:6144/64/24

T4 sparc4 T4 16/32/4:128/32/8:4096/64/16
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64ビット対応のプラットフォームでの 64ビット Solaris OS向けのコンパイル
は、-m64フラグで指示します。-xtargetを指定する場合は、次に示すように
-xtargetフラグのあとに -m64を表示する必要があります。

-xtarget=ultra2 ... -m64

この指定がないと、デフォルトの 32ビットメモリーモデルが使用されます。

3.4.165.3 x86プラットフォーム
x86システムの有効な -xtargetプラットフォーム名とその展開を、次の表に示しま
す。

表 3–20 x86プラットフォームでの -xtargetの値

-xtarget= -xarch -xchip -xcache

opteron sse2 opteron 64/64/2:1024/64/16

pentium 386 pentium generic

pentium_pro pentium_pro pentium_pro generic

pentium3 sse pentium3 16/32/4:256/32/4

pentium4 sse2 pentium4 8/64/4:256/128/8

nehalem sse4_2 nehalem 32/64/8:256/64/8:

8192/64/16

penryn sse4_1 penryn 2/64/8:4096/64/16

woodcrest ssse3 core2 32/64/8:4096/64/16

barcelona amdsse4a amdfam10 64/64/2:512/64/16

sandybridge avx sandybridge 32/64/8:256/64/8:

8192/64/16

westmere aes westmere 32/64/8:256/64/8:12288/64/16

64ビット対応の x86プラットフォームでの 64ビット Solaris OS向けのコンパイル
は、-m64フラグで指示します。たとえば、-xtarget=opteronでのコンパイルは、必
要でもなく、十分でもありません。-xtargetを指定する場合は、次に示すように
-xtargetフラグのあとに -m64オプションを表示する必要があります。

-xtarget=opteron -m64

この指定がないと、32ビット x86用のコンパイルに戻ります。
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3.4.166 –xtime
-timeと同義です。

3.4.167 -xtypemap= spec
デフォルトのデータサイズを指定します。

デフォルトのデータ型に対するバイトサイズを指定することができます。このオプ
ションは、デフォルトのサイズの変数および定数に適用されます。

指定する文字列 specには、次の全部またはいずれかをコンマで区切ったリストで指
定します。

real:size,double: size,integer: size

各プラットフォームで使用できる組み合わせは次のとおりです。

■ real:32

■ real:64

■ double:64

■ double:128

■ integer:16

■ integer:32

■ integer:64

例:

■ -xtypemap=real:64,double:64,integer:64

デフォルトの REALおよび DOUBLEを 8バイトにマップします。

このオプションは REAL XYZ (64ビットの XYZになる)のように明示的にバイトサイズを
指定しないで宣言されたすべての変数に適用されます。単精度の REAL定数はすべて
REAL*8に変換されます。

INTEGERおよび LOGICALは同じように扱われ、COMPLEXは 2つの REALとしてマップさ
れます。また、DOUBLE COMPLEXは DOUBLEがマップされる方法で扱われます。

3.4.168 –xunroll= n
-unroll=nと同義です。
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3.4.169 -xvector[= a]
ベクタライブラリ関数の呼び出しの自動生成や、SIMD (Single Instruction Multiple
Data)をサポートする x86プロセッサ上で SIMD命令の生成ができます。このオプ
ションを使用するときは -fround=nearestを指定することによって、デフォルトの丸
めモードを使用する必要があります。

-xvectorオプションを指定するには、最適化レベルが -xO3かそれ以上に設定されて
いることが必要です。最適化レベルが指定されていない場合や —xO3よりも低い場合
はコンパイルは続行されず、メッセージが表示されます。

aについての可能な値は、次の表に一覧で示します。no%接頭辞は、関連するサブオ
プションを無効にします。

表 3–21 -xvectorサブオプション

値 意味

[no%]lib (Solarisのみ)コンパイラは可能な場合はループ内の数学ライブラ
リへの呼び出しを、同等のベクトル数学ルーチンへの単一の呼び
出しに変換できます。大きなループカウントを持つループで
は、これによりパフォーマンスが向上します。このオプションを
無効にするには no%libを使用します。

[no%]simd (x86のみ)ネイティブ x86 SSE SIMD命令を使用して特定のループ
のパフォーマンスを向上させるようコンパイラに指示します。ス
トリーミング拡張機能は、x86で最適化レベルが 3かそれ以上に
設定されている場合にデフォルトで使用されます。このオプ
ションを無効にするには no%simdを使用します。

コンパイラは、ストリーミング拡張機能がターゲットのアーキテ
クチャーに存在する場合、つまりターゲットの ISAが SSE2以上で
ある場合にのみ SIMDを使用します。たとえば、最新のプラット
フォームで
-xtarget=woodcrest、—xarch=generic64、-xarch=sse2、-xarch=sse3、ま
たは -fastを指定して使用できます。ターゲットの ISAにスト
リーミング拡張機能がない場合、このサブオプションは無効で
す。

%none このオプションを完全に無効にします。

yes このオプションは非推奨です。代わりに、-xvector=libを指定し
ます。

no このオプションは非推奨です。代わりに、-xvector=%noneを指定
します。

デフォルトは、x86では -xvector=simdで、SPARCプラットフォームでは
-xvector=%noneです。サブオプションなしで -xvectorを指定すると、コンパイラは
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x86 Solarisでは -xvector=simd,lib、SPARC Solarisでは -xvector=lib、Linuxプラット
フォームでは -xvector=simdと想定します。

コンパイラは、リンク時に libmvecライブラリを取り込みます。

コンパイルとリンクを別々のコマンドで実行する場合は、リンク時の CCコマンドに
必ず -xvectorを使用してください。

3.4.170 –ztext
再配置を伴わない純粋なライブラリだけを生成します。

-ztextの主な目的は、生成されたライブラリが純粋なテキストであるかどうか、す
べての命令が位置独立コードであるかどうかを確認することです。したがって、通
常は -Gおよび -picとともに使用します。

-ztextを指定すると、textセグメントに不完全な再配置がある場合、ldはライブラ
リを構築しません。データセグメントに不完全な再配置がある場合は、ldはライブ
ラリを構築しますが、そのデータセグメントは書き込み可能となります。

-ztextを指定しない場合、ldは再配置の状況とは無関係にライブラリを構築しま
す。

このオプションは主に、オブジェクトファイルが -picを付けて作成されたかどうか
が不明な場合に、ソースファイルとオブジェクトファイルの両方からライブラリを
作成するときに使用します。

例:ソースファイルとオブジェクトファイルの両方からライブラリを作成します。

demo% f95 -G -pic -ztext -o MyLib -hMyLib a.f b.f x.o y.o

また、コードが位置独立コードであるかどうかを確認するためにも、このオプ
ションを使用します。-picを付けずにコンパイルすると、純粋なテキストであるか
どうかを確認できます。

例: -picを付けない場合は、純粋なテキストであるかどうかを確認します。

demo% f95 -G -ztext -o MyLib -hMyLib a.f b.f x.o y.o

-ztextオプションと -xprofile=collectオプションを一緒に使用しないでくださ
い。-ztextが読み取り専用記憶領域での位置依存シンボルの再配置を禁止する一方
で、-xprofile=collectは書き込み可能記憶領域での静的に初期化された位置依存シ
ンボルの再配置を生成します。

-ztextを付けてコンパイルしても ldによってライブラリが構築されなかった場合
は、-ztextを付けずにコンパイルし直すと ldによってライブラリが構築されま
す。-ztextを指定した場合に構築が失敗するということは、ライブラリ中に共有不
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可能な成分があることを示します。ただし、この場合でもその他の成分は共有でき
るはずですが、パフォーマンスが最高でない可能性もあります。
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Solaris Studio Fortranの機能および拡張機
能

この付録では、Oracle Solaris Studio Fortranコンパイラ f95の主な言語機能および拡張
機能の一部について説明します。

4.1 ソース言語の機能
f95コンパイラは、Fortran標準規則に対して、次のソース言語の機能および拡張機
能を提供します。

4.1.1 継続行の制限
f95では、999行まで行を継続することができます (開始行が 1行とそのあとの継続行
が 999)。標準の Fortran 95では、固定形式の場合で 19行まで、自由形式の場合で 39
行までです。

4.1.2 固定形式のソースの行
固定形式のソースの場合、1行に 73文字以上使用できます。ただし、73桁目以降は
すべて無視されます。標準の Fortran 95では、行の長さは 72文字までです。

4.1.3 タブ形式
f95の固定形式のソーステキストは、次のように定義されています。

■ 1から 6の任意の列にあるタブによって、その行がタブ形式のソース行になりま
す。

■ タブより前に、コメントインジケータまたは文番号がある場合があります。
■ タブが最初の文字で空白以外の場合は、次のようになります。
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■ タブのあとの文字がゼロでない数字以外の場合、タブに続くテキストが最初の
行です。

■ 最初のタブのあとがゼロでない数字の場合、その行は継続行です。ゼロでない
数字に続くテキストは、その文の次の部分です。

f95のデフォルト最大行の長さは、固定形式で 72列および自由形式で 132列です。-e

コンパイラオプションを使用すると、固定形式のソースの行を 132列に拡張できま
す。

例:左のタブの形式のソースは、右に表示されます。

!^IUses of tabs

^ICHARACTER *3 A = ’A’
^IINTEGER B = 2

^IREAL C = 3.0

^IWRITE(*,9) A, B, C

9^IFORMAT(1X, A3,

^I1 I3,

^I2 F9.1 )

^IEND

! Uses of tabs

CHARACTER *3 A = ’A’
INTEGER B = 2

REAL C = 3.0

WRITE(*,9) A, B, C

9 FORMAT(1X, A3,

1 I3,

2 F9.1 )

END

前述の例で、「^I」はタブ文字を表し、「1」および「2」で始まる行は継続行を表
しています。コードはさまざまなタブの状態を示しますが、いずれの形式も推奨し
ません。

f95は、タブがあると以降その行の72行目までパディングします。そのため、次の行
に継続する文字列にタブが表示される場合、予想外の結果を招くことがあります。

ソースファイル:

^Iprint *, "Tab on next line

^I1this continuation line starts with a tab."
^Iend

コードの実行結果:

Tab on next line this continuation

line starts with a tab.

タブ書式が —f77オプションで使用される場合、行の長さに 132文字の制限はありま
せん。行をさらに長くできます。

4.1.4 想定するソースの書式
f95が想定するソースの書式は、オプション、指令、および拡張子によって異なりま
す。

4.1ソース言語の機能
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接尾辞が .fまたは .Fのファイルは、固定形式とみなされます。接尾辞が
.f90、.f95、.F90、または .F95のファイルは、自由形式とみなされます。

表 4–1 F95ソース書式のコマンド行のオプション

オプション 処理

-fixed すべてのソースファイルが Fortranの固定形式で記述されていると解釈しま
す。

-free すべてのソースファイルが Fortranの自由形式で記述されていると解釈しま
す。

-freeおよび -fixedオプションは、ファイル名の接尾辞よりも優先されます。ま
た、!DIR$ FREE指令または !DIR$ FIXED指令は、オプションおよびファイル名の拡張
子よりも優先されます。

4.1.4.1 書式の混在
次のように、異なるソースの書式を混在させてもかまいません。

■ 1つの f95のコマンド内で、固定形式のソースファイルと自由形式のソース
ファイルを混在させることができます。

■ 1つのファイル内で、!DIR$ FREE指令または !DIR$ FIXED指令を使用すると、自由
形式と固定形式を混在させることができます。

■ 同じプログラム単位内では、タブ形式と自由形式または固定形式を混在させるこ
とができます。

4.1.4.2 大文字・小文字の区別
Solaris Studio Fortran 95では、デフォルトで大文字と小文字が区別されません。すな
わち、AbcDeFという変数は、abcdefと同じ文字列として扱われます。-Uオプション
を付けてコンパイルすると、コンパイラは大文字と小文字を区別します。

4.1.5 制限とデフォルト
■ Fortranのプログラム単位には、最大 65,535個の構造型、および最大 16,777,215個
の定数を定義できます。

■ 変数およびほかのオブジェクトの名前は最大 127文字です。31文字が標準です。

4.1ソース言語の機能
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4.2 データ型
ここでは、Fortranデータ型の機能と拡張子について説明します。

4.2.1 ブール型
f95では、ブール型の定数と式をサポートしています。ただし、ブール型の変数、配
列、文はサポートしていません。

4.2.1.1 ブール型に関する規則
■ マスク処理の場合、ビット単位の論理式ではブール型の結果が生成されま
す。個々のビットは、対応する演算対象のビットで行われた 1つまたは複数の論
理演算の結果を表します。

■ 2進の算術演算子および関係演算子では、次のように処理されます。
■ 一方の演算対象がブール型の場合は、そのまま演算が実行されます。
■ 両方の演算対象がブール型の場合は、両者を整数であるとみなして演算が実行
されます。

■ ユーザー定義の関数によってブール型の結果を生成することはできません。ただ
し、一部の (標準でない)組み込み関数では可能です。

■ ブール型と論理型には、次のような相違点があります。
■ 変数、配列、関数は論理型にできますが、ブール型にすることはできません。
■ LOGICAL文はありますが、 BOOLEAN文はありません。
■ 論理型の変数、定数、または式は .TRUE.または .FALSE.の 2つの値のみ表しま
す。ブール型の変数、定数、または式は、任意のバイナリ値を表すことができ
ます。

■ 論理要素は、算式、関係式、またはビット単位の論理式において無効で
す。ブール要素はいずれにおいても有効です。

4.2.1.2 ブール型定数の代替書式
f95では、ブール型定数 (8進、16進、ホレリス)を、次のような書式 (2進ではありま
せん)で使用することができます。ただし変数はブール型として宣言できません。標
準の Fortranでは、このような書式は許されていません。

8進

書式は ddddddBです。dは任意の 8進数です。

■ Bまたは bのどちらの文字を使用してもかまいません。
■ 1桁から 11桁までの 8進数 (0から 7)を使用できます。

4.2データ型
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■ 11桁の 8進数は 32ビットの完全なワードを表します。左端の数字は常に
0、1、2、3のいずれかです。

■ 8進の個々の数字は 3ビットの値を表します。
■ 右端の桁は、右 3ビット (29、30、31ビット)の内容を表します。
■ 11桁未満の場合は、値は右揃えになります。ワードの右端にある nビットから 31
ビットまでが使用され、それ以外のビットは 0になります。

■ 空白は無視されます。

入出力の書式指定では、Bという文字は 2進数であることを示しますが、それ以外の
場合は 8進数であることを表します。

16進
X’ddd’または X"ddd"、dが任意の 16進数であるの書式です。

■ 1桁から 8桁までの 16進数 (0から 9、Aから F)を使用できます。
■ 文字は大文字でも小文字でもかまいません (X、x、Aから F、aから f)。
■ 数字は引用符 (アポストロフィ)または二重引用符で囲む必要があります。
■ 空白は無視されます。
■ 16進数の始めに +か -の記号を付けてもかまいません。
■ 8桁の 16進数は 32ビットの完全なワードを表しています。この 32ビットワード
の各ビットの内容は、同じ値を表す 2進数に対応しています。

■ 8桁未満の場合は、値は右揃えになります。ワードの右端にある nビットから 31
ビットまでが使用され、それ以外のビットは 0になります。

ホレリス
ホレリスデータには、次の書式を使用できます。

nH… ’…’H "…"H

nL… ’…’L "…"L

nR… ’…’R "…"R

前述の「…」は文字列を表し、nは文字数を表します。

■ ホレリス定数はブール型です。
■ ビット単位の論理式に文字定数がある場合は、その式はホレリスとみなされま
す。

■ ホレリス定数には 4文字まで使用することができます。

例: 8進と 16進の定数の表現例を示します。
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ブール型定数 1ワード 32ビットでの内部の 8進数

0B 00000000000

77740B 00000077740

X"ABE" 00000005276

X"-340" 37777776300

X’1 2 3’ 00000000443

X’FFFFFFFFFFFFFFFF’ 37777777777

例:代入文での 8進と 16進の使用例を示します。

i = 1357B

j = X"28FF"

k = X’-5A’

算術式の中で 8進数または 16進数の定数を使用すると、結果が未定義になることが
あります。ただし、構文エラーにはなりません。

4.2.1.3 別の場所におけるブール型定数の使用
f95では、DATA文以外の場所で BOZ定数を使用することができます。

B’bbb’ O’ooo’ Z’zzz’

B"bbb" O"ooo" Z"zzz"

このような BOZ定数が実数変数に代入されている場合には、型は変換されません。

標準の Fortranでは、BOZ定数は DATA文でのみ使用できます。

4.2.2 数値データ型のサイズの略記法
f95では、宣言文、関数文、IMPLICIT文において、次のような非標準の書式で型を宣
言することができます。1列目の形式は一般に使用されていますが、非標準の
Fortranです。2列目の種別番号はベンダーにより変わります。

表 4–2 数値データ型のサイズの表記法

非標準 宣言子 短縮書式 意味

INTEGER*1 INTEGER(KIND=1) INTEGER(1) 1バイトの符号付き整数

INTEGER*2 INTEGER(KIND=2) INTEGER(2) 2バイトの符号付き整数
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表 4–2 数値データ型のサイズの表記法 (続き)
非標準 宣言子 短縮書式 意味

INTEGER*4 INTEGER(KIND=4) INTEGER(4) 4バイトの符号付き整数

LOGICAL*1 LOGICAL(KIND=1) LOGICAL(1) 1バイト論理型

LOGICAL*2 LOGICAL(KIND=2) LOGICAL(2) 2バイト論理型

LOGICAL*4 LOGICAL(KIND=4) LOGICAL(4) 4バイト論理型

REAL*4 REAL(KIND=4) REAL(4) IEEEの単精度浮動小数点数 (4
バイト)

REAL*8 REAL(KIND=8) REAL(8) IEEEの倍精度浮動小数点数 (8
バイト)

REAL*16 REAL(KIND=16) REAL(16) IEEEの 4倍精度浮動小数点数
(16バイト)

COMPLEX*8 COMPLEX(KIND=4) COMPLEX(4) 単精度複素数 (各部に 4バイト)

COMPLEX*16 COMPLEX(KIND=8) COMPLEX(8) 倍精度複素数 (各部に 8バイト)

COMPLEX*32 COMPLEX(KIND=16) COMPLEX(16) 4倍精度複素数 (各部に 16バイ
ト)

4.2.3 データ型のサイズおよび整列
記憶領域および整列は常にバイト単位で表されます。シングルバイトに収まる値
は、バイト整列です。

データ型のサイズおよび整列は、コンパイラのオプションとプラットフォーム、お
よび変数の宣言方法に依存します。COMMONブロック内のデフォルトの最大の整
列は、4バイトの境界整列です。

デフォルトのデータ整列および記憶領域の割り当ては、-aligncommon、
-f、-dalign、-dbl_align_all、-xmemalign、および -xtypemapなどの特別なオプ
ションを指定してコンパイルすることにより、変更できます。このマニュアル
は、これらのオプションが有効でないものとして記述されています。

いくつかのプラットフォームにおける特殊ケースのデータ型および整列について
は、『Fortranプログラミングガイド』に追加の説明があります。

デフォルトのサイズおよび整列を次の表にまとめます (データ型のその他の点および
オプションは考慮していません)。
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表 4–3 デフォルトのデータサイズおよび整列 (バイト)

Fortranのデータ型 サイズ
デフォルトの整
列 COMMON内の整列

BYTE X

CHARACTER X

CHARACTER*n X

1

1

n

1

1

1

1

1

1

COMPLEX X

COMPLEX*8 X

DOUBLE COMPLEX X

COMPLEX*16 X

COMPLEX*32 X

8

8

16

16

32

4

4

8

8

8/16

4

4

4

4

4

DOUBLE PRECISION X

REAL X

REAL*4 X

REAL*8 X

REAL*16 X

8

4

4

8

16

8

4

4

8

8/16

4

4

4

4

4

INTEGER X

INTEGER*2 X

INTEGER*4 X

INTEGER*8 X

4

2

4

8

4

2

4

8

4

2

4

4

LOGICAL X

LOGICAL*1 X

LOGICAL*2 X

LOGICAL*4 X

LOGICAL*8 X

4

1

2

4

8

4

1

2

4

8

4

1

2

4

4

次の点に注意してください。

■ REAL*16および COMPLEX*32: 64ビット環境 (-m64を指定してコンパイル)では、デ
フォルトの整列は、表で 8/16と示されるように、8バイトではなく 16バイト境界
整列になります。このデータ型は、4倍精度とも呼ばれます。

■ 配列および構造体は、その要素または欄に従って整列します。配列は、配列要素
と同じように整列します。構造体は、もっとも広い整列で整列する欄と同じよう
に整列します。
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オプション -fまたは -dalignは、8、16、または 32バイトのデータすべてを、強制
的に 8バイト境界で整列させます。オプション -dbl_align_allの場合は、すべての
データが 8バイト境界で整列します。これらのオプションを使用するプログラムに
は、移植性がない場合があります。

4.3 Crayポインタ
Crayポインタとは、別のエンティティーのアドレスを値に持つ変数のことです。こ
の別の言語要素のことを、「指示先」と呼びます。

f95は、Crayポインタをサポートしていますが、標準の Fortran 95はサポートしてい
ません。

4.3.1 構文
Crayポインタの POINTER文は次の形式で記述します。

POINTER ( pointer_name, pointee_name [array_spec] ), ...

pointer_name、pointee_name、array_specのそれぞれの意味は、次のとおりです。

pointer_name 対応する pointee_nameへのポインタです。

pointer_nameには pointee_nameのアドレスが含まれま
す。pointer_nameにはスカラー変数名を指定してください (派生型は
指定できません)。禁止事項:定数、構造体の名前、配列、または関
数。

pointee_name 対応する pointer_nameの指示先です。

制限事項 :変数名、配列の宣言子、配列名を指定してください。

array_spec array_specを指定する場合は、明示的な実体があるもの (定数または
非定数のサイズを持つもの)、または仮のサイズを持つものを指定し
てください。

例: 2つの指示先に対してCrayポインタを宣言できます。

POINTER ( p, b ), ( q, c )

前述の例では、Crayポインタ pとその指示先 b、Crayポインタ qとその指示先 cを宣
言しています。

例:配列に対してCrayポインタを宣言することもできます。

POINTER ( ix, x(n, 0:m) )
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この例では、Crayポインタ ixとその指示先 xを宣言しています。同時に、xは n ×
m+1次元の配列であることを宣言しています。

4.3.2 Crayポインタの目的
ポインタを使用すると、記憶領域の特定の場所に変数を動的に対応付
け、ユーザーが管理する記憶領域にアクセスすることができます。

Crayポインタでは、メモリーの絶対アドレスにアクセスすることができます。

4.3.3 Crayポインタと Fortran 95のポインタ
Crayポインタは次のように宣言します。

POINTER ( pointer_name, pointee_name [array_spec] )

Fortran 95のポインタは次のように宣言します。

POINTER object_name

この 2種類のポインタを混在させることはできません。

4.3.4 Crayポインタの機能
■ 指示先が引用されるたびに、f95はポインタの現在の値を指示先のアドレスとし
て使用します。

■ Crayポインタ型の文では、ポインタと指示先の両方を宣言します。
■ CrayポインタはCray型のポインタです。
■ Crayポインタの値は、32ビットプロセッサ上で領域の 1単位を占め、64ビットプ
ロセッサ上で領域の 2単位を占めます。

■ Crayポインタは COMMONの並びまたは仮引数で使用することができます。
■ Crayポインタの値が定義されるまでは、指示先にアドレスはありません。
■ 指示先として配列が指定されている場合、その配列を「指示先配列」と呼びま
す。

この場合の配列の宣言子は次の場所に指定することができます。
■ 独立した型宣言文
■ 独立した DIMENSION文
■ ポインタ文自体

4.3 Crayポインタ
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配列の宣言子が副プログラムにある場合、次元の設定は次の場所で確認できま
す。
■ 共通ブロックにある変数
■ 仮引数である変数

各次元のサイズは、指示先が引用される時ではなく、副プログラムの処理が始ま
る時に認識されます。

4.3.5 Crayポインタの制限事項
■ pointee_nameは、CHARACTER*(*)で型宣言された変数であってはいけません。
■ pointee_nameが配列の宣言子である場合は、明示的な実体があるもの (定数または
非定数のサイズを持つもの)、または仮のサイズを持つものでなければいけませ
ん。

■ Crayポインタを配列にすることはできません。
■ Crayポインタを次のように扱うことはできません。

■ 別のCrayポインタまたは Fortranポインタの指示先にする
■ 構造体の成分にする
■ ほかのデータ型で宣言する

Crayポインタを次の場所で使用することはできません。
■ PARAMETER文または PARAMETER属性を含む型宣言文
■ DATA文

4.3.6 Crayポインタの指示先の制限事項
■ Crayポインタの指示先を、SAVE、DATA、EQUIVALENCE、COMMON、PARAMETER文で使
用することはできません。

■ Crayポインタの指示先を仮引数にすることはできません。
■ Crayポインタの指示先を関数値にすることはできません。
■ Crayポインタの指示先を構造体または構造体の成分にすることはできません。
■ Crayポインタの指示先を構造型にすることはできません。

4.3.7 Crayポインタの使用法
Crayポインタには次のようにして値を割り当てることができます。

■ 絶対アドレスに設定します。
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例: q = 0

■ 整変数の加減式によって割り当てます。

例: p = q + 100

■ Crayポインタは整数ではありません。Crayポインタを実数変数に割り当てること
はできません。

■ LOC関数 (非標準)を使用してCrayポインタを定義することができます。
例: p = LOC( x )

例: Crayポインタの使用例

SUBROUTINE sub ( n )

COMMON pool(100000)

INTEGER blk(128), word64

REAL a(1000), b(n), c(100000-n-1000)

POINTER ( pblk, blk ), (ia, a ), ( ib, b ), &

( ic, c ), ( address, word64 )

DATA address / 64 /

pblk = 0

ia = LOC( pool )

ib = ia + 4000

ic = ib + n

...

前述の例を説明します。

■ word64は絶対アドレス 64の内容を参照します。
■ blkはメモリーの最初の 128ワードを占める配列です。
■ aは無名共通ブロックにある配列で、長さは 1,000です。
■ bは aのあとに位置し、長さは nです。
■ cは bのあとに位置します。
■ a、b、cは pool領域に関連付けられています。
■ word64は blk(17)と同じです。Crayポインタはバイトアドレスであり、blkの整数
要素はそれぞれ 4バイトの長さがあるためです。

4.4 STRUCTUREおよびUNION (VAX Fortran)
従来の FORTRAN 77からプログラムを移行しやすくするため、f95は、Fortran 95
の「構造型」のプレカーソルである、VAX Fortranの STRUCTURE文と UNION文を受け
入れます。構文についての詳細は、『FORTRAN 77言語リファレンスマニュア
ル』を参照してください。

STRUCTUREの欄宣言は、次のいずれかになります。

4.4 STRUCTUREおよびUNION (VAX Fortran)

Oracle Solaris Studio 12.3: Fortranユーザーズガイド • 2011年 12月170



■ 副構造体 -別の STRUCTURE宣言、または事前に定義された記録。
■ UNION宣言。
■ TYPE宣言。初期値を含むこともできます。
■ SEQUENCE属性を保持する構造型 (これは特に f95の場合のみ)。

従来の f77コンパイラと同様に、POINTER文を欄宣言として使用することはできませ
ん。

また、f95には次のような拡張機能があります。

■ 構造体の欄宣言の記号として、「.」または「%」を使用できます (struct.field
または struct%field)。

■ 構造体を書式化された入出力文に配置できます。
■ 構造体を PARAMETER文で初期化できます。書式は、構造型の初期化と同じです。
■ 構造体を構造型の成分として配置できますが、構造型は SEQUENCE属性として宣言
する必要があります。

4.5 符号なし整数
Fortranコンパイラは言語への拡張子として、新しいデータ型である UNSIGNEDを受け
入れます。UNSIGNEDでは、KIND (種別)パラメータに対して指定できる値は 4つで
す。パラメータ値、1、2、4、8はそれぞれ 1、2、4、8バイトの符号なし整数に対応
します。

符号なし整定数は、数字列のあとに大文字または小文字の Uが付き、場合によって
は下線と種別パラメータが続くという形式です。次の例では、符号なし整定数の最
大値が示されています。

255u_1

65535u_2

4294967295U_4

18446744073709551615U_8

種別パラメータが付いていない場合 (12345U)は、デフォルトは基本整数の場合と同
じです。この場合、デフォルトは U_4ですが、-xtypemapオプションを使うとデ
フォルトの符号なし整数の種別が変更されます。

UNSIGNED種別指定子を使って、符号なし整変数または配列を宣言します。

UNSIGNED U

UNSIGNED(KIND=2) :: A

UNSIGNED*8 :: B
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4.5.1 演算式
■ + - * /といった 2項演算子は、符号あり、符号なしの演算対象をともに指定する
ことはできません。つまり、Uが UNSIGNEDとして宣言され、Nが符号ありの
INTEGERである場合、U*Nは不正です。
■ 2項演算に符号あり、符号なしの演算対象を混在させる場合は、U*UNSIGNED(N)

のように、UNSIGNED組み込み関数を使用します。
■ ただし、一方の演算対象が符号なし整数で、もう一方が符号あり整定数式で値
が正かゼロである場合は例外で、結果は符号なし整数となります。

■ このような混在した式の結果の種別は、演算対象の最大種別となります。

符号ありの値のべき乗は符合ありに、符号なしの値のべき乗は符号なしになりま
す。

■ 符号なしの値の単項マイナスは符号なしになります。
■ 符号なし演算対象は、実数と複素数を自由に混在させることができます。符号な
し演算対象は、区間演算対象と混在させることはできません。

4.5.2 関係式
関係組み込み演算を使用して、符号あり整数と符号なし整数の演算対象を比較でき
ます。結果は演算対象の変更されない値に基づいて決まります。

4.5.3 制御構文
■ CASE構文では符号なし整数が場合式として使用可能です。
■ 符号なし整数は、DOループ制御変数としても、また、算術 IF文の制御式中でも
使用できません。

4.5.4 入出力構文
■ 符号なし整数は I、B、O、Zの各編集記述子を使用して読み取り、書き込みが可
能です。

■ これらは並び入出力および変数群入出力を使用して読み取り、書き込みが可能で
す。並び入出力または変数群入出力における符号なし整数の記述形式は、正の符
号あり整数について使用される場合と同じです。

■ 符号なし整数は、書式なし入出力によっても読み取り、書き込みできます。

4.5符号なし整数
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4.5.5 組み込み関数
■ 符号なし整数は組み込み関数内で使用できますが、例外として SIGNおよび ABS関
数では使用できません。

■ 新しい組み込み関数、UNSIGNEDは、INTと似ていますが、符号なし型を結果とし
て生成します。形式は次のとおりです。

UNSIGNED(v [,kind] ).
■ もう 1つの新しい組み込み関数、SELECTED_UNSIGNED_KIND(var)は、varの種別パラ
メータを返します。

■ 組み込み関数は、符号あり整数演算対象も符号なし整数演算対象も使用できませ
ん。ただし、MAX関数と MIN関数では、REAL型の演算対象が少なくとも 1つ存在し
ていれば、符号あり整数演算対象と符号なし整数演算対象を使用できます。

■ 符号なし配列は、配列組み込み関数の引数として使えません。

4.6 Fortran 200xの機能
今回のOracle Solaris Studio Fortranコンパイラのリリースには、Fortran 2003および
Fortran 2008規格の多数の新機能が含まれています。詳細は、該当する Fortran規格を
参照してください。

4.6.1 Cとの相互運用性
Fortranの新しい規格には次のものが含まれています。

■ C言語手続きを参照する方法、および反対にC関数から Fortran副プログラムを参
照できるよう指定する方法

■ 外部C変数とリンクする大域変数を宣言する方法

ISO_C_BINDINGモジュールは、Cの型と互換のデータを表す種別パラメータである名
前付き定数へのアクセスを可能にします。

この規格は、BIND(C)属性も取り入れています。Fortranの構造型は、BIND属性を持
つものならば、Cと相互に利用できます。

Fortranコンパイラは、Fortran規格の第 15章に記述されている機能を実装します。第
15章で定義されているすべての組み込み関数は、Fortran手続きポインタのサポート
が必要な C_F_PROCPOINTERを除いて実装されています。また、規格第 4章に述べられ
ている、Cの型に対応する構造型およびリストを定義する機能を備えます。
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4.6.2 IEEE浮動小数点の例外処理
新しい組み込みモジュール、IEEE_ARITHMETICおよび IEEE_FEATURESは、Fortran言語
における例外と IEEE演算をサポートします。次のように指定すると、これらの機能
がすべてサポートされます。

USE, INTRINSIC :: IEEE_ARITHMETIC

USE, INTRINSIC :: IEEE_FEATURES

INTRINSICキーワードが Fortran 2003で新しく追加されました。これらのモジュール
は、一連の構造型、定数、丸めモード、照会関数、要素別処理関数、種別関数、要
素別処理サブルーチン、非要素別処理サブルーチンを定義します。詳細は、Fortran
2003規格の第 14章を参照してください。

4.6.3 コマンド行引数用組み込み関数
Fortran 2003規格では、コマンド行引数および環境変数を処理するための新しい組み
込み関数が紹介されています。それら組み込み関数は次の 3つです。

■ GET_COMMAND(command, length, status)
commandで、プログラムを呼び出したコマンド行全体を返します。

■ GET_COMMAND_ARGUMENT(number, value, length, status)
valueでコマンド行引数を返します。

■ GET_ENVIRONMENT_VARIABLE(name, value, length, status, trim_name)
環境変数の値を返します。

4.6.4 PROTECTED属性
Fortranコンパイラでは、Fortran 2003の PROTECTED属性が受け入れられていま
す。PROTECTEDはモジュール要素の使用に制限を設けます。PROTECTED属性を持つオ
ブジェクトは、それ自身が宣言されるモジュール内でのみ定義可能です。

4.6.5 Fortran 2003非同期入出力
コンパイラは入出力文中の ASYNCHRONOUS指定子を認識します。

ASYNCHRONOUS=[’YES’ | ’NO’]

4.6 Fortran 200xの機能

Oracle Solaris Studio 12.3: Fortranユーザーズガイド • 2011年 12月174



この構文は Fortran 2003規格の第 9章で提案されているものです。WAIT文とともに使
うことで、コンピューティングで重複する可能性のある入出力処理を指定すること
ができます。コンパイラは ASYNCHRONOUS=’YES’を認識しますが、規格では実際の非
同期入出力を必要としません。このコンパイラのリリースでは、入出力は常に同期
です。

4.6.6 ALLOCATABLE属性の拡張機能
Fortran 2003で、ALLOCATABLE属性に使用できるデータエンティティーが拡張されま
した。以前、この属性はローカルに格納された配列変数に制限されていました。現
在では、次の要素を使用できます。

■ 構造体の配列成分
■ ダミー配列
■ 配列関数の結果
■ CLASS型指定子の多相要素

割り付け要素は、記憶領域に関連付けられているすべての場所で使用が禁止されて
います。COMMONブロックと EQUIVALENCE文。割り付け配列成分は SEQUENCE型になる
ことがありますが、そのような型のオブジェクトは COMMONおよび EQUIVALENCEで使
用できません。

4.6.7 VALUE属性
f95コンパイラは、Fortran 2003 VALUE型の宣言属性を受け入れます。

この属性とともに副プログラムのダミー入力引数を指定すると、実際の引数
は「値」によって渡されます。次の例では、リテラル値を引数とする Fortran副プロ
グラムを呼び出すC言語の主プログラムにおいて VALUE属性を使用しています。

C code:

#include <stdlib.h>

int main(int ac, char *av[])

{

to_fortran(2);

}

Fortran code:

subroutine to_fortran(i)

integer, value :: i

print *, i

end
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4.6.8 Fortran 2003ストリーム入出力
Fortran 2003規格では、新しい「ストリーム」入出力方式が定義されています。スト
リーム入出力アクセスは、データファイルを連続したバイトのシーケンスとして扱
い、1から始まる正の整数でアドレスを定義できます。データファイルは、書式付き
アクセスまたは書式なしアクセス用に結合できます。

OPEN文で ACCESS=’STREAM’指定子を使用して、ストリーム入出力ファイルを宣言しま
す。バイトアドレスにファイルを位置付けるには、READまたは WRITE文に
POS=scalar_integer_expression指定子が必要です。INQUIRE文は、ACCESS=’STREAM’、指
定子 STREAM=scalar_character_variable、および POS=scalar_integer_variableを受け入れま
す。

4.6.9 Fortran 2003の IMPORT文
IMPORT文は、親子結合によってアクセス可能な親有効域の要素を指定します。この
文は、インタフェース本体でのみ使用できます。

4.6.10 Fortran 2003の FLUSH入出力文
f95コンパイラは、Fortran 2003の FLUSH文を受け入れます。FLUSH文を使用する
と、外部ファイルに書き込まれたデータをほかのプロセスで利用したり、Fortran以
外の方法で外部ファイルに配置されたデータを READ文で利用したりすることができ
るようになります。

4.6.11 Fortran 2003 POINTER INTENT機能
Fortranコンパイラは、POINTER仮引数の INTENT属性をサポートするようになりまし
た。ポインタ仮引数として INTENT(IN)、INTENT(OUT)、または INTENT(INOUT)を指定
できます。

たとえば、次を見てください。

subroutine sub(P)

integer, pointer, intent(in) :: p

...

end

ポインタの INTENT属性はポインタに適用され、指示先には適用されません。した
がって、INTENT(IN)ポインタの場合、次のものはポインタを変更するため無効で
す。
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p => t

allocate(p)

deallocate(p)

ただし、INTENT(IN)ポインタの場合、次のものは指示先を変更するため有効です。

p = 400

4.6.12 Fortran 2003拡張配列構成子
配列構成子内の (/と /)に角括弧を使用できるようになりました。

X = [ 3.2, 4.01, 6.5 ]

Fortran 2003規格では、配列構成子としての角括弧の使用が許可されます。これに
よって、区間定数との間で衝突が起こる可能性があります。-xiaオプション (または
区間演算を有効にするための同様のオプション)を指定せずに角括弧を使用する
と、配列構成子として処理されます。-xiaオプションを使用すると、角括弧は定数
として処理されます。区間ユーザーは、コンパイルエラーを回避するために、(/お
よび /)配列構成子を継続して使用する必要があります。

配列構成子内部の配列成分は、次の 2つの形式が可能です。

type-spec ::

または

[type-spec ::] ac-value-list

省略可能な type-specが存在する場合、配列成分の型および種類は、配列成分の型が
type-specと互換性がある限り、同じである必要がありません。

type-specは組み込み型または構造型とすることができます。

4.6.13 オブジェクト指向の Fortranサポート
Fortranでの多相性のサポートは、型束縛手続きを使用せずにこのリリースで使用で
きます。サポートされる機能およびキーワードは、次のとおりです。

キーワード EXTENDSによる型拡張
CLASS文
無制限の多相性
SELECT TYPE構文
ABSTRACT構造型

4.6 Fortran 200xの機能

第 4章 • Solaris Studio Fortranの機能および拡張機能 177



EXTENDS_TYPE_OFおよび SAME_TYPE_AS組み込み関数
無制限ポインタへの連続型の割り当て

このリリースでサポートされないオブジェクト指向の機能およびキーワードは、次
のとおりです。

型束縛 PROCEDURE宣言
GENERIC

DEFERRED

NON_OVERRIDABLE

PASS

NOPASS

4.6.14 その他の Fortran 2003および Fortran 2008機能
詳細は、公開されている Fortran 2003および Fortran 2008規格を参照してください。

■ 割り付け配列の 2003拡張—配列の再割り付け、および割り付けスカラー
■ ALLOCATE/DEALLOCATE文の 2003拡張— ERRMSGおよび SOURCE

■ 2003拡張の MOVE_ALLOC組み込み関数
■ 2003拡張のポインタ代入と再マッピング
■ 2003拡張の MIN/MAX、MIN/MAXVAL、および MIN/MAXLOCと文字引数
■ 2003組み込み関数 IS_IOSTAT_END、IS_IOSTAT_EOR、NEW_LINE

■ 2003組み込み関数 SELECTED_CHAR_KIND

■ 組み込み関数 SYSTEM_CLOCKの引数 COUNT_RATEの 2003 REAL型
■ 複素 SQRT組み込み関数の結果に関する 2003の新規制限
■ 2008:欠如しているオプション引数としての nullポインタの使用
■ 2008 ビット組み込み関数: BGE、 BGT、 BLE、 BLT、 DSHIFTL、 DSHIFTR、 LEADZ、

POPCNT、 POPPAR、 TRAILZ、 MASKL、 MASKR、 SHIFTA、 SHIFTL、 SHIFTR、
MERGE_BITS、 IALL、 IANY、 IPARITY

■ 拡張された構造体構成子:成分名を使用した構造体定数の構築。
■ モジュール構造型および成分への拡張された PUBLIC/PRIVATEアクセス制御。
■ Fortran 2008数学組み込み関数のサポートが増えました。ERFC_SCALED、NORM2、お
よび x86プラットフォームでの一部の REAL*16形式を除くほとんどの Fortran 2008
数学組み込み関数がサポートされるようになりました。

■ 成分を持たない構造型。
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■ KIND 引数が ICHAR、 IACHAR、 ACHAR、 SHAPE、 UBOUND、 LBOUND、 SIZE、
MINLOC、 MAXLOC、 COUNT、 LEN、 LEN_TRIM、 INDEX、 SCAN、 および VERIFY の組
み込み関数に追加されました。

■ BACK引数が MINLOCおよび MAXLOCの組み込み関数に追加されました。
■ 新しい組み込み関数 FINDLOCおよび STORAGE_SIZEが追加されました。
■ 新しいキーワード ERRMSG、SOURCE、および MOLDが ALLOCATE文に追加さ
れ、ERRMSGが DEALLOCATE文に追加されました。

■ ENUMによる列挙
■ VOLATILEキーワード
■ 個々の成分への PUBLIC/PRIVATE参照許可
■ 非公開型の公開要素。
■ 拡張された複素定数
■ Fortran 2003の ISO_FORTRAN_ENVモジュール。
■ 組み込み関数への新しい省略可能な KIND=引数。
■ 127文字までの長さの名前。ただしモジュール名は 31文字に制限されます。
■ INQUIRE文の ID=および PENDING=指定子
■ データ転送および INQUIRE文での POS=指定子
■ BLANK、DECIMAL、DELIM、PAD、ROUND、SIZE指定子
■ DC、DP、RD、RC、RN、RP、RU、RZ編集記述子
■ USEでの INTRINSICおよび NON_INTRINSICキーワード
■ IS_IOSTAT_ENDおよび IS_IOSTAT_EOR組み込み関数

4.7 新しい入出力拡張機能
ここでは、Fortran 2003規格には含まれていませんが、f95コンパイラで受け入れら
Fortran 95入出力処理の拡張機能について説明します。FORTRAN 77コンパイラ、f77

の入出力拡張機能の一部は、Fortranコンパイラに組み込まれています。

4.7.1 入出力エラー処理ルーチン
2つの新機能によって、ユーザーは独自に論理ユニットの書式付き入力のエラー処理
ルーチンを指定できます。書式エラーが検出されると、実行時入出力ライブラリ
が、エラーの原因となった入力中の文字を表すデータを付けて、指定された
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ユーザー定義のハンドラを呼び出します。ハンドラルーチンは、代わりの文字を提
供してエラーが検出された時点から入出力処理を続けるか、デフォルトの Fortranエ
ラー処理を実行することができます。

この新しいルーチン、SET_IO_ERR_HANDLER(3f)と GET_IO_ERR_HANDLER(3f)はモ
ジュールサブルーチンであり、これらを呼び出すルーチンの中には USE

SUN_IO_HANDLERSが必要です。これらのルーチンの詳細については、マニュアル
ページを参照してください。

4.7.2 可変フォーマット式
FORTRAN 77では、ある書式の整定数を、山カッコで囲まれた任意の式に置き換え
ることができました。

1 FORMAT( … < expr > … )

nH…編集記述子の nとして、あるいは ASSIGN文の参照する FORMAT文、または並列
化領域内の FORMAT文では、可変フォーマット式は使えません。

この機能は f95で可能になり、-f77互換性オプションフラグは不要です。

4.7.3 NAMELIST入力形式
■ 入力時にグループ名の先頭に $または &が付きます。&は、Fortran 95の規格だけ
が受け付ける形式であり、NAMELIST出力によっても書き込まれます。

■ 入力の終了を表す記号として $を受け入れます。ただし、グループ内の最後の
データ項目が CHARACTERデータである場合は別です。その場合、$は、入力データ
として扱われます。

■ NAMELIST入力は、記録の最初の桁から開始することができます。

4.7.4 書式なしバイナリ入出力
ファイルを開くときに FORM=’BINARY’と指定すると、レコード長がファイルに組み
込まれないことを除いて、FORM=’UNFORMATTED’とほぼ同じ結果になります。この
データがなければ、1レコードの開始点と終了点を示す方法がありません。このよう
に、後退する場所を知らせることができないので、FORM=’BINARY’ファイルに対して
BACKSPACEを実行できません。’BINARY’ファイルに対して READを実行すると、入力
リストの変数を設定するために必要な量のデータが読み込まれます。

■ WRITE文。データはバイナリでファイルに書き込まれ、出力リストで指定された
量のバイトが転送されます。
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■ READ文。入力リストの変数にデータが読み込まれ、リストで必要なだけのバイト
が転送されます。ファイルにはレコードマークがないので、「レコードの終
端」エラーは検出されません。検出されるエラーは、「ファイルの終端」または
異常システムエラーだけです。

■ INQUIRE文。FORM=’BINARY’で開いたファイル上の INQUIREは、次の結果を返しま
す。

FORM=”BINARY”ACCESS=”SEQUENTIAL”DIRECT=”NO”FORMATTED=”NO”

UNFORMATTED=”YES”RECL=AND NEXTREC=は未定義です。
■ BACKSPACE文。許可されていません。エラーが返されます。
■ ENDFILE文。通常どおり、現在の位置でファイルを切り捨てます。
■ REWIND文。通常どおり、ファイルの位置をデータの先頭に変更します。

4.7.5 その他の入出力拡張機能
■ さまざまな装置に対し再帰的な入出力が可能です (これは、f95の入出力ライブラ
リが「MT-Warm」だからです)。

■ RECL=2147483646 (231-2)は、順番に書式化された、並びによる変数群出力上のデ
フォルトの記録長です。

■ ENCODEおよび DECODEは、『FORTRAN 77言語リファレンスマニュアル』で説明す
るように認識され、実装されています。

■ 次に示すように、ADVANCE=’NO’で非前進入出力が可能になります。

write(*,’(a)’,ADVANCE=’NO’) ’n= ’ read(*,*) n

4.8 指令
コンパイラ指令は、特別な動作をするようにコンパイラに指示します。「プラグ
マ」とも呼ばれます。

コンパイラ指令は 1行または複数行のテキストとしてソースプログラムに挿入され
ます。コンパイラ指令は一見注釈に似ていますが、注釈にはない特別な文字が付加
されています。Fortran 95以外のほとんどのコンパイラでは指令を注釈として扱うの
で、コードの一定の移植性は保たれます。

すべての Fortran指令についての概要は、付録C「Fortran指令の要約」を参照してく
ださい。
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4.8.1 f95の特殊な指令行の書式
f95は、21ページの「1.8コマンド行ヘルプ」で説明した指令に加え、独自の特別な
指令を認識します。これらの指令は、次のような構文になります。

!DIR$ d1, d2, ...

4.8.1.1 ソースが固定形式の場合
■ CDIR$または !DIR$を 1桁目から 5桁目に記述します。
■ 指令を 7桁目以降に記述します。
■ 73桁目以降は無視されます。
■ 最初の指令行の 6桁目は空白です。
■ 継続指令行の 6桁目は空白以外の文字です。

4.8.1.2 ソースが自由形式の場合
■ !DIR$のあとに空白を 1つ付けて、行の任意の位置に記述できます。

!DIR$文字は、その行の空白でない最初の文字となります。
■ 指令は空白のあとに記述します。
■ 新たに始まる指令行では、!DIR$の直後に空白、タブ、または改行が続きます。
■ 指令の継続行では、!DIR$の直後に空白、タブ、改行以外の文字が続きます。

これらのことから、!DIR$を 1桁目から 5桁目に記述しておけば、自由形式または固
定形式のどちらのソースでも機能することがわかります。

4.8.2 FIXED指令と FREE指令
指令行のあとに続くソース行の書式を指定します。

4.8.2.1 スコープ
指令が適用される範囲は、ファイル内に指令が出現してから最後までの部分、また
は次に FREEあるいは FIXEDが出現するまでの部分です。

4.8.2.2 使用法
■ 1つのソースファイル内でソースの書式を切り換えることができます。
■ INCLUDEファイルのソースの書式を切り換えることができます。INCLUDEファイル
の先頭に指令を挿入します。INCLUDEファイルが処理されたあとに、ソースの書
式が INCLUDEファイルの処理前の書式に戻ります。
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4.8.2.3 制限事項
FREE指令と FIXED指令には次の制限事項があります。

■ どちらの指令もコンパイラの指令行に単独で指定します (継続行にしないでくだ
さい)。

■ どちらの指令もソースコードの任意の位置に指定できます。その他の指令は作用
するプログラム中に指定する必要があります。

例: FREE指令を指定します。

!DIR$ FREE

DO i = 1, n

a(i) = b(i) * c(i)

END DO

4.8.3 並列化の指令
並列化の指令は、コンパイラに次のDOループの並列化処理を指示する特別な注釈
です。これらに関する概要は、付録Dと『Fortranプログラミングガイド』に記載さ
れています。SunおよびCray形式の並列化指令は、非推奨になり、廃止されまし
た。OpenMPの Fortran API指令および並列化モデルを使用してください。OpenMP
指令の並列化については、『OpenMP APIユーザーズガイド』を参照してください。

4.9 モジュールファイル
Fortran 95の MODULEを含むファイルをコンパイルすると、ソースで検出された
MODULEごとにモジュールインタフェースファイル (.modファイル)が生成されま
す。ファイル名は MODULE名を基に付けられます。たとえば、MODULE xyzからは
xyz.mod (すべて小文字)というファイル名が作成されます。

コンパイルを実行すると、MODULE文を含むソースファイルごとにモジュール実装オ
ブジェクトファイル (.o)が生成されます。モジュール実装オブジェクトファイルと
その他すべてのオブジェクトファイルをリンクすると、実行可能ファイルを作成で
きます。

コンパイラは、-moddir=dirフラグまたは MODDIR環境変数で指定されたディレクトリ
にモジュールインタフェースファイルと実装オブジェクトファイルを作成しま
す。指定されていない場合は、現在の作業ディレクトリにある .modファイルに書き
込みます。

コンパイラは、USE modulename文のコンパイル時、現在の作業ディレクトリでイン
タフェースファイルを探します。-Mpathオプションを使用すると、コンパイラに追
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加の検索パスを提供できます。モジュール実装オブジェクトファイルは、リンク処
理のコマンド行に明示的に列挙する必要があります。

通常、プログラマは、ファイルごとに単一の MODULEを定義し、MODULE文とそれを含
むソースファイルに同じ名前を割り当てます。ただし、これは必須ではありませ
ん。

前述の例では、すべてのファイルが一度にコンパイルされます。モジュールソース
ファイルは、主プログラムでの使用前に最初にコンパイルされます。

demo% cat mod_one.f90

MODULE one

...

END MODULE

demo% cat mod_two.f90

MODULE two

...

END MODULE

demo% cat main.f90

USE one

USE two

...

END

demo% f95 -o main mod_one.f90 mod_two.f90 main.f90

コンパイルによって次のファイルが作成されます。

mainmain.oone.modmod_one.otwo.modmod_two.o

次の例では、各単位を個別にコンパイルし、それらをリンクします。

demo% f95 -c mod_one.f90 mod_two.f90

demo% f95 -c main.f90

demo% f95 -o main main.o mod_one.o mod_two.o

main.f90のコンパイル時、コンパイラは、現在のディレクトリから one.modおよび
two.modを検索します。これらのファイルは、USE文のモジュールを参照するファイ
ルをコンパイルする前にコンパイルしておく必要があります。そのあとの手順
で、モジュール実装オブジェクトファイル mod_one.oおよび mod_two.oをその他すべ
てのオブジェクトファイルとリンクして、実行可能ファイルを作成します。

4.9.1 モジュールの検索
Version 7.0の Fortranコンパイラでは、.modファイルはアーカイブ (.a)ファイルに格
納できます。アーカイブファイルは、モジュールを検索するコマンド行で、-Mpath
フラグによって明示的に指定する必要があります。デフォルトでは、コンパイラは
アーカイブファイルを検索しません。
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USE文にある .modファイルのみが検索されます。たとえば、Fortranの USE mymodに
よって、コンパイラは、デフォルトでモジュールファイル mymod.modを検索します。

検索時には、モジュールファイルが記述されるディレクトリが優先されます。これ
は、-moddir=dirオプションフラグおよび MODDIR環境変数によってコントロールでき
ます。つまり、-Mpathオプションのみが指定されている場合は、モジュールに対し
て、-Mフラグに示されたディレクトリおよびファイルよりも先に、現在のディレク
トリが検索されます。

4.9.2 -use=listオプションフラグ
-use=listフラグによって、1つ以上の暗黙的な USE文がこのフラグを指定してコンパ
イルされる副プログラムまたはモジュールの副プログラムに挿入されます。このフ
ラグを使用すると、モジュールまたはモジュールファイルが、ライブラリまたはア
プリケーションの機能のために要求された場合に、ソースプログラムを修正する必
要がなくなります。

-use=module_nameを使用してコンパイルすると、USE module_nameをコンパイルされ
る各副プログラムまたはモジュールに追加する効果がありま
す。-use=module_file_nameを使用してコンパイルすると、module_file_nameファイル
に含まれる各モジュールにUSE module_nameを追加する効果があります。

4.9.3 fdumpmodコマンド
fdumpmod(1)コマンドを使用すると、モジュール情報ファイルの内容を表示できま
す。

demo% fdumpmod x.mod group.mod

x 1.0 v8,i4,r4,d8,n16,a4 x.mod

group 1.0 v8,i4,r4,d8,n16,a4 group.mod

fdumpmodコマンドによって、単一の .modファイル、連結される .modファイルに
よって形成されるファイル、.modファイルの .aアーカイブにあるモジュールについ
ての情報が表示されます。表示には、モジュール名、バージョン番号、対象の
アーキテクチャー、およびそのモジュールと互換性のあるコンパイルオプションを
示すフラグが含まれます。詳細は、fdumpmod(1)マニュアルページを参照してくださ
い。

4.9モジュールファイル
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4.10 組み込み関数
f95は標準の処理を拡張した組み込み関数をサポートしています。

表 4–4 非標準の組み込み関数

名前 定義 関数の型 引数の型 引数 備考

COT 余接関数 実数 実数 ([X=]x) P、E

DDIM 正差 倍精度 倍精度 ([X=]x,[Y=]y) P、E

備考: P:名前を引数として渡すことができる。E:組み込み関数の外部コードは実行時
に呼び出される。

Fortranが認識可能な FORTRAN 77の組み込み関数など、組み込み関数についての詳
細は、『Fortranライブラリリファレンス』を参照してください。

4.11 将来のバージョンとの互換性
ソースコードは、f95の本リリースと将来のリリースで互換となる予定です。

f95の本リリースでモジュール情報ファイルを作成する場合、そのファイルが将来の
リリースと互換性があるかどうかは保証されません。

4.12 言語の混在
Cで書かれたルーチンを Fortranのプログラムと組み合わせることができます。これ
は、Cと Fortranでは呼び出し規則が共通なためです。Cと Fortranのルーチンの相互
運用についての詳細は、『Fortranプログラミングガイド』の「Cと Fortranのインタ
フェース」の章を参照してください。

4.10組み込み関数
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FORTRAN 77の互換性: Solaris Studio Fortran
への移行

単体の FORTRAN 77コンパイラの提供はありません。Oracle Solaris Studio Fortranコン
パイラ f95は、Sun WorkShop f77コンパイラで以前にコンパイルされた非標準拡張機
能を利用するプログラムを含む多くのレガシー FORTRAN 77プログラムをコンパイ
ルします。

f95は、これらの FORTRAN 77の機能の多くを直接的に受け入れます。その他の機能
は、FORTRAN 77互換モード (f95 -f77)でコンパイルする必要があります。

この章では、f95で受け入れられる FORTRAN 77の機能について説明し、f95との互
換性がない f77の機能のリストを示します。Sun WorkShop f77コンパイラで受け入れ
られる非標準 FORTRAN 77拡張機能についての詳細は、
http://docs.sun.com/source/806-3594/index.htmlの『FORTRAN 77言語リファレン
スマニュアル』を参照してください。

f95コンパイラで受け付けられる Fortran言語のその他の拡張機能について
は、第 4章「Solaris Studio Fortranの機能および拡張機能」を参照してください。

f95は、標準規則に準拠する FORTRAN 77プログラムをコンパイルします。移植性を
確保するためには、非標準 FORTRAN 77機能を利用しているプログラムを標準に準
拠する Fortran 95/2003に移行する必要があります。-ansiオプションを指定してコン
パイルすると、プログラム中で使用されているすべての非標準機能にフラグが立て
られます。

5.1 互換性のある f77機能
f95では、レガシー FORTRAN 77コンパイラ f77の非標準機能を、直接、または -f77

互換性モードでも使用できます。

ソースの書式

■ 継続行は、カラム 1に「&」を設定して始めることができます。[-f77=misc]
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■ インクルードファイルの最初の行は、継続行の場合があります。[-f77=misc]
■ f77タブ書式を使用します。[-f77=tab]
■ タブ書式は、ソース行を 72桁以上に拡張できます。[ -f77=tab]
■ f95のタブ書式では、文字列が継続行に及ぶ場合、72桁目で途切れることはあり
ません。[-f77]

入出力

■ Fortran 95では、ACCESS=’APPEND’でファイルを開くことができます。

■ 並び出力は f77コンパイラと類似する形式を使用します。[-f77=output]
■ f95は、直接探査ファイルの BACKSPACEを許可しますが、ENDFILEは許可しませ
ん。

■ f95では、形式編集記述子で欄幅を暗黙的に指定できます。たとえば、FORMAT(I)

が許可されます。

■ f95は、出力形式で f77エスケープシーケンス (\n \t \’など)を認識しま
す。[-f77=backslash.]

■ f95は、OPEN文の FILEOPT=を認識します。

■ f95では、STATUS=’KEEP’を使用して、SCRATCHファイルを閉じることができます
[-f77]。プログラムが終了しても、検索ファイルは削除されません。SCRATCH

ファイルは、-f77を指定してコンパイルすれば、FILE=nameを使用して開くこと
もできます。

■ 内部ファイルの直接的な入出力を実行できます。[-f77]
■ f95は、FORTRAN 77形式編集記述子 A、$、および SUを認識します。[-f77]
■ FORM=’PRINT’ は、OPEN 文で表示できます。[-f77]
■ f95は、従来の FORTRAN入出力文 ACCEPTおよび TYPEを認識します。

■ FORTRAN 77形式の NAMELIST出力を記述するには、-f77=outputを指定してコン
パイルします。

■ ERR=のみを指定した READ (IOSTAT=も END=分岐もない場合)は、EOFが検出される
と、ERR=分岐を END=として取り扱います。[-f77]

■ VMS Fortran NAME=’filename’を、OPEN文で使用できます。[-f77]
■ f95では、READ()または WRITE()の後ろの余分なコンマを受け入れます。[-f77]
■ END=分岐は、REC=による直接探査 READで使用できます。[-f77=input]
■ 形式編集記述子 Ew.d.eが使用でき、これは Ew.d.Eeとして取り扱われま
す。[-f77]

■ 入力文 FORMATで文字列を使用できます。[-f77=input]
■ IOSTAT=指定子を、ENCODE/DECODE文で使用できます。
■ ENCODE/DECODE文で、並び入出力が使用できます。

5.1互換性のある f77機能
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■ 入出力文の論理ユニットとして使用される場合、アスタリスク (*)を STDINおよび
STDOUTの代わりに使用できます。

■ FMT=指定子で配列を使用できます。[-f77=misc]
■ PRINT文で変数群名を使用できます。[-f77=output]
■ コンパイラは、FORMAT文の余分なコンマを受け付けます。
■ NAMELIST入力実行中に疑問符 (?)を入力すると、読み込まれた変数群の名前が返
されます。[-f77=input]

データ型、宣言、および用法

■ プログラム単位において、別の宣言文の後ろに IMPLICIT文が記述される場合もあ
ります。

■ f95では、IMPLICIT UNDEFINED文が使用できます。
■ f95では、FORTRAN 77拡張機能 AUTOMATIC文を使用できます。
■ f95では、STATIC文が使用でき、これは SAVE文のように取り扱われます。
■ f95では、VAX STRUCTURE、UNION、および MAP文が使用できます (170ページ
の「4.4 STRUCTUREおよび UNION (VAX Fortran)」を参照)。

■ Fortran 95では、LOGICAL変数と INTEGER変数を置き換えて使用できま
す。[-f77=logical]

■ INTEGER変数は、DO WHILEなどの条件式で使用できます。[-f77=logical]
■ Crayポインタは、組み込み関数の呼び出しに使用できます。
■ f95では、型宣言で、スラッシュを使用したデータ初期化を実行できます。例:

REAL MHW/100.101/, ICOMX/32.223/

■ f95では、Cray文字ポインタを、非ポインタ変数および文字ポインタ以外のその
他のCrayポインタに割り当てることができます。

■ f95では、型サイズの異なる項目 (たとえば、REAL*8、INTEGER*4)を同一のCrayポ
インタがポイントできます。

■ POINTERとして宣言されたものと同じプログラム単位でCrayポインタを INTEGER

として宣言できます。INTEGER宣言は無視されます。[-f77=misc]
■ Crayポインタは、割り算や掛け算の演算で使用できます。[-f77=misc]
■ ASSIGN文の変数の型を INTEGER*2にすることができます。[-f77=misc]
■ 代替 RETURN文の表現を非整数型にすることができます。[-f77=misc]
■ SAVE属性を保持する変数は、COMMONブロックの要素と同等化できます。
■ 同じ配列の初期化指定子に異なる型を使用できます。例: REAL*8 ARR(5) /12.3 1,

3, 5.D0, 9/

■ 名前リスト項目の型宣言は、NAMELIST文に後続できます。
■ f95では、BYTEデータ型が使用できます。
■ f95では、非整数を配列添字として使用できます。[-f77=subscript]

5.1互換性のある f77機能
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■ f95では、関連演算子 .EQ.および .NE.を論理演算対象とともに使用できま
す。[-f77=logical]

■ f95では、従来の f77 VIRTUAL文が使用でき、これは DIMENSION文のように取り扱
われます。

■ 異なるデータ構造は、f77コンパイラと互換性のある方法で等価にされま
す。[-f77=misc]

■ f77コンパイラと同様に、f95では、PARAMETER文の初期化式で、多くの組み込み
関数が使用できます。

■ f95では、整数値を CHARACTER*1変数に割り当てることができます。[-f77=misc]
■ 指数として BOZが使用できます。[-f77=misc]
■ BOZ定数は文字変数に割り当てることができます。例: character*8 ch ch

="12345678"X

■ BOZ定数は、組み込み関数呼び出しの引数として使用できます。[-f77=misc]
■ 文字変数は、DATA文の整数値で初期化できます。変数の先頭文字は整数値に設定
され、残りの文字列 (文字列が 2文字以上の場合)は空白になります。

■ ホレリス文字の整数配列を形式記述子として使用できます。[-f77]
■ 浮動小数点の例外が生成される場合、定数の折りたたみは実行されませ
ん。[-f77=misc]

■ -f77=miscを指定してコンパイルすると、f95は、f77コンパイラの方法で、自動
的に REAL定数を、引数、データ、およびパラメータ文に適切な種類 (REAL*8また
は REAL*16)にします。[-f77=misc]

■ 割り当てられたGOTOで、等価にされた変数を使用できます。[-f77]
■ 非定数文字式を数値変数に割り当てることができます。
■ -f77=miscを指定してコンパイルすると、型宣言の変数名の後に *kindを配置でき
ます。[-f77=misc] 例 REAL Y*4, X*8(21)) INTEGER FUNCTION FOO*8(J)

■ 部分文字列を、DATA文のDO形並びの対象として使用できます。[-f77=misc]例:
DATA (a(i:i), i=1,n) /n*’+’/

■ 括弧で囲まれた整数式は、型サイズとして配置できます。例: PARAMETER (N=2)

INTEGER*(N+2) K

プログラム、サブルーチン、関数、および実行文

■ f95では、名前を設定するために PROGRAM文は必要ありません。
■ 関数は、サブルーチンと同様に、CALL文で呼び出すことができます。[-f77]
■ 関数は、定義された戻り値を持つ必要はありません。[-f77]
■ 選択戻り指定子 (*labelまたは &label)を実際のパラメータリストおよび別の位置で
使用できます。[-f77=misc]

■ %VALを COMPLEX型の引数とともに使用できます。[-f77=misc]

5.1互換性のある f77機能
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■ %REFおよび %LOCを利用できます。[-f77=misc]
■ サブルーチンは、RECURSIVEキーワードを使用して自分自身を宣言しないで
も、自分自身を再帰的に呼び出すことができます。[-f77=misc]ただし、間接的な
再帰を実行するプログラム (ルーチンAがルーチン Bを呼び出し、そのあとに
ルーチン BがルーチンAを呼び出す)は、正しく動作させるために -xrecursiveフ
ラグでコンパイルする必要があります。

■ 代替リターンを保持するサブルーチンは、ダミー引数のリストに代替リターンの
リストがない場合でも呼び出すことができます。

■ -f77=miscを指定してコンパイルすると、INTEGERまたは REAL型以外の引数を使用
して文関数を定義でき、実際の引数は文関数で定義された型に変換されま
す。[-f77=misc]

■ nullの実引数を許可します。例: CALL FOO(I,,,J)には、先頭の Iと末尾の J引数の
間に 2つの null引数があります。

■ f95では、関数 %LOC()の呼び出しは LOC()の呼び出しとして取り扱われま
す。[-f77=misc]

■ **、*など別の演算子のあとに単項プラスや単項マイナスを配置できます。
■ 最初の引数が COMPLEX型であっても、CMPLX()組み込み関数を保持する第 2引数を
使用できます。この場合、最初の引数の実数部が使用されます。[-f77=misc]

■ CHAR()組み込み関数の引数が 255文字を超過しても、警告が発せられるだけ
で、エラーにはなりません。[-f77=misc]

■ 負のシフトカウントに対し、警告が発せられるだけでエラーにはなりません。
■ 現在のディレクトリに配置された INCLUDEファイルと -Iオプションで指定された

INCLUDEファイルを検索します。[-f77=misc]
■ 連続的な .NOT.演算子 (.NOT..NOT..NOT.(I.EQ.J)など)を許可します。[-f77=misc]

その他

■ f95コンパイラは、通常、標準出力に対する進捗メッセージを発行しません。f77

コンパイラは、進捗メッセージを発行し、コンパイルしているルーチン名を表示
します。この規則は、-f77互換フラグを指定してコンパイルすると維持されま
す。

■ f77コンパイラでコンパイルされたプログラムは、算術例外でトラップされるこ
とはなく、自動的に ieee_retrospectiveを終了に呼び出し、実行中に起こった例
外をレポートします。-f77フラグを使用したコンパイルは、f77コンパイラのこ
の動作を模倣します。デフォルトでは、f95コンパイラは最初の算術例外でト
ラップされますが、ieee_retrospectiveは呼び出しません。

■ f77コンパイラは、高い精度が必要な場合に、REAL*4定数がコンテキスト中でよ
り高い精度を保持しているように取り扱います。-f77フラグを使用してコンパイ
ルする場合、f95コンパイラは、倍精度または 4倍精度の演算対象に対し、REAL*4

定数がそれぞれ倍精度または 4倍精度を保持することを許可します。
■ DOループ変数をループ内で再定義できます。[-f77=misc]

5.1互換性のある f77機能
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■ コンパイルするプログラム単位の名前を表示します。[-f77=misc]
■ DIMENSION文で使用される変数の型を DIMENSION文のあとに宣言できます。例:

SUBROUTINE FOO(ARR,G)

DIMENSION ARR(G)

INTEGER G

RETURN

END

レガシー Sun WorkShop FORTRAN 77コンパイラの非標準言語拡張機能の構文と意味
についての詳細は、http://docs.sun.com/source/806-3594/index.htmlにあ
る『FORTRAN 77言語リファレンスマニュアル』(アーカイブファイル)を参照してく
ださい。

5.2 非互換性の問題
現行リリースの f95で、レガシー f77プログラムをコンパイルおよびテストしたとき
に生じた非互換性の問題を次に示します。これらの問題は、f95の比較機能の欠
如、または動作の相違点が原因となって発生します。これらの項目は、レガシー Sun
WorkShop FORTRAN 77コンパイラでサポートされる FORTRAN 77の非標準拡張機能
ですが、現在の f95ではサポートされません。

ソースの書式

■ -f77オプションを指定すると、6文字を超える名前に対しANSI警告が発せられま
す。

入出力

■ f95は、直接探査ファイルで ENDFILEを許可しません。
■ f95は、直接アクセス入出力でレコード番号を指定する ’n書式 (例: READ (2’13)

X,Y,Z)を認識しません。
■ f95は、従来の f77 "R"書式編集記述子を認識しません。
■ f95では、CLOSE文における DISP=指定子を許可しません。
■ WRITE文でのビット定数は許可されません。
■ Fortran 95 NAMELISTは、可変長の配列および文字列を許可しません。
■ RECL=1を使用して直接探査ファイルを開くことは、「ストリーム」ファイルとし
ては使用できません。代わりに FORMAT=’STREAM’を使用してください。

■ Fortran 95は、不当な入出力指定子をエラーとしてレポートします。f77では警告
のみです。

データ型、宣言、および用法

■ f95では 7つしか配列添字を使用できません。f77では 20個まで使用できます。
■ f95は、PARAMETER文での非定数を許可しません。

5.2非互換性の問題
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■ CHARACTER型宣言の初期化子では整数値は使用できません。
■ REAL()組み込み関数は、引数を REAL*4に変換する代わりに、複素引数の実数部を
返します。これにより、引数が DOUBLE、COMPLEX、または COMPLEX*32の場合
に、異なる結果が返されます。

■ Fortran 95は、配列が宣言される前に、境界式の配列要素を許可しません。例:

subroutine s(i1,i2)

integer i1(i2(1):10)

dimension i2(10)

...ERROR: "I2" has been used as a function,

therefore it must not be declared with the explicit-shape DIMENSION attribute.

end

プログラム、サブルーチン、関数、文

■ 名前の最大長は 127文字です。

コマンド行オプション

■ f95は、f77コンパイラの -dbl、-oldstruct、-i2、-i4の各オプション、および
-vaxの一部のサブルーチンを認識しません。

f95でサポートされていない FORTRAN 77ライブラリルーチン

■ POSIXライブラリ
■ IOINIT()ライブラリルーチン
■ テープ入出力ルーチン topen、tclose、twrite、tread、trewin、tskipf、tstate
■ start_iostatsおよび end_iostatsライブラリルーチン
■ f77_init()関数
■ f95では、IEEE_RETROSPECTIVEサブルーチンが同じ名前を持つユーザー独自の
ルーチンを定義することによってバイパスされることを許可していません。

5.3 レガシー FORTRAN 77でコンパイルされたルーチン
でのリンク

■ f77および f95オブジェクトバイナリを混在させるには、-xlang=f77オプション
を指定して f95コンパイラでリンクします。主プログラムが f77プログラムで
あっても、f95でリンクを実行します。

■ 例: f77オブジェクトファイルで f95主プログラムをコンパイルします。

demo% cat m.f95

CHARACTER*74 :: c = ’This is a test.’
CALL echo1( c )

END

5.3レガシー FORTRAN 77でコンパイルされたルーチンでのリンク
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demo% f95 -xlang=f77 m.f95 sub77.o

demo% a.out

This is a test.

demo%

■ f95プログラムに対して FORTRAN 77ライブラリおよび組み込み関数が使用でき
ます。『Fortranライブラリ・リファレンス』を参照してください。
例: FORTRAN 77のライブラリからルーチンを呼び出す f95のメインです。

demo% cat tdtime.f95

REAL e, dtime, t(2)

e = dtime( t )

DO i = 1, 100000

as = as + cos(sqrt(float(i)))

END DO

e = dtime( t )

PRINT *, ’elapsed:’, e, ’, user:’, t(1), ’, sys:’, t(2)

END

demo% f95 tdtime.f95

demo% a.out

elapsed: 0.14 , user: 0.14 , sys: 0.0E+0

demo%

dtime(3F)を参照してください。

5.3.1 Fortran組み込み関数
Fortranの標準機能として、FORTRAN 77にはない組み込み関数がサポートされてい
ます。Fortarnの非標準組み込み関数を含むすべての組み込み関数は、『Fortranライ
ブラリリファレンスマニュアル』に記載されています。

『Fortranライブラリ・リファレンス』に記載された組み込み関数名をプログラムの
関数名として使用する場合は、組み込みではないユーザー指定のルーチンを使用す
るために、f95の EXTERNAL文を追加する必要があります。

『Fortranライブラリリファレンス』には、以前のリリースの f77コンパイラに
よって認識されるすべての組み込み関数も一覧表示されています。f95コンパイラ
は、これらの名前も組み込み関数として認識します。

-f77=intrinsicsを指定してコンパイルすると、認識可能な組み込み関数は f77コン
パイラで知られるものだけに制限され、Fortran組み込み関数は無視されます。

5.3レガシー FORTRAN 77でコンパイルされたルーチンでのリンク
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5.4 f95への移行についてのその他の問題
■ floatingpoint.hヘッダーファイルは、f77_floatingpoint.hを置き換え、次の
ソースプログラムで使用される必要があります。

#include "floatingpoint.h"

■ f77/filename書式のヘッダーファイルの参照は、f77/ディレクトリパスを削除す
るため変更する必要があります。

■ 非標準の名前付け手法を使用しているプログラム (配列のオーバーインデック
ス、Crayまたは Fortranポインタのオーバーラップによる)の場合は、適切な
-xaliasフラグを指定してコンパイルするとよいでしょう。104ページの「3.4.102
–xalias[ =keywords]」を参照してください。また、『Fortranプログラミングガイ
ド』では、「dusty deck」プログラムの移植についての章で、例を挙げて検討され
ています。

5.5 f77コマンド
Solaris Studioソフトウェアには、単独の FORTRAN 77コンパイラ f77は含まれていま
せん。最近のリリースでは、FORTRAN 77の機能の多くが Fortran 95コンパイラであ
る f95に盛り込まれているため、レガシー FORTRAN 77コンパイラの機能の多くは
Fortran 95コンパイラで利用できます。現在の Solaris Studioコンパイラリリースに
は、f77スクリプトが用意されています。このスクリプトは、対応するデフォルトオ
プションのセットを含む f95コンパイラを呼び出します。f77の呼び出しは次と同じ
です。

f95 -f77 -ftrap=%none

以前のリリースの f77コンパイラでコンパイルされたライブラリルーチンにリンク
する必要がある場合は、-xlang=f77をコマンド行に追加します。ただし、コンパイ
ルとリンクをそれぞれ別の手順で実行し、-xlang=f77、-lM77、-lF77、または
-lsunmathを明示的に指定している場合は、ccまたは CCではなく、f95 (または f77ス
クリプト)でリンクする必要があります。また、-fastフラグを使用してコンパイル
している場合は、-fastがトラップモードを「common」に設定するため、-fastの後
に -ftrap=%noneを追加して、FORTRAN 77の算術例外におけるトラップの動作を保
持します。

f77 -fast -ftrap=%none

f77スクリプトを呼び出すと、f95コンパイラを -f77互換モードで使用していること
を警告するメッセージが表示されます。このメッセージを表示しないようにするに
は、コマンド行に -errtags=INVOKEを追加します。詳細は、65ページの「3.4.22
–f77[= list]」を参照してください。

5.5 f77コマンド
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実行時のエラーメッセージ

この付録では、Fortranの実行時入出力ライブラリおよびオペレーティングシステム
が生成するエラーメッセージについて説明します。

A.1 オペレーティングシステムのエラーメッセージ
オペレーティングシステムのエラーメッセージには、システムコールの失敗、Cラ
イブラリのエラー、シェルの診断などがあります。システムコールのエ
ラーメッセージは、intro(2)に記載されています。Fortranライブラリを介して行わ
れたシステムコールから、直接エラーメッセージが生成されることはありませ
ん。Fortranライブラリの中にある次に示すシステムルーチンが、Cのライブラリ
ルーチンを呼び出し、それがエラーメッセージを生成します。

integer system, status

status = system("cp afile bfile")
print*, "status = ", status

end

このようにすると、次のメッセージが表示されます。

cp: cannot access afile

status = 512

A.2 f95の実行時入出力エラーメッセージ
f95入出力ライブラリは、実行時にエラーを検出すると、診断メッセージを出力しま
す。f95でコンパイルおよび実行したプログラムの例を次に示します。

demo% cat wf.f

WRITE( 6 ) 1

END

demo% f95 -o wf wf.f

A付 録 A
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demo% wf

****** FORTRAN RUN-TIME SYSTEM ******

Error 1003: unformatted I/O on formatted unit

Location: the WRITE statement at line 1 of "wf.f"
Unit: 6

File: standard output

Abort

f95メッセージにエラーの生じたソースコードのファイル名と行番号が示されている
ことから、アプリケーション開発者は、入出力文に ERR=句を使用して実行時入出力
エラーを検出することを検討すべきです。

表A–1は f95で発行される実行時入出力メッセージを一覧表示します。

表 A–1 f95の実行時入出力メッセージ

エラー メッセージ

1000 書式エラー (format error)

1001 不正な装置番号 (illegal unit number)

1002 書式なし装置に対する書式付き入出力 (formatted I/O on unformatted unit)

1003 書式付き装置に対する書式なし入出力 (unformatted I/O on formatted unit)

1004 順番探査装置に対する直接探査入出力 (direct-access I/O on sequential-access

unit)

1005 直接探査装置に対する順番探査入出力 (sequential-access I/O on direct-access

unit)

1006 装置は BACKSPACE をサポートしません (device does not support BACKSPACE)

1007 レコードの先頭を超えています (off beginning of record)

1008 ファイルの stat ができません (can’t stat file)

1009 反復数のあとに * がありません (no * after repeat count)

1010 長すぎる記録 (record too long)

1011 切り捨てエラー (truncation failed)

1012 不完全な並び入力 (incomprehensible list input)

1013 空き領域の不足 (out of free space)

1014 接続されていない装置 (unit not connected)

1015 予期しない文字の読み取り (read unexpected character)

1016 不正な論理入力コード (illegal logical input field)

1017 ’new’ ファイルが存在します (’new’ file exists)

A.2 f95の実行時入出力エラーメッセージ
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表 A–1 f95の実行時入出力メッセージ (続き)
エラー メッセージ

1018 ’old’ ファイルが見つかりません (can’t find ’old’ file)

1019 認識できないシステムエラー (unknown system error)

1020 シーク可能な条件が必要です (requires seek ability)

1021 不正な引数 (illegal argument)

1022 負数の反復数 (negative repeat count)

1023 チャネルやデバイスに対する不正な操作 (illegal operation for channel or

device)

1024 再入可能入出力 (reentrant I/O)

1025 オープン時の指定子が矛盾している (incompatible specifiers in open)

1026 namelist への不正な入力 (illegal input for namelist)

1027 FILEOPT パラメータのエラー (error in FILEOPT parameter)

1028 許可されない書き出し (writing not allowed)

1029 許可されない読み取り (reading not allowed)

1030 入力での整数オーバーフロー (integer overflow on input)

1031 入力での浮動小数点オーバーフロー (floating-point overflow on input)

1032 入力での浮動小数点アンダーフロー (floating-point underflow on input)

1051 閉じたデフォルト入力装置 (default input unit closed)

1052 閉じたデフォルト出力装置 (default output unit closed)

1053 接続されていない装置からの直接探査の READ (direct-access READ from

unconnected unit)

1054 接続されていない装置への直接探査の WRITE (direct-access WRITE to unconnected

unit)

1055 結合していない内部装置 (unassociated internal unit)

1056 内部装置の無効な引用 (null reference to internal unit)

1057 空の内部ファイル (empty internal file)

1058 書式なし装置に対する並び入出力 (list-directed I/O on unformatted unit)

1059 書式なし装置に対する変数群入出力 (namelist I/O on unformatted unit)

1060 内部ファイルの終端を超えて書き出ししようとしました (tried to write past end

of internal file)

A.2 f95の実行時入出力エラーメッセージ
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表 A–1 f95の実行時入出力メッセージ (続き)
エラー メッセージ

1061 結合していない ADVANCE 指定子 (unassociated ADVANCE specifier)

1062 ADVANCE 指定子が ’YES’ または ’NO’ ではありません (ADVANCE specifier is not

’YES’ or ’NO’)

1063 EOR 指定子が前進入力に対して指定されています (EOR specifier present for

advancing input)

1064 SIZE 指定子が前進入力に対して指定されています (SIZE specifier present for

advancing input)

1065 負数またはゼロの記録番号 (negative or zero record number)

1066 ファイルに存在しない記録 (record not in file)

1067 破壊された書式 (corrupted format)

1068 結合していない入力変数 (unassociated input variable)

1069 データ編集記述子より多い入出力項目 (more I/O-list items than data edit

descriptors)

1070 添字三つ組にゼロの刻み幅 (zero stride in subscript triplet)

1071 DO 形ループにゼロの増分値 (zero step in implied DO-loop)

1072 負数の欄幅 (negative field width)

1073 ゼロ幅の欄 (zero-width field)

1074 文字列編集記述子が入力に用いられています (character string edit descriptor

reached on input)

1075 ホレリス編集記述子が入力に用いられています (Hollerith edit descriptor

reached on input)

1076 数字列に数字がありません (no digits found in digit string)

1077 指数に数字がありません (no digits found in exponent)

1078 範囲外の桁移動数 (scale factor out of range)

1079 数字が基数と等しいか、または基数を超えています (digit equals or exceeds

radix)

1080 整数欄に予期しない文字 (unexpected character in integer field)

1081 実数欄に予期しない文字 (unexpected character in real field)

1082 論理欄に予期しない文字 (unexpected character in logical field)

1083 整数値に予期しない文字 (unexpected character in integer value)

A.2 f95の実行時入出力エラーメッセージ
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表 A–1 f95の実行時入出力メッセージ (続き)
エラー メッセージ

1084 実数値に予期しない文字 (unexpected character in real value)

1085 複素数値に予期しない文字 (unexpected character in complex value)

1086 論理値に予期しない文字 (unexpected character in logical value)

1087 文字値に予期しない文字 (unexpected character in character value)

1088 変数群名の前に予期しない文字 (unexpected character before NAMELIST group

name)

1089 変数群名がプログラム中の名前と一致しません (NAMELIST group name does not

match the name in the program)

1090 変数群の項目に予期しない文字 (unexpected character in NAMELIST item)

1091 変数群の項目名に不揃いの括弧 (unmatched parenthesis in NAMELIST item name)

1092 変数群に存在しない変数 (variable not in NAMELIST group)

1093 変数群の実体名に多すぎる添字 (too many subscripts in NAMELIST object name

1094 変数群の実体名に不十分な添字 (not enough subscripts in NAMELIST object name)

1095 変数群の実体名にゼロの刻み幅 (zero stride in NAMELIST object name)

1096 変数群の実体名に空の文字配列添字 (empty section subscript in NAMELIST object

name)

1097 変数群の実体名に範囲外の添字 (subscript out of bounds in NAMELIST object name)

1098 変数群の実体名に空の文字列 (empty substring in NAMELIST object name)

1099 変数群の実体名に範囲外の部分列 (substring out of range in NAMELIST object

name)

1100 変数群の実体名に予期しない成分 (unexpected component name in NAMELIST object

name)

1111 結合していない ACCESS 指定子 (unassociated ACCESS specifier)

1112 結合していない ACTION 指定子 (unassociated ACTION specifier)

1113 結合していない BINARY 指定子 (unassociated BINARY specifier)

1114 結合していない BLANK 指定子 (unassociated BLANK specifier)

1115 結合していない DELIM 指定子 (unassociated DELIM specifier)

1116 結合していない DIRECT 指定子 (unassociated DIRECT specifier)

1117 結合していない FILE 指定子 (unassociated FILE specifier)

1118 結合していない FMT 指定子 (unassociated FMT specifier)
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表 A–1 f95の実行時入出力メッセージ (続き)
エラー メッセージ

1119 結合していない FORM 指定子 (unassociated FORM specifier)

1120 結合していない FORMATTED 指定子 (unassociated FORMATTED specifier)

1121 結合していない NAME 指定子 (unassociated NAME specifier)

1122 結合していない PAD 指定子 (unassociated PAD specifier)

1123 結合していない POSITION 指定子 (unassociated POSITION specifier)

1124 結合していない READ 指定子 (unassociated READ specifier)

1125 結合していない READWRITE 指定子 (unassociated READWRITE specifier)

1126 結合していない SEQUENTIAL 指定子 (unassociated SEQUENTIAL specifier)

1127 結合していない STATUS 指定子 (unassociated STATUS specifier)

1128 結合していない UNFORMATTED 指定子 (unassociated UNFORMATTED specifier)

1129 結合していない WRITE 指定子 (unassociated WRITE specifier)

1130 長さゼロのファイル名 (zero length file name)

1131 ACCESS 指定子が ’SEQUENTIAL’ または ’DIRECT’ ではありません (ACCESS specifier

is not ’SEQUENTIAL’ or ’DIRECT’)

1132 ACTION 指定子が ’READ’, ’WRITE’ または ’READWRITE’ ではありません (ACTION

specifier is not ’READ’, ’WRITE’ or ’READWRITE’)

1133 BLANK 指定子が ’ZERO’ または ’NULL’ ではありません (BLANK specifier is not

’ZERO’ or ’NULL’)

1134 DELIM 指定子が ’APOSTROPHE’、’QUOTE’、または ’NONE’ ではありません (DELIM

specifier is not ’APOSTROPHE’, ’QUOTE’ or ’NONE’)

1135 予期しない FORM 指定子 (unexpected FORM specifier)

1136 PAD 指定子が ’YES’ または ’NO’ ではありません (PAD specifier is not ’YES’ or

’NO’)

1137 POSITION 指定子が ’APPEND’、’ASIS’、または ’REWIND’ ではありません (POSITION

specifier is not ’APPEND’, ’ASIS’ or ’REWIND’)

1138 RECL 指定子がゼロまたは負数です (RECL specifier is zero or negative)

1139 直接探査ファイルに対して記録長が指定されていません (no record length

specified for direct-access file)

1140 予期しない STATUS 指定子 (unexpected STATUS specifier)

1141 接続されている装置に対して ’OLD’ でない status が指定されています (status is

specified and not ’OLD’ for connected unit)
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表 A–1 f95の実行時入出力メッセージ (続き)
エラー メッセージ

1142 STATUS 指定子が ’KEEP’ または ’DELETE’ ではありません (STATUS specifier is not

’KEEP’ or ’DELETE’)

1143 一時ファイルに対して指定された status ’KEEP’ (status ’KEEP’ specified for a

scratch file)

1144 不当な status の値 (impossible status value)

1145 一時ファイルに対してファイル名が指定されました (a file name has been

specified for a scratch file)

1146 読み取り中または書き出し中の装置を開こうとしています (attempting to open a

unit that is being read from or written to)

1147 読み取り中または書き出し中の装置を閉じようとしています (attempting to close

a unit that is being read from or written to)

1148 ディレクトリを開こうとしています (attempting to open a directory)

1149 ファイルはシンボリックリンクで、status が ’OLD’ です (status is ’OLD’ and the

file is a dangling symbolic link)

1150 ファイルはシンボリックリンクで、status が ’NEW’ です (status is ’NEW’ and the

file is a symbolic link)

1151 使用できる一時ファイル名がありません (no free scratch file names)

1152 デフォルト装置に対する指定子 ACCESS=’STREAM’ (specifier ACCESS=’STREAM’ for

default unit)

1153 デフォルト装置へのストリーム探査 (stream-access to default unit)

1161 装置は REWIND をサポートしません (device does not support REWIND)

1162 BACKSPACE には読み取り権が必要です (read permission required for BACKSPACE)

1163 直接探査装置に対する BACKSPACE (BACKSPACE on direct-access unit)

1164 バイナリ装置に対する BACKSPACE (BACKSPACE on binary unit)

1165 backspace 中にファイルの終わりになりました (end-of-file seen while

backspacing)

1166 ENDFILE には書き込み権が必要です (write permission required for ENDFILE)

1167 直接探査装置に対する ENDFILE (ENDFILE on direct-access unit)

1168 順番捜査装置または直接探査装置へのストリーム探査 (stream-access to

sequential or direct-access unit)

1169 接続されていない装置へのストリーム探査 (stream-access to unconnected unit)

1170 ストリーム探査装置に対する直接探査 (direct-access to stream-access unit)
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表 A–1 f95の実行時入出力メッセージ (続き)
エラー メッセージ

1171 POS 指定子の不正な値 (incorrect value of POS specifier)

1172 結合していない ASYNCHRONOUS 指定子 (unassociated ASYNCHRONOUS specifier)

1173 結合していない DECIMAL 指定子 (unassociated DECIMAL specifier)

1174 結合していない IOMSG 指定子 (unassociated IOMSG specifier)

1175 結合していない ROUND 指定子 (unassociated ROUND specifier)

1176 結合していない STREAM 指定子 (unassociated STREAM specifier)

1177 ASYNCHRONOUS 指定子が ’YES’ または ’NO’ ではありません (ASYNCHRONOUS specifier

is not ’YES’ or ’NO’)

1178 ROUND 指定子が ’UP’、’DOWN’、’ZERO’、’NEAREST’、’COMPATIBLE’ または
’PROCESSOR-DEFINED’ ではありません (ROUND specifier is not ’UP’, ’DOWN’,

’ZERO’, ’NEAREST’, ’COMPATIBLE’ or ’PROCESSOR-DEFINED’)

1179 DECIMAL 指定子が ’POINT’ または ’COMMA’ ではありません (DECIMAL specifier is

not ’POINT’ or ’COMMA’)

1180 ストリーム探査装置に対する OPEN 文では RECL 指定子を使用できません (RECL

specifier is not allowed in OPEN statement for stream-access unit)

1181 割り付けされている配列を割り付けしようとしています (attempting to allocate

an allocated array)

1182 結合していないポインタの解放 (deallocating an unassociated pointer)

1183 結合していない割り付け配列の解放 (deallocating an unallocated allocatable

array)

1184 ポインタを通して割り付け配列の解放 (deallocating an allocatable array through

a pointer)

1185 ALLOCATE 文により割り付けされていない実体の解放 (deallocating an object not

allocated by an ALLOCATE statement)

1186 実体の一部の解放 (deallocating a part of an object)

1187 割り付けより大きな実体の解放 (deallocating a larger object than was allocated)

1191 配列組み込み関数に渡された割り付けされていない配列 (unallocated array passed

to array intrinsic function)

1192 不正な次元数 (illegal rank)

1193 小さなソースサイズ (small source size)

1194 ゼロの配列サイズ (zero array size)

1195 形状に負の要素 (negative elements in shape)
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表 A–1 f95の実行時入出力メッセージ (続き)
エラー メッセージ

1196 不正な種別 (illegal kind)

1197 形状不適合の配列 (nonconformable array)

1213 接続されていない装置に対する非同期入出力 (asynchronous I/O on unconnected

unit)

1214 同期装置に対する非同期入出力 (asynchronous I/O on synchronous unit)

1215 データ編集記述子と入出力リスト項目の型に互換性がありません (a data edit

descriptor and I/O list item type are incompatible)

1216 現在の入出力リスト項目はデータ編集記述子と一致しません (current I/O list

item doesn’t match with any data edit descriptor)

1217 不正な CORR_ACCTION 値 (illegal CORR_ACCTION value)

1218 有効になっている入出力ハンドラが原因で、無限ループが発生しました (infinite

loop occurred due to I/O handler enabled)

1220 必要なバイト数が、ターゲットプラットフォームでサポートされているバイト数を
超えています (the number of requested bytes is greater than is supported on the

target platform)

1221 互換性のない種類のファイルとの間で UNION 内のデータの読み書きを行うことはで
きません (data in a UNION cannot be read from or written to an incompatible file

type)

2001 無効な定数、構造体、または名前 (invalid constant, structure, or component

name)

2002 生成されていないハンドル (handle not created)

2003 短か過ぎる文字引数 (character argument too short)

2004 長過ぎる、または短か過ぎる配列引数 (array argument too long or too short)

2005 ファイル、記録、またはディレクトリストリームの終わり (end of file, record,

or directory stream)

2021 初期化されていないロック (lock not initialized) (OpenMP)

2022 ロック変数の使用におけるデッドロック (deadlock in using lock variable)

(OpenMP)

2023 設定されていないロック (lock not set) (OpenMP)

A.2 f95の実行時入出力エラーメッセージ
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各リリースにおける機能変更

この付録には、今回のリリースおよび最近のリリースの Fortranコンパイラの新機能
と変更された機能を記載します。

B.1 Oracle Solaris Studio 12.3 Fortranリリース
Oracle Solaris Studio Fortran 95コンパイラバージョン 8.6は、Oracle Solaris Studio 12.3リ
リースのコンポーネントです。

■ Fortran実行時ライブラリは、2Gバイトより大きい順番探査書式なし記録をサ
ポートするようになりました。

■ 新しい SPARC T4プラットフォームのサポート:
—xtarget=T4、—xchip=T4、—xarch=sparc4

■ 新しい x86プラットフォーム Sandy Bridge / AVXのサポート: —xtarget=sandybridge
—xchip=sandybridge —xarch=avx

■ 新しい x86プラットフォームWestmere / AESのサポート: —xtarget=westmere
—xchip=westmere —xarch=aes

■ 新しいコンパイラオプション: —Xlinker argは引数をリンカー ld(1)に渡しま
す。—Wl,argと同義です。(101ページの「3.4.99 -Xlinker arg」)

■ OpenMPのデフォルトのスレッド数 OMP_NUM_THREADSが 2になりました (以前は 1
でした)。(137ページの「3.4.145 –xopenmp[={ parallel|noopt|none}]」)

■ OpenMP 3.1共有メモリー並列化仕様のサポート。(137ページの「3.4.145
–xopenmp[={ parallel|noopt|none}]」)

■ Sun Performance Libraryにリンクするには、—library=sunperfを使用します。これ
により、-xlic_lib=sunperfは廃止されました。(81ページの「3.4.51
-library=sunperf」)

B付 録 B
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■ 組み込み関数ルーチン LEADZ、POPCNT、および POPPARには以前、引数の型として
戻り型が指定されていました。このリリースでは Fortran 2008規格に準拠するた
めに、組み込み関数は引数型にかかわらずデフォルトで整数を返します。これに
よって、前のリリースとの軽微な非互換性が発生します。

■ 多相性に関するオブジェクト指向の Fortranの機能がサポートされるようになり
ました。

■ サポートされるOOF機能:型拡張および多相要素: CLASS文、無制限の多相
性、SELECT TYPE構文、ABSTRACT構造型、EXTENDS_TYPE_OFおよび SAME_TYPE_AS

組み込み関数、および無制限ポインタへの連続型の割り当て。

■ サポートされないOOF機能:型束縛手続き:型束縛 PROCEDURE宣
言、GENERIC、DEFERRED、NON_OVERRIDABLE、PASS、NOPASS。

■ F2003/2008のその他の新機能:
■ 拡張された構造体構成子:成分名を使用した構造体定数の構築。
■ モジュール構造型および成分への拡張された PUBLIC/PRIVATEアクセス制御。
■ Fortran 2008数学組み込み関数のサポートが増えまし
た。ERFC_SCALED、NORM2、および x86プラットフォームでの一部の REAL*16形
式を除くほとんどの Fortran 2008数学組み込み関数がサポートされるようにな
りました。

■ 成分を持たない構造型。

■ KIND 引数が ICHAR、 IACHAR、 ACHAR、 SHAPE、 UBOUND、 LBOUND、 SIZE、
MINLOC、 MAXLOC、 COUNT、 LEN、 LEN_TRIM、 INDEX、 SCAN、 および VERIFY の
組み込み関数に追加されました。

■ BACK引数が MINLOCおよび MAXLOC組み込み関数に追加されました。

■ 新しい組み込み関数 FINDLOCおよび STORAGE_SIZEが追加されました。

■ 新しいキーワード ERRMSG、SOURCE、および MOLDが ALLOCATE文に追加さ
れ、ERRMSGが DEALLOCATE文に追加されました。

B.2 Oracle Solaris Studio 12.2 Fortranリリース
Oracle Solaris Studio Fortran 95コンパイラバージョン 8.5は、Oracle Solaris Studio 12.2リ
リースのコンポーネントです。

■ SPARC-V9命令セットの SPARC VIS3バージョンをサポートしま
す。-xarch=sparcvis3オプションを指定してコンパイルすると、コンパイラ
は、SPARC-V9命令セットの命令に加えて、Visual Instruction Set (VIS)バージョン
1.0を含むUltraSPARC拡張機能、Visual Instruction Set (VIS)バージョン 2.0の積和
演算 (FMA)命令を含むUltraSPARC-III拡張機能、およびVisual Instruction Set (VIS)
バージョン 3.0を使用できます。

B.2 Oracle Solaris Studio 12.2 Fortranリリース
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■ x86ベースのシステムに基づく -xvectorオプションのデフォルト値が
-xvector=simdに変更されました。最適化レベル 3以上でメリットがある場
合、x86ベースのシステムではストリーミング拡張機能がデフォルトで使用され
ます。サブオプション no%simdを使用すると、この機能を無効にできま
す。SPARCベースのシステムのデフォルトは -xvector=%noneです。156ページ
の「3.4.169 -xvector[= a]」を参照してください。

■ AMD SSE4a命令セットのサポートを使用できるようになりまし
た。-xarch=amdsse4aオプションによりコンパイルします。

■ 新しい -tracebackオプションを使用すると、サーバーエラーが発生した場合に実
行可能ファイルはスタックトレースを出力できます。このオプションを指定する
と、実行可能ファイルは、一連のシグナルをトラップして、実行の前にスタック
トレースとコアダンプを出力します。複数のスレッドがシグナルを生成する場
合、最初のスレッドに対するスタックトレースだけが生成されます。追跡表示を
使用するには、f95、cc、または CCでプログラムをリンクするとき
に、-tracebackオプションを追加します。便宜上、このオプションはコンパイル
時にも受け付けられますが、無視されます。-tracebackオプションを -Gオプ
ションとともに使用して共有ライブラリを作成すると、エラーになります。
96ページの「3.4.87 –traceback[ ={%none|common| signals_list}]」を参照してくださ
い。

■ -mtオプションが -mt=yesまたは -mt=noに変更されています。-mt=yesオプション
により、ライブラリが適切な順序でリンクされることが保証されます。83ページ
の「3.4.56 -mt[={ yes|no}]」を参照してください。

■ -xprofile=tcovオプションが拡張されて、オプションのプロファイルディレクト
リパス名がサポートされるようになりました。また、tcov互換のフィードバック
データも生成できます。143ページの「3.4.156 –xprofile= p」を参照してくださ
い。

■ 新しい -xkeepframe[=[%all,%none ]オプションでは、指定した機能のスタック関
連の最適化を禁止できます。%allを指定すると、すべてのコードのスタック関連
の最適化が禁止されます。%noneは、すべてのコードに対するスタック関係の最
適化を許可します。デフォルトは -xkeepframe=%noneです。129ページの「3.4.128
–xkeepframe[ =[%all,%none,name, no%name]]」を参照してください。

■ 追加の F2003機能が実装されています。173ページの「4.6 Fortran 200xの機能」を
参照してください。

■ IVDEP指令は、最適化の目的でループ内で検出された一部またはすべての配列参
照のループがもたらす依存関係を無視するように、コンパイラに指示します。こ
れにより、コンパイラはほかの方法で実行できないさまざまなループの最適化を
実行できます。-xivdepオプションを使用すると、IVDEP指令を無効にしたり、指
令の解釈方法を指定したりできます。37ページの「2.3.3 IVDEP指令」を参照して
ください。

B.2 Oracle Solaris Studio 12.2 Fortranリリース
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B.3 Sun Studio 12 Update 1 Fortranリリース
■ Solaris OS (x86プラットフォーム)または Linux OS上のコンパイラで生成されるオ
ブジェクトファイルは、アプリケーションコードに _m128/_m64データ型を使用
するパラメータまたは戻り値を持つ関数が含まれる場合、旧バージョンのコンパ
イラと互換性を持ちません。.ilインライン関数ファイル、アセンブラコード、ま
たは asmをこれらの関数を呼び出すインライン文を使用するユーザーも、この非
互換性に注意する必要があります。

■ 新しい x86 —xtarget値の woodcrest、penryn、nehalem。
■ 新しい SPARC —xtarget値の ultraT2plus、sparc64vii。
■ 新しい x86 —xarch値および —xchip値の

ssse3、sse4_1、sse4_2、core2、penryn、nehalem、barcelona。
■ 新しい SPARC —xarch値および —xchip値の sparcima、sparc64vii、ultraT2plus。
■ -xprofile=collectオプションおよび -xprofile=useオプションは、動的にアプリ
ケーションにリンクされるマルチスレッドのプロファイルをサポートします。

■ Solarisプラットフォームでは、-xpec[= yes|no]オプションにより、自動チューニ
ングシステム (Automatic Tuning System、ATS)とともに使用するために再コンパイ
ルできる PECバイナリが生成されます。

■ -xdependオプションが最適化レベル -xO3以上に対して暗黙的に有効にな
り、-fastオプションの展開に含まれません。

■ OpenMP 3.0タスクのサポート。
■ -xannotate[=yes| no] (SPARCプラットフォームのみ)は、あとで binopt (1)などの
バイナリ変更ツールで変換できるバイナリを作成するようにコンパイラに指示し
ます。

■ 4倍精度 (REAL*16)が x86プラットフォームで実装されます。REAL*16は 128
ビット IEEE浮動小数点です。

■ コンパイラは、通常、一時ファイルを /tmpディレクトリに作成します。TMPDIR

環境変数を設定することにより、別のディレクトリを指定できます。
■ cpu_time() Fortran組み込みルーチンの動作が、Solarisプラットフォームと Linux
プラットフォームで異なります。

■ Fortran 2003の IMPORT文が実装されます。

B.4 Sun Studio 12 Fortranリリース
■ Fortranコンパイラは、次の Linux (x86および x64)ディストリビューションで利用
できるようになりました。SUSE Linux Enterprise Server 9 (Service Pack 3以降)、Red
Hat Enterprise Linux 4、および 2.6カーネルを基にしたその他の Linuxディストリ
ビューション (ただし正式なサポートはなし)。

B.3 Sun Studio 12 Update 1 Fortranリリース
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■ -m64を使用して、64ビットの実行可能ファイルおよび共有ライブラリを作成でき
ます。

■ -xarchの新しいフラグにより、古いフラグが置き換えられました。
■ -xtargetおよび -xchipの新しい値により、UltraSPARC T2および SPARC64viプロ
セッサ用にコードが生成されるようになりました。

■ 新しいフラグ -fma=fusedを使用することにより、FMA (fused multiply-add)命令を
サポートするプロセッサで、この命令を生成できるようになりました。

■ 新しいフラグ -xhwcprofを使用すると、データ空間のプロファイリングがコンパ
イラでサポートされます。

■ 新しいフラグ -xinstrumentを使用すると、スレッドアナライザによるパフォーマ
ンス分析が有効になります。

■ x86で、-xregs=frameptrが -fastに追加されました。
■ Solaris x86プラットフォームで、-xarch=sse2および -xiaオプションを使用するこ
とにより、区間演算がサポートされます。

■ 明示的な先取り指令が、SPARCプラットフォームだけでなく、x86プラット
フォームで使用できるようになりました。(—xprefetch=explicit)

■ デバッグ情報のデフォルトの形式が「stabs」標準形式から「dwarf」標準形式に変
更されました。( -xdebugformat=dwarf)

B.5 Sun Studio 11 Fortranリリース
■ 新しい -xmodelオプション。新しい -xmodelオプションでは、64ビットAMD
アーキテクチャーでカーネル、スモール、ミディアムのメモリーモデルを指定で
きます。大域変数および静的変数のサイズが 2Gバイトを超える場合
は、-xmodel=mediumを指定します。そうでない場合は、デフォルトの
-xmodel=small設定を使用します。135ページの「3.4.140 –xmodel=[ small | kernel |
medium]」を参照してください。

■ x86 SSE2プラットフォーム用に拡張された -xvectorオプション。-xvectorオプ
ションでは、ベクトルライブラリ関数の呼び出しの自動生成や、SIMD (Single
Instruction Multiple Data)命令の生成が可能です。このオプションは、x86 SSE2プ
ラットフォームの拡張構文を提供します。

■ STACKSIZE環境変数の拡張。STACKSIZE環境変数の構文が拡張され、単位
キーワードを含めることができるようになりました。

■ x86プラットフォームで利用できる -xpagesizeオプション。SPARCのほかに x86
プラットフォームでも、オプション
-xpagesize、-xpagesize_heap、-xpagesize_stackを使用できます。138ページ
の「3.4.147 –xpagesize= size」を参照してください。

■ 新しいUltraSPARC T1およびUltraSPARC IV+への対
応。-xarch、-xchip、-xcache、-xtargetの値で、新しいUltraSPARCプロセッサが
サポートされます。151ページの「3.4.165 -xtarget=t」を参照してください。

B.5 Sun Studio 11 Fortranリリース
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Fortran指令の要約

この付録では、f95 Fortranコンパイラで認識可能な指令について示します。

■ 一般的な Fortran指令
■ Sunの並列化指令
■ Crayの並列化指令
■ OpenMP Fortran 95指令、ライブラリルーチン、および環境

C.1 一般的な Fortran指令
f95で受け入れられる一般的な指令ては、29ページの「2.3指令」で説明します。

表 C–1 一般的なFortran指令の要約

書式

!$PRAGMA keyword ( a [ , a ] … ) [ , keyword ( a [ , a ] … ) ] ,…

!$PRAGMA SUN keyword ( a [ , a ] … ) [ , keyword ( a [ , a ] … ) ] ,…

1カラム目の注釈指示子は、c、C、!、または *であることがあります。(これらの例では !を使用
します。f95の自由形式では !を使用する必要があります。)

C指令 !$PRAGMA C(list )

外部関数の名前リストをC言語のルーチンとして宣言します。

IGNORE_TKR Directive !$PRAGMA IGNORE_TKR {name {, name} ...}

コンパイラは、特定の呼び出しを解釈するとき、一般的な手続きのイ
ンタフェースで表示される仮引数名の型、種類、ランクを無視しま
す。

UNROLL Directive !$PRAGMA SUN UNROLL=n

コンパイラに、次のループは長さ nに展開できることを伝えます。

C付 録 C
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表 C–1 一般的なFortran指令の要約 (続き)
WEAK Directive !$PRAGMA WEAK(name[ =name2])

nameを弱いシンボル (weak symbol)または name2の別名として宣言し
ます。

OPT指令 !$PRAGMA SUN OPT=n

副プログラムの最適化レベルを nに設定します。

PIPELOOP Directive !$PRAGMA SUN PIPELOOP[= n]

ループの n離れた反復間の依存性を宣言します。

PREFETCH指令 !$PRAGMA SUN_PREFETCH_READ_ONCE (name )

!$PRAGMA SUN_PREFETCH_READ_MANY (name )

!$PRAGMA SUN_PREFETCH_WRITE_ONCE (name )

!$PRAGMA SUN_PREFETCH_WRITE_MANY (name )

名前の参照のために、先読み命令を生成するようにコンパイラに要求
します。(-xprefetchオプションを指定する必要があります。このオ
プションはデフォルトで有効になっています。PREFETCH指令
は、—xprefetch=noでコンパイルし無効にします。ターゲットアーキ
テクチャーも PREFETCH指令をサポートしている必要があり、コン
パイラ最適化レベルは -xO2より上に設定されている必要があります)

ASSUME Directives !$PRAGMA [BEGIN} ASSUME (expression [ ,probability])

!$PRAGMA END ASSUME

プログラム内の特定の個所において、コンパイラが真であると想定で
きる条件について表明を行います。

C.2 特殊な Fortran指令
次の指令は、f95でのみ使用できます。詳細は、182ページの「4.8.2 FIXED指令と
FREE指令」を参照してください。

表 C–2 特殊なFortran指令

書式 !DIR$ directive :最初の行

!DIR$& ... :継続行

固定形式の場合、CはCDIR$ directive...のように指令指示子としても

CDIR$ directive...

行は第 1行から始める必要があります。自由形式の場合は、行の前に空
白がある場合があります。

C.2特殊な Fortran指令
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表 C–2 特殊なFortran指令 (続き)
FIXED/FREE指令 !DIR$ FREE!DIR$ FIXED

指令のあとに続くソース行の書式を指定します。これらは、次に FREE

指令または FIXED指令が出現するまで、残りのソースファイルに適用さ
れます。

IVDEP !DIR$ IVDEP

次の DO、FORALL、または WHEREループにループがもたらす依存関係がな
いことを表明します。これでループを最適化できます。-xivdepオプ
ションによって解釈が決まります。37ページの「2.3.3 IVDEP指令」を参
照してください。

C.3 FortranのOpenMP指令
Oracle Solaris Studio Fortranのコンパイラは、OpenMP 3.1の Fortran APIをサポートし
ています。-openmpコンパイラフラグは、これらの指令を有効にします(137ページ
の「3.4.145 –xopenmp[={ parallel|noopt|none}]」を参照)。

詳細は、『OpenMP APIユーザーズガイド』を参照してください。

C.3 FortranのOpenMP指令
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FORTRAN 95
大文字・小文字の区別, 161
機能, 159
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fpp、Fortranプロプロセッサ, 71
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IMPORT文, 176
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ISA、命令セットアーキテクチャー, 106
IVDEP指令, 37, 128–129

L
libm,デフォルト検索, 80
limit

コマンド, 41
スタックサイズ, 94

M
MODDIR環境変数, 83
.modファイル,モジュールファイル, 183

N
nonstandard_arithmetic(), 70

O
OMP_NUM_THREADS、スレッド数, 57, 137
OpenMP, 37
指令の要約, 215

OPT指令, 34
-xmaxoptオプション, 134

P
Pentium, 154
PIPELOOP指令, 34
POSIXスレッド, 83–84
POSIXライブラリ、サポートされていない, 193
PREFETCH directive, 35
PREFETCH指令, 34–35

S
SIGFPE、浮動小数点例外, 70
Solarisスレッド, 83–84
SPARCプラットフォーム

chip, 114
キャッシュ, 112
コードアドレス空間, 115
命令セットアーキテクチャー, 107

STACKSIZE環境変数, 95
STOP文、ステータスの返し, 95
strict (区間演算), 124
swapコマンド, 41
system.inc, 38–39

T
tcov, -xprofile, 146

U
ulimitコマンド, 41
UNROLL指令, 33
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V
VAX VMS Fortran拡張機能, 99, 170–171

W
WEAK指令, 33
widestneed (区間演算), 124

X
x86での精度

-fprecision, 72
-fstore, 74

-xvector, 156–157

あ
アセンブリコード, 93
アドレス空間, 103
アナライザのコンパイルオプション, xF, 118
アンダーフロー
段階的, 71
浮動小数点のトラップ, 74

い
一時ファイル、ディレクトリ, 96
位置独立コード, 91, 115, 116–117
印刷, asa, 19
インストール,パス, 77
インタフェース,ライブラリ, 38
インライン

-fastを使用して, 67
-O4を使用した自動化, 87
テンプレート, libmil, 80

インライン化, -inlineを使用, 78

え
エラーメッセージ

-erroffによる抑制, 63
f95, 197–205
メッセージタグ, 63

お
大きなファイル, 40
オーバーインデックス,別名付け, 104
オーバーフロー
スタック, 94
浮動小数点のトラップ, 74

大文字と小文字、大文字と小文字の保持, 97
大文字と小文字の保持, 97
オブジェクト指向の Fortran, 177–178
オブジェクトファイル
コンパイルのみ, 59
名前, 87

オブジェクトライブラリの検索ディレクトリ, 79
オプション,「コマンド行オプション」を参照

か
下位互換、コマンド行オプション, 54
外部C関数, 32
外部名, 64
拡張機能

ALLOCATABLE, 175
ANSI規格以外, -ansiフラグ, 56
VALUE, 175
VAX構造体および共用体, 170–171
ストリーム入出力, 176
その他の入出力, 179–181

拡張機能と機能, 18
拡張子,コンパイラによって認識可能なファイル
名の, 26

下線, 64
外部名に付加しません, 32

型宣言代替書式, 164
カバレッジ分析 (tcov), 146
環境, STOPによるプログラムの終了, 95
環境変数, 40
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関数,外部C, 32
関数の並べ替え, 118
関数レベルの並び替え, 118

き
規格

ANSI規格以外の拡張機能の識別, -ansiフラ
グ, 56

準拠, 17–18
規則,ファイル名の接尾辞, 26
機能

Fortran 95, 159
リリース履歴, 207–211

機能と拡張機能, 18
キャッシュ
ハードウェアキャッシュの指定, 112
パディング, 88

境界整列不正データ、動作の指定, 134
共有ライブラリ
共有ライブラリの指定, 76
構築, -G, 75
純粋な、再配置なし, 157
リンクの使用不可, -dn, 62

局所変数の初期化, 113

く
区間演算

-xiaオプション, 123
-xintervalオプション, 124

組み込み
インタフェース, 38
拡張機能, 186
レガシー Fortran, 194

け
警告

-erroffによる抑制, 63
非標準の拡張機能の使用, 56
未宣言変数, 98

警告 (続き)
メッセージタグ, 63
メッセージの抑制, 101

形式,タブ, 159
継続行, 63, 159
検索,オブジェクトライブラリの~ディレクト
リ, 79

こ
構文

f95コマンド, 25, 45
コマンド行オプション, 46–47
コンパイラのコマンド行, 45

コードサイズ, 151
互換性

Cとの, 186
Fortran 77, 65–66, 187–195
将来の, 186

固定形式のソース, 69
コマンド行,ヘルプ, 21
コマンド行オプション

-a (廃止), 54
-aligncommon, 55
-ansi, 56
-arg=local, 56
-autopar、自動並列化, 56–57
-Bdynamic, 57
-Bstatic, 57
-C、添字の検査, 58–59
-c、コンパイルのみ, 59
-copyargs、定数の引数への代入を可能にす
る, 59

-dalign, 60–61, 68
-dbl_align_all、強制的データ整列, 61
-depend, 67
データ依存解析, 62

-dn, 62
-Dname、シンボルの定義, 59
-dryrun, 62
-dy, 62
-e、拡張ソース行, 63
-erroff、警告の抑制, 63
-errtags、警告でのメッセージタグの表示, 63
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コマンド行オプション (続き)
-errwarn、エラー警告, 64
-ext_names、下線なしの外部名, 64
-F, 64–65
-f, 8バイト境界に整列, 65
-f77, 65–66
-fast, 67–68
-fixed, 69
-flags, 69
-fma, 69
-fnonstd, 69–70
-fns, 68, 70–71
-fpp、Fortranプリプロセッサ, 71
-fprecision、x86精度モード, 72
-free, 72
-fround=r, 72–73
-fsimple, 67
単純浮動小数点モデル, 73–74

-fstore, 74
-ftrap, 74–75
-G, 75
-g, 75–76
-hname, 76
-help, 77
-Idir, 77
-i8は代わりに —xtypemap=integer:64を使
用, 77

-inline, 78
iorounding, 79
-keeptmp, 79
-KPIC, 79
-Kpic, 79
-Ldir, 79–80
-llibrary, 80
-libmil, 67, 80–81
-library=sunperf, 81
-loopinfo、並列化の表示, 81
-m32 | —m64, 82
-Mdir、f95モジュール, 183
-moddir, 83
-mt、マルチスレッドセーフライブラリ, 83–84
-native, 84
-native (廃止), 54
-noautopar, 84

コマンド行オプション (続き)
-nodepend, 84
nofstore, 84
-nolib, 85
-nolibmil, 85
-noqueue (廃止), 54
-noreduction, 85
-norunpath, 85–86
-On, 67, 86
-o、出力ファイル, 87
-onetrip, 88
-openmp, 88
-p、プロファイル (廃止), 88
-pad=p, 68, 88–89
-pg、手続きごとのプロファイル, 89–90
-PIC, 91
-pic, 91
-PIC (廃止), 54
-pic (廃止), 54
-Qoption, 91
-Rlist, 91–92
-r8const, 92
-recl=a[,b], 92–93
-S, 93
-s, 93
-silent, 94
-stackvar, 94–95, 148
-stop_status, 95
-temp, 96
-time, 96
-traceback, 96–97
-U、小文字に変換しない, 97
-u, 98
-Uname、プリプロセッサマクロの定義の取り
消し, 98

-unroll、ループの展開, 98
-use, 185
-V, 99
-v, 99
-vax, 99–100
-vpara, 100
-W, 100
-w, 101
-xaddr32, 103
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コマンド行オプション (続き)
-xalias=list, 104–105
-xannotate[={yes|no}], 106
-xarch=isa, 106–110
-xassume_control, 36, 110
-xautopar, 111
-xbinopt, 111–112
-xcache=c, 112–113
-xchip=c, 114–115
-xcode=c, 115
-xcommoncheck, 117
-xdebugformat, 118
-xdepend, 118
-xF, 118–119
-xhasc、ホレリス定数, 121–122
-xhelp=h, 122
-xhwcprof, 122
-xia、区間演算, 123
-xinline, 123
-xinstrument, 124
-xipo_archive, 127
-xipo、相互手続きの最適化, 125–127
-xivdep, 128–129
-xjobs、マルチプロセッサのコンパイル, 129
-xkeepframe、スタック関連の最適化の禁
止, 129–130

-xknown_lib、ライブラリ呼び出しの最適
化, 130–131

-xlang=f77、FORTRAN 77ライブラリとのリン
ク, 131

-xld、(廃止), 131
-xlibmil, 132
-xlibmopt, 68, 132
-xlic_lib=sunperf廃止, 132
-Xlinker, 101
-xlinkopt, 132–133
-xlinkopt、リンク時最適化, 132–133
-Xlist、大域的なプログラム検査, 101–103
-xloopinfo, 133
-xl、(廃止), 131
-xmaxopt, 134
-xmemalign, 134–135
-xnolib, 136
-xnolibmopt, 136

コマンド行オプション (続き)
-xOn, 136
-xopenmp, 137–138
-xpagesize, 138–139
-xpagesize_heap, 139
-xpagesize_stack, 139
-xpec, 139–140
-xpg, 140
-xpp=p, 140
-xprefetch, 34, 35
-xprefetch_auto_type, 142
-xprofile_ircache, 147
-xprofile=p, 143–146
xprofile_pathmap=param, 147
-xrecursive, 148
-xreduction, 148
-xregs=r, 148–150
-xs, 151
-xsafe=mem, 151
-xspace, 151
-xtarget=native, 67
-xtarget=t, 151–154
-xtime, 155
-xtypemap, 155
-xunroll, 155
-xvector, 68
-ztext, 157–158
機能別に分類, 47
旧バージョン, 54
区間演算の -xinterval=v, 124
構文, 46–47
コンパイル段階への引き渡し, 91
処理順序, 47
すべてのオプションフラグを参照, 55–158
デフォルトオプションファイル, 42
認識されないオプション, 28–29
廃止, 54–55
廃止された f77フラグはサポート対象外, 193
頻繁に利用, 52–53
マクロ, 53
まとめ, 47–55

コマンド行オプションの一覧, 77
コンパイラ
コマンド行, 25
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コンパイラ (続き)
冗長メッセージ, 99
タイミング, 96
ドライバ, -dryrunによるコマンドの表示, 62
ドライバ、-dryrunによるコマンドの表示, 62
バージョンの表示, 99

コンパイラパス, 99
コンパイル済みコードのサイズ, 151
コンパイルとリンク, 25, 27

-B, 58
コンパイルのみ, 59
動的 (共有)ライブラリ, 62
動的共有ライブラリの構築, 75

さ
再帰的な副プログラム, 148
最適化

-fastによる, 67
OPT指令, 34, 134
PIPELOOP指令, 34
PREFETCH指令, 34–35
キャッシュの指定, 112
指令によるループの展開, 33
数学ライブラリ, 132
ソースファイル全体, 125
対象ハードウェア, 84
デバッグによる, 76
内部手続き, 125
浮動小数点, 73
プロセッサの指定, 114
別名付け, 104
命令セットアーキテクチャー, 106
ユーザー作成ルーチンのインライン化, 78
リンク時, 132
ループの展開, 98
レベル, 86

算術,「浮動小数点」を参照

し
シェル,制限, 41
指示先, 167

実行可能ファイル
シンボルテーブルを除外, 93
動的ライブラリのパスの埋め込み, 92
名前, 87

実行可能ファイルからシンボルテーブルの除
外、s, 93

自動読み込み (dbx), 151
自由形式のソース, 72
順序,関数, 118
使用,コンパイラ, 25
処理順序、オプション, 47
指令

ASSUME, 35–36
FIXED, 182–183
FORTRAN 77, 29
FREE, 182–183
IGNORE_TKR, 32
OpenMP (Fortran), 37
OpenMP (Fortran ), 215
最適化レベル, 34
指令すべての要約, 213
特別な Fortran 95, 182
並列化, 36–37, 183
優先順位の低いリンク, 33
ループの展開, 33

指令一覧, 213
指令内の CDIR$, 182
指令内の !DIR$, 182
シンボルテーブル, dbx, 75

す
数学ライブラリ

-L dirオプション, 80
最適化されたバージョン, 132

数値連続型, 55
スタック
オーバーフロー, 94
スタックサイズの増加, 95
ページサイズの設定, 138, 139

スタックオーバーフロー, 113
ストリーム入出力, 176
スワップ領域
実際のスワップ領域を表示する, 41
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スワップ領域 (続き)
ディスクのスワップ領域の限定量, 40

せ
制限, Fortranコンパイラ, 161
静的,バインディング, 62
整列
「データ」も参照
-aligncommonのCOMMONデータ, 55
-dalign, 60

接尾辞,コンパイラによって認識可能なファイル
名, 161

線形代数ルーチン, 81, 132

そ
相互参照表、Xlist, 102
添字の範囲, 58
ソース行
大文字と小文字の保持, 97
拡張, 63
行の長さ, 159
固定形式, 69
自由形式, 72
プリプロセッサ, 140

ソースの書式
オプション (f95), 160
ソース行の書式の混在 (f95), 161

ソースファイル,プリプロセッシング, 27

た
大域的なシンボル,優先順位の低い, 33
大域的なプログラム検査, -Xlist, 101
タブ,形式ソースタブ, 159

ち
注釈,指令として, 181

つ
追跡表示, 96–97

て
定数の引数、-copyargs, 59
ディレクトリ,一時ファイル, 96
データ

COMMON、aligncommonによる整列, 55
-dbl_align_allによる整列, 61
-fによる整列, 65
-xmemalignによる境界整列, 134–135
-xtypemapによるマッピング, 155
サイズと整列, 165
定数を REAL*8に変換, 92

データ依存, depend, 62
データ型の整列, 165
テープ入出力,サポートされていない, 193
デバッグ

-Cによる配列添字の検査, 59
-dryrunによるコマンドの表示, 62
-dryrunによるコンパイラコマンドの表示, 62
-gオプション, 75
-Xlistによる大域的なプログラム検査, 102
オブジェクトファイルを使用しない, 151
最適化, 76
相互参照表, 102
ユーティリティー, 19

デバッグします, -Xlist, 19
デフォルト
インクルードファイルのパス, 77
データのサイズと整列, 165

テンプレート,インライン, 80

と
動的ライブラリ
構築, -G, 75
動的ライブラリの指定, 76

ドキュメント、アクセス, 13–14
ドキュメント索引, 13
トラップ
浮動小数点例外, 74
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トラップ (続き)
メモリー, 151

な
名前
オブジェクト、実行可能ファイル, 87
引数、下線を付加しません, 32

に
入出力拡張機能, 179–181

は
バージョン,各コンパイラパスの ID, 99
ハードウェアアーキテクチャー, 106, 114
廃止コマンド行オプション, 54–55
バイナリ入出力, 179–181
配列境界の検査, 58
バインディング、動的/共有ライブラリ, 62
パス
実行可能ファイル中の動的ライブラリ, 92
標準インクルードファイルへの, 77
ライブラリ検索, 79

パディング, 88
パフォーマンス

Sun Performance Library, 19
最適化, 67

パフォーマンスライブラリ, 81, 132
パラメータ、大域的な一貫性、Xlist, 102

ひ
ヒープページサイズ, 138, 139
引数,一致、Xlist, 102
非互換性、FORTRAN 77, 192–193
標準,インクルードファイル, 77
標準数値連続型, 55

ふ
ファイル
オブジェクト, 25
サイズが大きすぎる, 40
実行可能, 25

ファイル名
コンパイラによって認識可能な, 26, 161

ブール
型,定数, 162
定数,代替書式, 162

浮動小数点
区間演算, 124
設定, -fsimple, 73
トラップモード, 74
非標準, 70
丸め, 72

フラグ,「コマンド行オプション」を参照
プラグマ,「指令」を参照
プリプロセッサ,ソースファイル, fpp, cpp, 27
プリプロセッサ、ソースファイル

-fppの強制実行, 71
-xpp=pを使用した指定, 140
シンボルの定義, 59
シンボルの定義を取り消す, 98

プロセッサ,ターゲットプロセッサの指定, 114
プロファイル

pg, gprof, 90
-xprofile, 143

プロファイルデータのパスマップ, 147

へ
並列化

OpenMP, 37, 137–138
OpenMP指令の要約, 215
自動, 56
縮約演算, 93
指令, 183
指令 (f77), 36
メッセージ, 100
ループ情報, 81

ページサイズ、スタックまたはヒープの設
定, 138, 139

別名付け, 104
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別名付け (続き)
xalias, 104

ヘルプ,コマンド行, 21
変数
局所, 94
整列, 165
未宣言, 98

ほ
ポインタ, 167
別名付け, 104

ホレリス, 163

ま
マクロコマンド行オプション, 53
マニュアルページ, 20
マルチスレッド,「並列化」を参照
マルチスレッド化, 83–84
丸め, 72, 73

む
無効,浮動小数点, 74

め
明示的,型宣言, 98
明示的な並列化指令, 36
メッセージ

-silentによる抑制, 94
実行時, 197
冗長, 99
並列化, 81, 100

メモリー
仮想メモリーを制限する, 41
実際の実メモリー、表示, 41
メモリー不足のオプティマイザ, 40

も
モジュール, 183–185

fdumpmodモジュールの内容を表示するため
の, 29

.modファイル, 183
-use, 185
作成と使用, 29
デフォルトパス, 83
モジュールファイルを表示するための

fdumpmod, 185
モジュールの内容を表示するための

fdumpmod, 185

ゆ
優先順位の低いリンカーシンボル, 33
ユーティリティー, 19

よ
抑制
暗黙の型宣言, 98
警告, 101
タグ名による警告、-erroff, 63
リンク, 59

ら
ライブラリ

-lによるリンク, 80
Sun Performance Library, 19, 81, 132
位置独立コード, 157
インタフェース, 38
共有ライブラリの指定, 76
構築, -G, 75
システムライブラリの使用不可, 85
実行可能ファイル中の共有ライブラリのパ
ス, 86

実行可能ファイルの動的検索パス, 92
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り
リリース履歴, 207–211
リンク

-lによるライブラリ指定, 80
-Mmapfileオプション, 119
コンパイルとともに, 25
コンパイルとの整合性, 28
コンパイルと別々に, 27
システムライブラリの使用不可, 85
自動並列化、-autopar, 57
整合性のあるコンパイルとリンク, 28
動的リンクの使用可能化、共有ライブラリ, 62
優先順位の低い名前, 33

リンク時の最適化, 132

る
ループ

1回実行、onetrip, 88
-unrollによる展開, 98
依存解析, -depend, 62
自動並列化, 56
指令による展開, 33
並列化メッセージ, 81

れ
例外,浮動小数点, 73
トラップ, 74

レガシーコンパイラオプション, 54
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